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ま
え
が
き（

（
（

　

中ミ
ッ
テ
ル部
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト（

（
（

そ
の
他
で
薬プ

ロ

ヴ

ィ

ー

ゾ

ア

剤
師
主
任
助
手
、
後
に
ザ
ク
セ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
公
国
の
首
邑
マ
イ
ニ

ン
ゲ
ン（

（
（

で
公
爵
家
の
司
ビ
ブ
リ
オ
テ
カ
ー
ル
書
と
な
っ
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ンLudw

ig Bechstein

（
一
八
〇
一
─
六
〇
）
は
、
十
九

世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
い
て
、
彼
自
身
が
尊
敬
し
て
い
た
グ
リ
ム
兄
弟
す
ら
凌
ぎ
、
極
め
て
精
力
的
か
つ
極
め
て
人
気
の
あ
っ
た

口
承
文
芸
編
著
者
だ
っ
た
。

　

彼
は
フ
ラ
ン
ス
人
亡
命
者
ル
イ
・
ユ
ベ
ー
ル
・
デ
ュ
ポ
ン
ト
ロ
ー（

（
（

 

の
非
嫡
出
子
と
し
て
、
一
八
〇
一
年
十
一
月
二
十
四
日
ザ
ク
セ
ン

＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
公
国
の
首
邑
ヴ
ァ
イ
マ
ル
に
生
ま
れ
た
。
母
ヨ
ハ
ン
ナ
・
ド
ロ
テ
ー
ア
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン（

（
（

は
当
時
二
十
六
歳
、
ア
ル
テ

ン
ブ
ル
ク（

（
（

の
官
吏
ヨ
ー
ハ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン（

（
（

の
娘
だ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ァ
ン
デ
地
方（

（
（

の
フ
ォ
ン
ト
ネ
イ
・

ル
・
コ
ン
ト（

（
（

出
身
で
あ
る
父
は
、
絶
え
ず
旅
行
し
て
い
て
、
定
住
地
は
不
明
、
と
記
録
さ
れ
て
い
る
の
み
。

　

父
の
名
と
姓
を
継
い
だ
ル
イ
・
デ
ュ
ポ
ン
ト
ロ
ー
は
誕
生
後
す
ぐ
、
母
親
に
よ
っ
て
報
酬
目
当
て
の
人
間
の
許
へ
里
子
に
出
さ
れ（

（（
（

、

　
　
『
ド
イ
ツ
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
集
』（
一
八
五
七
）
試
訳
（
そ
の
一
）　

　

鈴
木
滿
訳
・
注
・
解
題

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
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一
八
一
〇
年
ま
で
不
幸
で
悲
し
い
子
ど
も
時
代
を
送
る
。
こ
の
年
十
月
、
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
近
郊
の
ド
ラ
イ
ス
ィ
ヒ
ア
カ
ー
在
住
で
、
母
方

の
伯
父
に
当
た
る
、
植
物
学
と
鳥
類
学
の
分
野
で
今
日
で
も
そ
の
名
は
忘
れ
ら
れ
て
い
な
い
ヨ
ー
ハ
ン
・
マ
テ
ー
ウ
ス
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ

ン（
（（
（

夫
妻
が
子
ど
も
を
引
き
取
り
、
年
末
に
は
姓
を
も
与
え
た
（
夫
妻
は
一
人
息
子
に
早
世
さ
れ
た
の
で
あ
る
）。
ル
イ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ

ン
は
翌
一
八
一
一
年
以
降
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
と
名
乗
る
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
自
然
に
、
そ
し
て
と

り
わ
け
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
森
ヴ
ァ
ル
ト

の
う
ら
ら
か
な
山
並
に
、
深
い
愛
着
を
持
っ
た
の
は
、
疑
い
も
無
く
こ
の
伯
父
夫
妻
の
薫
陶
を
受
け
た
た

め
で
あ
ろ
う
。
彼
は
伯
父
＝
養
父
の
た
め
に
記
念
碑
を
建
立
し
た
し
、
一
八
五
五
年
に
は
『
ヨ
ー
ハ
ン
・
マ
テ
ー
ウ
ス
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ

ン
博
士
と
ド
ラ
イ
ス
ィ
ヒ
ア
カ
ー
林
学
講ア
カ
デ
ミ
ー

習
所
』
な
る
著
書
を
刊
行
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
伯
父
夫
妻
の
庇
護
下
に
置
か
れ
た
お
蔭
で
こ
の
子
は
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
古リ

ュ

ツ

ェ

ウ

ム

典
語
高
等
中
学
に
入
学
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
余
暇
に

彼
は
多
量
の
読
書
に
耽
り
、
奉
公
人
部
屋
で
故
郷
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
伝
説
を
物
語
る
の
を
好
ん
だ
。
結
局
彼
の
勉
学
熱
は
空
想
力
ほ
ど

強
く
は
な
く
、
大ア

ビ

ト

ゥ

ー

ア

学
入
学
資
格
試
験
（
＝
古リ

ュ

ツ

ェ

ウ

ム

典
語
高
等
中
学
・
古ギ

ュ

ム

ナ

ジ

ウ

ム

典
語
中
高
等
学
校
卒
業
資
格
試
験
）
の
前
に
学
校
を
退
き
、
一
八
一
八

年
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
薬
剤
師
の
徒レ
ー
ア
リ
ン
グ弟
と
な
っ
た
。
そ
の
後
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
、
バ
ー
ト
・
ザ
ル
ツ
ン
ゲ
ン（

（（
（

で

薬
剤
師
主
任
助
手
と
し
て
仕
事
、
傍
ら
著
述
を
続
け
た
。
こ
う
し
て
十
年
が
過
ぎ
た
が
、
そ
の
後
の
人
生
は
決
定
的
に
変
わ
っ
た
。
彼
の

君
侯
ザ
ク
セ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
公
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
エ
ー
リ
ヒ
・
フ
ロ
イ
ン
ト（

（（
（

が
、
一
八
二
八
年
に
出
版
さ
れ
た
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の

『
十ゾ

ネ

ッ

テ

四
行
詩
の
環
』Sonettenkränz

（
（（
（e 

を
読
ん
で
こ
の
若
き
抒
情
詩
人
に
着
目
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

公
爵
の
後
援
で
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
一
八
二
九
年
と
一
八
三
〇
年
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
と
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
大
学
で
哲
学
、
史
学
、

文
学
を
学
ん
だ
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
大
学
入
学
資
格
試
験
は
受
け
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
が
、
学イ
マ
ト
リ
ク
ラ
ツ
ィ
オ
ー
ン

籍
登
録
は
で
き
た
の
で
あ
る
。

一
八
二
三
年
『
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
民
話
』T

hüringische V
olksm

ärchen
と
題
す
る
創
作
集
を
発
表
し
た（

（（
（

ほ
ど
の
才
子
だ
か
ら
、
そ

れ
も
当
然
か
も
知
れ
な
い
。
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短
期
の
大
学
生
活
で
は
あ
っ
た
が
、
お
蔭
で
彼
の
心
に
「
古
代
」
へ
の
著
し
い
傾
倒
が
目
覚
め
た
。
一
八
三
一
年
故
郷
へ
戻
り
、
公
爵

に
よ
っ
て
司
書
に
任
命
さ
れ
た
彼
は
、
一
八
三
二
年
「
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
古
代
研
究
協
会
」（

（（
（

を
創
立
、
死
の
三
年
前
ま
で
そ
の
初
代
協
会
長

の
座
に
あ
っ
た
。
一
八
三
二
年
に
は
二
十
四
歳
の
カ
ロ
リ
ー
ネ
・
ヴ
ィ
ス
ケ
マ
ン（

（（
（

と
結
婚
も
し
た
。
彼
女
は
一
子
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
を
産
ん

だ
が
、
早
く
も
一
八
三
四
年
に
死
ぬ
。
一
八
三
五
年
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
テ
レ
ー
ゼ
・
シ
ュ
ル
ツ（

（（
（

と
再
婚
。
彼
女
は
七
人
の
子
を
彼
に
贈

っ
た
。

　

当
時
の
司
書
と
い
う
も
の
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
も
自
由
な
生
涯
を
送
っ
た
。
彼
は
資
料
を
収
集
し
、
著
述
を
行

い
、
詩
文
を
創
作
し
、
幾
つ
も
の
大
旅
行
を
敢
行
、
パ
リ
へ
も
赴
い
た
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
は
彼
の
性
に
合
わ
な
か
っ
た
。
ア
ル
ザ
ス
の

ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
山
地
（
ド
イ
ツ
風
に
申
さ
ば
、
エ
ル
ザ
ス
の
ヴ
ォ
ー
ゲ
ゼ
ン
山
地
）
ま
で
戻
っ
て
来
て
、
や
っ
と
の
ん
び
り
し
た
よ
う
だ
。

一
八
五
六
年
ザ
ク
セ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
公
国
太
子
ゲ
オ
ル
ク（

（（
（

と
イ
タ
リ
ア
へ
も
旅
行
し
て
い
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
彼
を
魅
惑
し
た

の
は
三
つ
の
地
方
の
み
。
す
な
わ
ち
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
、
そ
し
て
ボ
ヘ
ミ
ア
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
方
は
と
り
わ
け
彼

の
口
承
文
芸
収
集
の
情
熱
に
報
い
て
く
れ
た
。

　
『
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
地
方
の
伝
説
群
と
伝
説
圏
』D

er Sagenschatz und die Sagenkreise der T
hüringerlandes 

（
一
八
三
五
─

三
八
）、『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
民フ
ォ
ル
ク
ス
ザ
ー
ゲ

間
伝
説
、
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
、
宗レ

ゲ

ン

デ

教
伝
説 D

ie V
olkssagen, M

ährchen und Legenden des K
aiserstaats 

Ö
sterreich 

（
一
八
四
〇
。
奇
妙
な
こ
と
だ
が
、
題
目
に
明
記
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
）、『
フ
ラ
ン
ケ

ン
地
方
の
伝
説
群
』Der Sagenschatz des Frankenlandes  （
一
八
四
二
）、『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』Deutsches  Sagenbuch （
一
八
五
三
）、

『
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
伝
説
集
』T

hüringer Sagenbuch （
一
八
五
七
）
が
続
続
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
な
お
足
れ
り
と
せ
ず
、
彼

は
歴
史
資
料
や
伝
説
を
素
材
と
し
て
民ロ

マ

ン

ツ

ェ

謡
調
物
語
詩
や
譚バ
ラ
ー
デ詩
も
少
な
か
ら
ず
生
み
出
し
た
。
既
に
一
八
二
九
年
『
リ
ブ
ッ
サ
の
予
言
』

D
ie W

eissagung der Libussa 

を
刊
行
し
て
い
る
し
、
更
に
『
ハ
イ
モ
ン
の
子
ど
も
た
ち
』D

ie H
eim

ons-K
inder

（
一
八
三
〇
）、
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ホ
ル
バ
イ
ン（

（（
（

の
絵
に
刺
激
さ
れ
て
『
死ト
ー
テ
ン
タ
ン
ツ

の
舞
踏
』D

er T
otentanz

（
一
八
三
一
）、『
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス
』Faustus

（
一
八
三
三
）、『
ル

タ
ー
』Luther

（
一
八
三
四
）、
そ
し
て
死
後
の
一
八
六
五
年
『
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
王
家
。
そ
の
災
禍
と
没
落
』T

hüringens 

K
önigshaus. Sein Fluch und Fall 

が
上
梓
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
加
う
る
に
歴
史
小
説
、
紀
行
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
一
応
措お

く
こ
と
に
す
る
。

　

し
か
し
、グ
リ
ム
兄
弟
の
『
子
ど
も
と
家
庭
の
た
め
の
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
集
』K

inder- und H
ausm

ärchen der Brüder G
rim

m
 （

Ｋ
Ｈ
Ｍ
）

を
幼
い
こ
ろ
愛
読
し
た
訳
者
に
と
っ
て
最
も
関
心
が
あ
る
の
は
、
他
で
も
な
い
、
グ
リ
ム
以
降
、
グ
リ
ム
兄
弟
に
類
似
し
た
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
収
集

上
の
業
績
を
、
そ
れ
も
Ｋ
Ｈ
Ｍ
と
ほ
ぼ
同
様
の
分
量
で
残
し
た
彼
の
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
集
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
ド
イ
ツ
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
集
』D

eutsches 

M
ärchenbuch 

（
一
八
四
五
）、『
新
ド
イ
ツ
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
集
』N

eues D
eutsches M

ärchenbuch

（
一
八
五
六
）、
そ
し
て
も
う
一
つ
『
ド
イ

ツ
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
集
』D

eutsches M
ärchenbuch

（
一
八
五
七
）、
更
に
既
に
ち
ら
と
言
及
し
た
『
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
民
話
』（
一
八
二
三
）

の
四
集
。

　

最
後
の
も
の
、
す
な
わ
ち
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
初
期
の
愛
ら
し
い
習
作
は
、
ロ
マ
ン
主
義
的
色
彩
の
濃
厚
な
美
し
い
文
体
の
四
つ
の
物

語
か
ら
成
る
。
す
な
わ
ち
、「
ゼ
リ
ン
デ
」Selinde 
、「
ハ
ラ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
ヒ
ェ
ン　

─
─
十
二
世
紀
後
半
の
一
齣こ
ま

」H
arald 

von Eichen. Eine Skizze aus der 2ten H
älfte des 12ten Jahrhunderts. 

、「
ベ
ー
ラ
ー
の
洞
窟　

─
─
民
フ
ォ
ル
ク
ス
メ
ル
ヒ
ェ
ン
話
」D

ie 

Böhlershöhle. V
olksm

ährchen 

、「
巨
人
の
匙　

─
─
あ
る
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
」D

er Riesenlöffel. Ein M
ährchen. 

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
グ

リ
ム
兄
弟
の
行
き
方
と
は
異
な
り
、
郷
土
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
大
先
輩
で
あ
る
ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
公
国
の
文
人
ヨ
ー
ハ
ン
・
カ
ー

ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス
（
一
七
三
五
─
八
七
）
著
『
ド
イ
ツ
人
の
民
話
』（
五
分
冊
。
一
七
八
二
─
八
六
）Johann K

arl 

A
ugust M

usäus: V
olksm

ärchen der D
eutschen

と
同
じ
く
素
材
を
民
間
伝
承
に
借
り
た
、
あ
る
い
は
借
り
た
よ
う
に
見
せ
掛
け
て

い
る
創
作
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
で
あ
る
。
従
っ
て
口
承
文
芸
論
的
研
究
の
資
料
と
は
な
し
え
な
い
。
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け
れ
ど
も
、
そ
の
物
語
作さ
く
ほ
う法
に
ム
ゼ
ー
ウ
ス
の
影
響
が
甚
だ
顕
著
で
あ
り
、「
ゼ
リ
ン
デ
」
に
至
っ
て
は
ム
ゼ
ー
ウ
ス
の
長
編
「
メ
レ

ク
ザ
ー
ラ
」
の
登
場
人
物
を
借
り
て
来
て
楽
し
ん
で
い
る
の
で
、『
ド
イ
ツ
人
の
民
話
』
の
訳
・
注
・
解
題
を
全
三
巻
（『
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ

ー
ル
の
物
語
』『
沈
黙
の
恋
』『
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ
』。
い
ず
れ
も
国
書
刊
行
会
）
と
し
て
本
邦
で
始
め
て
刊
行
し
え
た
訳
者
は
、
こ
り
ゃ
あ
、

ぼ
く
で
な
く
っ
ち
ゃ
訳
せ
な
い
（
事
実
、
そ
う
だ
、
と
思
い
ま
す
よ
）、
と
「
ゼ
リ
ン
デ
」
紹
介
を
思
い
立
ち
、
訳
・
注
・
解
題
を
「
人

文
学
会
雑
誌
」
第
三
九
巻
第
三
号
（
二
〇
〇
八
・
一
月
）
に
掲
載
、
更
に
ま
た
（
騎
虎
の
勢
い
已や

む
に
已
ま
れ
ず
）、「
ハ
ラ
ル
ト
・
フ
ォ

ン
・
ア
イ
ヒ
ェ
ン
」
の
訳
・
注
・
解
題
を
同
誌
第
三
九
巻
第
四
号
（
二
〇
〇
八
・
三
月
）
に
、「
ベ
ー
ラ
ー
の
洞
窟
」
の
訳
・
注
・
解
題
を

同
誌
第
四
〇
巻
第
一
号
（
二
〇
〇
八
・
七
月
）
に
、「
巨
人
の
匙
」
の
訳
・
注
・
解
題
を
同
誌
第
四
〇
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
八
・
十
一
月
）

に
掲
載
し
た
。

　

さ
て
、
一
八
五
七
年
版
の
『
ド
イ
ツ
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
集
』
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
同
時
代
人
で
著
名
な
ロ
マ
ン
派
の
画
家
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ヒ

タ
ー（

（（
（

の
挿
絵
が
豊
富
に
鏤ち
り
ば

め
ら
れ
て
い
る
。

　

収
録
さ
れ
た
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
に
は
Ｋ
Ｈ
Ｍ
第
七
版
（
い
わ
ゆ
る
決
定
版
。
や
は
り

一
八
五
七
刊
行
）
の
そ
れ
と
重
複
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
日
本
で
は
知
ら

れ
て
い
な
い
た
ぐ
い
の
方
が
ず
っ
と
多
い
。
ま
た
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
編
集
は
、

民
間
伝
承
の
本
質
を
充
分
に
理
解
し
な
が
ら
も
、
口
承
文
芸
研
究
者
と
い
う
よ
り

も
む
し
ろ
文
人
の
立
場
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
本
来
の
素
朴
さ
を
失

わ
な
い
ま
ま
、
物
語
と
し
て
首
尾
一
貫
し
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
に
は
や
や
も
す
れ
ば
看
取
さ

れ
る
筋
の
欠
落
、
不
自
然
、
尻
切
れ
と
ん
ぼ
と
い
っ
た
（
あ
く
ま
で
も
文
芸
学
的

に
見
た
上
で
の
不
条
理
な
難
詰
で
は
あ
る
が
）
瑕か

し疵
は
ま
ず
存
在
し
な
い
。

晩年のルートヴィヒ・リヒター
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比
較
口
承
文
芸
研
究
・
民
俗
学
の
泰
斗
ル
ツ
・
レ
ー
リ
ヒ
教
授（

（（
（

（
敬
愛
す
る
レ
ー
リ
ヒ
先
生
は
二
〇
〇
六
年
十
二
月
二
十
九
日
に
物
故

さ
れ
た
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

世
紀
転
換
期
頃
〔
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
〕
ま
で
〔
の
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
〕、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
幾
つ
も
の
『
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
集
』

は
グ
リ
ム
の
Ｋ
Ｈ
Ｍ
よ
り
更
に
人
気
を
博
し
、
更
に
広
範
に
普
及
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
多
大
な
成
果
に
リ
ヒ
タ
ー
の
挿
絵
の
数
数
が
大

い
に
貢
献
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る（

（（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
今
の
と
こ
ろ
『
ド
イ
ツ
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
集
』（
一
八
五
七
）
の
邦
訳
は
な
い
。

　

そ
こ
で
で
き
る
だ
け
十
九
世
紀
半
ば
の
ド
イ
ツ
語
原
文
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
日
本
語
〔
従
っ
て
こ
れ
は
古
風
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
〕
を
心
が
け
、
物
語
の
背
景
を
成
す
中
・
近
世
ド
イ
ツ
語
圏
の
文
化
的
・
社
会
的
状
況
理
解
の
一
助
と
な
る
よ
う
詳
細
な
訳
注

を
附
し
、
簡
単
な
解
題
〔
本
来
は
「
解
題
略
記
号
凡
例
」
に
あ
る
よ
う
に
、
多
く
の
参
考
文
献
を
記
す
は
ず
だ
っ
た
が
、
紙
数
を
考
慮
し

て
最
低
限
度
に
留
め
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
充
足
す
る
つ
も
り
な
の
で
、
凡
例
は
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
〕
を
添
え
、
更
に
Ｌ
・
リ
ヒ
タ

ー
の
挿
絵
も
紙
面
の
許
す
限
り
掲
載
し
、
今
後
何
回
か
に
分
け
て
発
表
す
る
。
た
だ
し
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
と
ほ
ぼ
筋
が
一
致
す
る
も
の
は
原
則
と

し
て
番
号
と
タ
イ
ト
ル
だ
け
を
掲
げ
る
に
留
め
る
〔
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
一
流
の
お
も
し
ろ
さ
が
顕
著
な
場
合
は
訳
出
〕。

　

目
下
の
と
こ
ろ
底
本
と
し
て
は
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
シ
エ
ル
フ（

（（
（

の
注
と
あ
と
が
き
付
き
で
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ヒ
タ
ー
の
一
八
七
葉
の
挿

絵
が
入
っ
た
下
記
を
用
い
て
い
る
。Ludw

ig Bechstein: Säm
tliche M

ärchen. W
issenschaftliche Buchgesellschaft. D

arm
stadt 

1972.

　

な
お
、
訳
文
中
の
［　
　
　
　
　

］、
そ
の
他
の
〔　
　
　
　
　

〕
の
部
分
は
訳
者
の
説
明
・
補
足
で
あ
る
。
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一
八
六
〇
年
五
月
十
四
日
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
逝
去
。
享
年
五
十
九
歳
。
墓
は
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
の
公
園
墓
地
に
あ
る
。

　

訳
注
・
解
題
略
記
号
凡
例

Ａ
Ｔ　

ア
ン
テ
ィ
・
ア
ー
ル
ネ
／
ス
テ
ィ
ス
・
ト
ン
プ
ソ
ン
編
著
『
民
話
の
話
型
』 A

ntti A
arne / Stith T

hom
pson: T

he T
ypes of the Folktale. Suom

alainen 
T

iedeakatem
ia. A

cadem
ia scientiarum

 Fennica. H
elsinki 1964.

Ａ
Ｔ
Ｕ　

ハ
ン
ス
＝
イ
ェ
ル
ク
・
ウ
タ
ー
著
『
国
際
的
民
話
の
話
型
』 H

ans-Jörg U
ther: T

he T
ypes of Internatinal Folktales. A

 Classification and 
Bibliography.3 V

ols. A
cadem

ia scientiarum
 Fennica. H

elsinki 2004.　

Ａ
Ｔ
の
増
補
改
訂
版
。

Ｂ
Ｐ　

ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
ボ
ル
テ
／
ゲ
オ
ル
ク
・
ポ
リ
ー
フ
カ
編
著
『
Ｋ
Ｈ
Ｍ
注
釈
』 H

erausgegeben von Johannes Bolte / Georg Polívka: A
nm

erkungen zu 
den K

inder- und H
ausm

ärchen der Brüder G
rim

m
.5 Bde. Georg O

lm
s V

erlagsbuchhandlung. H
ildesheim

 1963.

Ｄ
Ｍ
Ｂ
（
一
八
四
五
）　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
集
』 Ludw

ig Bechstein: D
eutsches M

ärchenbuch （1845

）.

Ｄ
Ｍ
Ｂ
（
一
八
五
七
）　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
集
』 Ludw

ig Bechstein: D
eutsches M

ärchenbuch （1857

）.

Ｄ
Ｓ　

グ
リ
ム
兄
弟
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』 Brüder Grim

m
: D

eutsche Sagen. 

第
一
巻
（
一
八
一
六
）。
第
二
巻
（
一
八
一
八
）。

Ｅ
Ｍ  

ク
ル
ト
・
ラ
ン
ケ
創
始
／
ロ
ル
フ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ブ
レ
ー
ド
ニ
ヒ
編
『
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
百
科
事
典
』 Begründet von K

urt Ranke. H
erausgegeben von Rolf 

ルートヴィヒ・ベヒシュタイン。
陶板に描かれた油彩。
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W

ilhelm
 Brednich zusam

m
en m

it H
erm

ann Bausinger: E
nzyklopädie des M

ärchens : H
andw

örterbuch zur historischen und vergleichenden 
E

rzählforschung. W
alter de Gruiter. Berlin [u.a.]  1977-.  

Ｈ
ｄ
Ａ　

ハ
ン
ス
・
ベ
ヒ
ト
ル
ト
＝
シ
ュ
ト
ロ
イ
ブ
リ
編
『
ド
イ
ツ
俗
信
事
典
』 H
erausgegeben von H

anns Bächtold-Sträubli: H
andw

örterbuch des 
deutschen A

berglaubens.10 Bde. W
alter de Gruiter. Berlin / N

ew
 Y

ork 1987.
Ｈ
ｄ
Ｍ　

 『
ド
イ
ツ
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
便
覧
』H

andbuch des deutschen M
ärchens. 

こ
の
う
ち
二
巻
の
み
が
一
九
四
〇
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
。
Ｅ
Ｍ
の
前
身
。

Ｋ
Ｈ
Ｍ  
グ
リ
ム
兄
弟
編
著
『
子
ど
も
と
家
庭
の
た
め
の
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
集
』 K

inder- und H
ausm

ärchen gesam
m

elt  durch die Brüder G
rim

m
. 

初
版
第
一
部

（
一
八
一
二
）・
第
二
部
（
一
八
一
五
）。
決
定
（
第
七
）
版
（
一
八
五
七
）。

Ｎ
Ｄ
Ｍ
Ｂ
（
一
八
五
六
）　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
新
ド
イ
ツ
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
集
』 Ludw

ig Bechstein: N
eues deutsches M

ärchenbuch （1856

）.

Ｖ
ｄ
Ｄ　

ヨ
ー
ハ
ン
・
カ
ー
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス
著
『
ド
イ
ツ
人
の
民
話
』（
一
七
八
二
─
八
六
） Johann K

arl A
ugust M

usäus: V
olksm

ärchen der 
D

eutschen.5 T
eile. 
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一　

勇
敢
な
小
男
の
仕
立
屋
の
話　

　

昔
む
か
し
小
男
の
仕
立
屋（

（（
（

が
い
た
。
住
ん
で
た
町
の
名
は

ロ
マ
ー
デ
ィ
ア（

（（
（

。
こ
れ
が
あ
る
時
仕
事
を
し
な
が
ら
傍
に
林り
ん

檎ご

を
一
つ
置
い
と
い
た
と
こ
ろ
、
ま
あ
、
夏
な
ん
て
季
節
は

そ
ん
な
も
の
だ
け
ど
、
林
檎
の
甘
い
香
に
惹
か
れ
て
た
く
さ

ん
蠅
が
た
か
っ
た
。
そ
こ
で
か
っ
と
し
た
小
男
の
仕
立
屋
は

丁
度
布ヘ

レ

地
入
れ
へ（

（（
（

落
と
そ
う
と
し
た
端は

ぎ切
れ
を
押
っ
取
り
、

林
檎
を
ぴ
し
ゃ
り
と
や
ら
か
し
て
か
ら
ひ
ょ
い
と
見
る
と
、

蠅
が
七
匹
叩
き
潰
さ
れ
て
い
た
。
い
や
あ
、
あ
た
し
ゃ
あ
大

し
た
勇
士
だ
ね
え
、
と
小
男
の
仕
立
屋
は
考
え
た
。
で
、
す

ぐ
さ
ま
ぴ
か
ぴ
か
の
鎧
を
誂あ
つ
ら

え
る
と
、
胸
当
て
の
上
に
黄き

ん金

文
字
で
「
一
打
ち
で
七
つ（

（（
（

」
と
書
か
せ
た
も
の
。
そ
れ
か
ら

小
男
の
仕
立
屋
は
こ
の
鎧
を
一
着
に
及
び
、
路
地
や
大
通
り

を
歩
き
回
っ
た
。
胸
当
て
を
目
に
し
た
人
人
は
、
こ
の
豪
傑
、
た
っ
た
一
打
ち
で
七
人
の
男
を
殪た
お

し
た
ん
だ
、
と
思
い
込
み
、
恐
れ
戦お
の
の

い
た
。
さ
て
こ
の
同
じ
国
に
王
が
い
て
、
そ
の
名
声
は
天
下
に
あ
ま
ね
く
轟
い
て
い
た
。
偉
業
を
成
し
遂
げ
る
な
り
、
怠
け
者
の
仕
立
屋

さ
ん
、
す
ぐ
さ
ま
針
と
鋏
と
火ア
イ
ロ
ン

熨
斗
を
掛
け
釘
に
ぶ
ら
下
げ
て
し
ま
い
、
さ
て
赴
い
た
の
が
こ
の
王
の
許
。
王
城
の
中
庭
に
入
り
込
む
と
、

そ
こ
の
草
の
中
に
ひ
っ
く
り
返
っ
て
、
ぐ
っ
す
り
寝
入
っ
た
も
の
。
出
入
り
す
る
召
使
た
ち
は
豪
勢
な
鎧
に
身
を
固
め
て
い
る
仕
立
屋
の
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姿
を
眺
め
、
例
の
黄
金
文
字
を
読
ん
で
、
当
代
の
よ
う
な
平
和
な
御み

よ世
に
こ
ん
な
闘
い
好
き
が
王
宮
で
何
を
や
ら
か
そ
う
と
い
う
の
だ
ろ

う
、
と
大
い
に
訝い
ぶ
か

し
ん
だ
。
大
物
だ
っ
て
こ
と
は
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
疑
い
な
い
、
と
思
わ
れ
た
。

　

王
の
顧
問
官
た
ち
は
こ
れ
ま
た
同
様
、
眠
っ
て
い
る
仕
立
屋
を
見
て
、
こ
の
由
を
い
と
も
優ゆ
う

渥あ
く

な
る
国
王
陛
下
に
ご
注
進
申
し
上
げ
、

一い
っ

朝ち
ょ
う

合か
っ
せ
ん戦
と
い
っ
た
紛ふ
ん

糾き
ゅ
う

が
生
じ
ま
す
れ
ば
、
か
よ
う
な
勇
士
は
大
い
に
有
用
な
存
在
と
な
り
、
国
家
に
貢
献
い
た
す
こ
と
が
で
き
ま

し
ょ
う
、
と
の
見
解
を
鞠き
っ

躬き
ゅ
う

如じ
ょ

と
し
て
捧
呈
し
た
。
王
は
こ
の
意
見
が
大
層
御ぎ
ょ

意い

に
召
し
、
即
刻
鎧
姿
の
仕
立
屋
の
と
こ
ろ
に
使
者
を

遣
わ
し
、
仕
官
を
望
む
か
、
と
訊
か
せ
た
。
仕
立
屋
の
返
辞
。
自
分
が
こ
ち
ら
へ
参
上
し
た
の
は
ま
さ
に
そ
の
た
め
。
国
王
陛
下
が
忝
く

も
自
分
を
必
要
と
お
考
え
あ
そ
ば
す
な
ら
、
奉
公
い
た
せ
、
と
の
ご
仁
慈
を
垂
れ
た
も
う
よ
う
お
願
い
つ
か
ま
つ
る
、
と
。
王
は
小
男
の

仕
立
屋
が
家
臣
と
な
る
こ
と
を
聞
き
入
れ
、
彼
に
立
派
な
宿
舎
・
居
室（

（（
（

を
与
え
る
よ
う
に
命
じ
、
何
も
し
な
い
の
に
、
お
も
し
ろ
お
か
し

く
す
て
き
な
生
活
が
送
れ
る
結
構
な
お
給
金
を
下
し
お
か
れ
た
。

　

け
ち
な
俸
禄
し
か
も
ら
っ
て
い
な
い
王
の
騎
士
た
ち
が
、
罪
の
な
い
仕
立
て
屋
さ
ん
を
恨
み
、
悪
魔
の
と
こ
ろ
に
行
っ
ち
ま
い
や
が
れ

ば
い
い
、
と
思
う
よ
う
に
な
る
ま
で
大
し
て
時
間
は
掛
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
と
に
、
彼
と
揉
め
事
を
起
こ
し
た
ら
、
ろ
く
す
っ
ぽ
太
刀
打

ち
で
き
ま
い
、
と
心
配
だ
っ
た
し
。
な
に
せ
、
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
相
手
は
い
つ
で
も
自
分
た
ち
を
た
っ
た
一
打
ち
で
七
人
叩
き

殺
す
だ
ろ
う
か
ら
ね
。
さ
も
な
け
れ
ば
さ
っ
さ
と
追
い
出
し
て
し
ま
い
た
か
っ
た
の
だ
が
。
そ
こ
で
騎
士
輩ば
ら

は
ど
う
す
れ
ば
あ
の
背
筋
が

ぞ
く
ぞ
く
っ
と
す
る
よ
う
な
戦い
く
さ

人に
ん

を
始
末
で
き
よ
う
か
、
と
二
六
時
中
思
案
を
廻
ら
し
た
。
し
か
し
面
面
の
頓
智
頓
才
は
着
て
い
る
短

上
着（

（（
（

同
様
い
く
ら
か
寸
足
ら
ず
に
裁た

た
れ
て
い
た
の
で
、
勇
士
殿
を
宮
廷
か
ら
遠
退の

け
る
計
略
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
と
ど
の

つ
ま
り
衆
議
一
決
、
打
ち
揃
っ
て
王
の
御
前
に
ま
か
り
出
で
、
長
の
お
い
と
ま
を
頂
戴
し
た
い
、
と
申
し
上
げ
よ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
を
実
行
し
た
。

　

善
良
な
王
は
、
忠
義
な
臣
下
た
ち
が
た
っ
た
一
人
の
男
の
せ
い
で
自
分
を
見
限
ろ
う
と
し
て
い
る
の
を
知
り
、
い
ま
だ
か
つ
て
味
わ
っ
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た
こ
と
の
な
い
悲
し
み
に
沈
み
、
あ
ん
な
勇
士
な
ん
ぞ
に
会
わ
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
、
と
考
え
た
。
さ
は
さ
り
な
が
ら
解
雇
す
る
の
も
躊

躇
さ
れ
た
。
あ
の
男
の
た
め
に
全
臣
民
も
ろ
と
も
や
っ
つ
け
ら
れ
、
そ
の
あ
と
自
分
の
王
国
が
あ
の
暴
れ
武む

者し
ゃ

に
乗
っ
取
ら
れ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
、
と
心
配
だ
っ
た
か
ら
。
そ
こ
で
、
何
も
か
も
う
ま
く
片
付
け
、
上
上
の
首
尾
に
漕
ぎ
つ
け
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
こ
の

難
問
の
解
決
を
模
索
、
と
う
と
う
あ
る
企
み
を
考
え
出
し
、
こ
れ
を
使
え
ば
、
あ
の
戦
人
（
だ
れ
も
仕
立
屋
だ
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
）
を
厄
介
払
い
し
て
し
ま
え
る
だ
ろ
う
、
と
思
い
込
ん
だ
。
即
座
に
勇
士
を
召
し
出
し
て
、
こ
う
語
っ
た
し
だ
い
。
余
（
王
）
は
、
貴

公
（
仕
立
屋
）
ほ
ど
勇
猛
果
敢
な
武も
の
の
ふ士
は
決
し
て
こ
の
世
に
は
お
ら
ん
、
と
思
う
。
さ
て
、
近
く
の
森
に
巨
人（

（（
（

が
二
人
棲
み
つ
い
て
い
て
、

余
の
領
内
で
略
奪
、
殺
人
、
放
火
と
い
っ
た
げ
に
も
由
由
し
き
凶
行
を
働
い
て
廻
り
、
武
器
そ
の
他
い
か
な
る
手
段
を
用
い
て
も
打
ち
勝

つ
こ
と
が
で
き
ぬ
。
と
い
う
の
は
巨
人
ど
も
を
殺
そ
う
と
余
が
ど
う
画
策
し
て
も
、
や
つ
ら
は
全
て
ぶ
ち
壊
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
や
つ

ら
を
本
当
に
退
治
し
て
く
れ
れ
ば
、
余
は
姫
を
妻
と
し
て
与
え
、
王
国
の
半
ば
を
そ
の
婚
資
と
し
て
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
巨
人

征
伐
の
た
め
騎
士
を
百
人
助
勢
と
し
て
添
え
る
つ
も
り
で
あ
る
、
と
。

　

こ
う
王
に
告
げ
ら
れ
た
小
男
の
仕
立
屋
は
す
っ
か
り
好
い
気
分
に
な
り
、
王
様
の
お
婿
さ
ん
に
な
っ
て
、
王
国
の
半
分
を
持
参
金
と
し

て
戴
く
の
は
、
悪
く
な
い
な
、
と
考
え
た
。
そ
こ
で
勢
い
込
ん
で
い
わ
く
。
い
と
も
お
恵
み
深
き
国
王
陛
下
に
喜
ん
で
お
仕
え
申
し
上
げ
、

巨
人
ど
も
を
始
末
し
て
ご
覧
に
い
れ
ま
す
る
、
百
人
の
騎
士
の
加
勢
な
ど
な
く
て
も
が
な
、
や
つ
ら
を
殺
す
す
べ
は
心
得
て
お
り
ま
す
る
、

と
。
そ
れ
か
ら
そ
の
森
と
や
ら
へ
出
掛
け
て
行
き
、
要
ら
な
い
、
と
言
っ
た
の
に
王
に
命
じ
ら
れ
て
致
し
方
な
く
随つ

い
て
来
た
百
人
の
騎

士
に
は
森
の
外
で
待
機
し
て
い
る
よ
う
に
命
じ
、
自
分
は
茂
み
に
入
っ
た
。
そ
し
て
ど
こ
か
に
巨
人
が
い
な
い
か
と
偵
察
し
て
回
っ
た
。

長
い
こ
と
捜
索
し
て
か
ら
漸
く
連
中
が
一
本
の
樹
の
下
で
眠
っ
て
い
る
の
を
発
見
。
し
か
も
彼
ら
の
鼾い
び
き

と
き
た
ら
、
あ
た
り
の
木
木
の

大
枝
が
、
嵐
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
撓し
な

う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。

　

仕
立
屋
は
さ
し
て
考
え
も
せ
ず
に
、
急
い
で
懐
に
小
石
を
ぎ
っ
し
り
詰
め
込
み
、
巨
人
た
ち
が
根
元
に
眠
っ
て
い
る
樹
に
攀よ

じ
登
り
、
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片
っ
ぽ
の
胸
板
目
掛
け
て
堅
い
石
こ
ろ
を
投
げ
始
め
た
。
そ
の
巨
人
は
す
ぐ
さ
ま
目
を
覚
ま
し
、
相
棒
に
腹
を
立
て
、
な
ん
だ
っ
て
お
い

ら
を
ひ
っ
ぱ
た
く
ん
だ
、
と
詰な
じ

っ
た
。
も
う
片
っ
ぽ
の
巨
人
は
精
一
杯
詫
び
を
入
れ
、
知
ら
ず
に
ぶ
っ
ち
ま
っ
た
ん
だ
よ
、
眠
っ
て
て
や

ら
か
し
た
に
違
い
な
い
、
と
言
っ
た
。
で
、
ま
た
彼
ら
が
寝
入
る
と
、
仕
立
屋
は
ま
た
石
を
手
に
取
り
、
違
う
巨
人
に
投
げ
つ
け
た
。
こ

ち
ら
は
飛
び
起
き
て
仲
間
に
腹
を
立
て
、
な
ん
だ
っ
て
お
い
ら
に
石
を
投
げ
る
の
か
、
と
詰
問
し
た
。
言
わ
れ
た
方
は
、
何
も
知
ら
ん
、

と
言
い
張
っ
た
。
二
人
の
巨
人
が
少
し
ば
か
り
口
喧
嘩
し
て
、
眠
た
い
の
で
再
び
目
を
閉
じ
る
と
、
仕
立
屋
は
ま
た
し
て
も
烈
し
く
先
ほ

ど
の
に
石
を
ぶ
つ
け
た
か
ら
、
こ
ち
ら
は
も
う
辛
抱
で
き
ず
、
殴
り
お
っ
た
な
、
と
思
い
込
ん
で
相
棒
を
手
ひ
ど
く
ぶ
っ
挫く
じ

い
た
。
さ
て
、

や
ら
れ
た
方
は
堪
忍
袋
の
緒
が
ぷ
っ
つ
り
切
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
双
方
ぱ
っ
と
立
ち
上
が
り
、
そ
こ
い
ら
へ
ん
の
木
木
を
地
面
か
ら
引
っ

こ
抜
き
─
─
な
ん
と
も
幸
い
な
こ
と
に
仕
立
屋
が
座
り
込
ん
で
い
た
樹
は
無
事
だ
っ
た
─
─
、
そ
れ
で
も
っ
て
め
っ
た
や
た
ら
に
叩
き
合

い
、
最
後
に
は
両
方
と
も
殴
り
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

座
り
込
ん
で
い
た
樹
か
ら
、
二
人
の
巨
人
が
お
互
い
を
殴
り
殺
し
た
の
を
見
届
け
た
仕
立
屋
は
、
天
に
も
昇
る
よ
う
な
気
分
、
い
そ
い

そ
と
樹
か
ら
降
り
る
と
、
巨
人
め
い
め
い
に
剣
で
切
り
つ
け
、
一
箇
所
か
数
箇
所
傷
を
負
わ
せ
る
と
、
森
を
出
て
、
騎
士
た
ち
の
と
こ
ろ

に
行
っ
た
。
こ
ち
ら
は
、
巨
人
を
発
見
し
た
か
、
そ
れ
と
も
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
か
、
と
訊
ね
た
も
の
。「
あ
あ
」
と
仕
立
屋
。「
い

た
、
い
た
、
見
つ
け
た
。
そ
れ
で
二
人
と
も
ぶ
ち
殺
し
た
─
─
あ
た
し
が
ね
。
連
中
は
ど
こ
か
の
樹
の
下
に
転
が
っ
て
る
」。
こ
れ
を
聞

い
た
騎
士
の
面
面
、
不
思
議
が
る
も
い
い
と
こ
ろ
、
男
が
独
り
っ
き
り
で
怪
我
も
せ
ず
に
あ
の
巨
人
ど
も
を
退
治
し
た
、
そ
れ
も
事
も
あ

ろ
う
に
殴
り
殺
し
ち
ま
っ
た
、
な
ん
て
話
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
信
じ
た
く
も
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
奇
蹟
を
と
っ
く
り
検
分
し

よ
う
と
自
分
た
ち
も
馬
で
森
に
入
り
、
か
く
し
て
仕
立
屋
の
英
雄
が
告
げ
た
通
り
の
も
の
を
発
見
し
た
。
騎
士
た
ち
は
な
ん
と
も
ま
あ
び

っ
く
り
仰
天
、
ぞ
く
ぞ
く
す
る
恐
怖
を
覚
え
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
い
や
あ
な
気
分
に
な
っ
た
。
こ
の
勝
利
者
を
敵
に
廻
し
た
ら
一
同

悉
く
殺
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
、
と
思
っ
た
の
で
。
こ
う
い
う
し
だ
い
で
彼
ら
は
都
へ
戻
り
、
王
に
事
の
顛
末
を
報
告
し
た
の
だ
っ
た
。
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さ
て
そ
れ
か
ら
仕
立
屋
が
王
の
許
に
参
上
、
成
し
遂
げ
た
仕

事
を
直
接
ご
披
露
申
し
上
げ
、
王
女
様
を
王
国
半
分
を
添
え
て

頂
戴
つ
か
ま
つ
り
た
い
、
と
言
い
出
す
と
、
王
は
こ
の
素
性
も

知
れ
な
い
戦
人
に
し
た
約
束
を
ひ
ど
く
後
悔
し
た
。
何
せ
、
巨

人
は
片
づ
け
ら
れ
て
も
う
何
も
悪
い
こ
と
な
ん
ぞ
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
し
。
ど
う
す
れ
ば
ま
と
も
な
遣
り
方
で
こ
の
勇
士
と

縁
切
り
で
き
る
か
、
と
っ
く
り
思
案
し
た
。
息
女
を
く
れ
て
や

る
な
ん
て
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
考
え
た
こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
仕
立
屋
に
向
か
っ
て
こ
う
の
た
も
う
た
。
ま
た
別

の
森
な
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
残
念
な
が
ら
一ユ
ニ
コ
ー
ン

角
獣
が（

（（
（

一
頭
の
さ

ば
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
余
の
魚（

（（
（

や
ら
臣
民
や
ら
に
大
層
害
を
与

え
て
い
る
。
こ
い
つ
も
ど
う
か
捕
ま
え
て
欲
し
い
。
そ
れ
が
成

就
す
れ
ば
、
姫
を
嫁
に
遣つ
か

わ
そ
う
、
と
。
お
人
好
し
の
仕
立
屋

さ
ん
は
こ
れ
も
承
諾
、
綱
を
一
巻
き
持
つ
と
、
兇
暴
な
一
角
獣
が
棲
ん
で
い
る
森
に
出
掛
け
、
付
添
い
の
者
た
ち
に
、
森
の
外
で
待
つ
よ

う
に
、
と
言
い
つ
け
た
。
い
わ
く
、
自
分
は
独
り
で
中
に
入
り
、
独
り
で
事
を
や
り
遂
げ
た
い
、
例
の
二
人
の
巨
人
た
ち
を
退
治
す
る
仕

事
も
他
人
の
助
け
を
借
り
な
い
で
独
り
で
済
ま
せ
た
よ
う
に
、
と
。
暫
く
森
の
中
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
た
仕
立
屋
は
一
角
獣
に
気
が
つ
い

た
。
角
を
突
き
出
し
、
こ
ち
ら
目
掛
け
て
突
進
、
殺
そ
う
と
す
る
。
仕
立
て
屋
は
身
動
き
せ
ず
、
す
ぐ
近
く
に
迫
る
ま
で
じ
っ
と
待
ち
受

け
、
間
近
に
な
っ
た
と
た
ん
、
最
寄
り
の
樹
の
後
ろ
に
さ
っ
と
身
を
か
わ
し
た
。
疾
走
し
て
い
て
も
う
向
き
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
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っ
た
一
角
獣
は
泡
を
喰
っ
て
そ
の
樹
に
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
ん
だ
の
で
、
鋭
い
角
を
ほ
と
ん
ど
貫
通
せ
ん
ば
か
り
に
突
っ
込
ん
だ
。
で
、
角

は
刺
さ
っ
た
ま
ま
び
く
と
も
動
か
な
く
な
っ
た
。
仕
立
屋
は
一
角
獣
が
樹
に
く
っ
つ
い
て
も
が
い
て
い
る
の
を
看
て
取
る
と
、
樹
の
後
ろ

か
ら
前
へ
出
て
、
か
ね
て
用
意
の
綱
を
一
角
獣
の
頸
に
絡
ま
せ
、
完
全
に
樹
に
縛
り
つ
け
た
。
そ
れ
か
ら
森
の
外
に
控
え
て
い
る
狩
猟
の

同
勢
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
兇
暴
な
一
角
獣
に
勝
っ
た
こ
と
を
教
え
た
。
そ
れ
か
ら
小
男
の
仕
立
屋
は
王
の
御
前
に
伺し

候こ
う

、
ご
用
命
を
無
事

に
果
た
し
ま
し
て
ご
ざ
い
ま
す
、
と
恭
し
く
言
上
、
王
の
二
回
に
亘
る
約
束
を
慎
ま
し
や
か
に
思
い
出
さ
せ
た
。
そ
こ
で
王
は
殊こ
と

の
外ほ
か

意

気
銷
沈
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
も
の
か
、
と
途
方
に
暮
れ
た
。
仕
立
屋
は
息
女
を
欲
し
が
り
、
自
分
は
や
り
た
く
な
ん
ぞ
な
か
っ
た
ん
で
ね
。

そ
こ
で
も
う
一
つ
こ
の
戦
人
に
要
請
し
た
。
つ
ま
り
、
三
つ
目
の
森
に
出
没
し
て
何
も
か
も
荒
し
回
る
物
凄
い
猪
を
擒と
り
こ

に
し
て
も
ら
い

た
い
。
そ
れ
が
成
就
し
た
ら
、
遅
滞
無
く
姫
を
嫁
に
遣
わ
そ
う
、
ま
た
こ
の
た
び
も
配
下
の
猟
師
た
ち
を
全
部
加
勢
に
付
け
よ
う
、
と
。

　

仕
立
屋
は
、
王
の
度
重
な
る
要
請
が
特
に
嬉
し
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
同
勢
と
一
緒
に
森
へ
出
向
き
、
森
林
に
到
着
す
る
と
、
外

に
留
ま
っ
て
い
る
よ
う
指
図
し
た
。
猟
師
た
ち
は
い
や
も
う
心
か
ら
喜
ん
で
満
足
し
た
。
な
に
し
ろ
猪
の
や
つ
は
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
、

彼
ら
の
多
く
が
帰
宅
す
る
の
を
永
遠
に
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
も
て
な
し
ぶ
り
を
発
揮
し
た
か
ら
で
。
そ
こ
で
も
う
こ
の
猪
を
追
っ
掛
け

回
す
な
ん
て
ま
っ
ぴ
ら
ご
め
ん
だ
っ
た
わ
け
。
さ
れ
ば
一
同
、
仕
立
屋
が
た
っ
た
独

り
で
危
地
に
足
を
踏
み
入
れ
、
自
分
た
ち
を
安
全
圏
に
残
し
て
行
く
の
を
真
底
あ
り

が
た
が
っ
た
。
仕
立
屋
が
森
に
入
っ
て
さ
ほ
ど
経
た
な
い
う
ち
に
、
猪
は
気
が
つ
い

て
、
口
に
泡
を
吹
き
、
牙
を
研
ぎ
澄
ま
し
て
襲
い
掛
か
り
、
た
だ
ち
に
地
面
に
叩
き

つ
け
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
こ
ち
ら
は
震
え
上
が
り
、
急
い
で
逃
げ
よ
う
、
と
辺
り

を
見
回
し
た
。
運
良
く
壊
れ
た
古
い
礼
拝
堂
─
─
以
前
人
人
が
そ
こ
で
贖し
ょ
く

宥ゆ
う

を（
（（
（

授

か
っ
た
─
─
が
そ
の
森
に
あ
る
の
が
目
に
留
ま
り
、
ま
た
そ
の
近
く
に
い
た
の
で
、
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ぴ
ょ
ん
と
跳
び
込
ん
だ
が
、
扉
の
反
対
側
の
窓
─
─
も
う
硝ガ
ラ
ス子
が
嵌は

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
─
─
か
ら
も
ん
ど
り
打
っ
て
抜
け
出
し
た
。
そ

の
後
か
ら
す
ぐ
に
牝
猪
が
続
き
、
礼
拝
堂
の
中
を
家
鳴
り
震
動
さ
せ
た
。
仕
立
屋
の
方
は
そ
の
小
さ
な
建
物
を
さ
あ
っ
と
廻
っ
て
、
扉
の

前
に
ぱ
っ
と
到
着
、
急
い
で
こ
れ
を
ば
た
ん
と
閉
ざ
し
、
か
く
し
て
物
凄
い
野
獣
を
ち
い
ち
ゃ
な
教
会
に
監
禁
し
た
。
そ
れ
か
ら
狩
猟
の

同
勢
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
自
分
の
偉
業
を
告
げ
た
。
猟
師
た
ち
は
そ
こ
へ
出
向
い
て
、
事
の
次
第
が
全
く
も
っ
て
そ
の
通
り
で
あ
る
こ
と

を
確
認
、
び
っ
く
り
仰
天
し
て
都
へ
戻
り
、
王
に
ご
注
進
申
し
上
げ
た
。
大
胆
不
敵
な
戦
人
が
ま
た
し
て
も
首
尾
良
く
功
名
手
柄
を
挙
げ

た
、
と
い
う
報
せ
が
、
王
様
を
喜
ば
せ
た
か
、
そ
れ
と
も
悲
し
が
ら
せ
た
か
、
血
の
巡
り
が
そ
う
良
く
な
く
っ
た
っ
て
、
だ
れ
に
も
簡
単

に
分
か
る
よ
ね
。
だ
っ
て
、
こ
う
な
っ
て
は
仕
立
屋
に
姫
君
を
娶め
あ

わ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
し
、
さ
も
な
け
れ
ば
あ
ち
ら
は
、
か

く
も
驚
嘆
す
べ
き
実
例
を
三
つ
も
示
し
た
豪
勇
ぶ
り
を
こ
ち
ら
へ
振
り
向

け
か
ね
な
い
か
ら
な
あ
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
疑
い
も
無
い
こ
と
だ

が
、
こ
の
英
雄
が
一
介
の
仕
立
屋
だ
と
い
う
こ
と
を
、
王
が
よ
く
よ
く
承

知
し
て
い
た
ら
、
姫
を
進
呈
す
る
よ
り
頸
を
く
く
る
方
が
増
し
だ
、
と
思

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
仕
立
屋
と
し
て
は
、
氏
素
性
の
無
い
─
─

母
親
か
ら
生
ま
れ
た
っ
て
こ
と
は
確
か
だ
け
れ
ど
─
─
男
に
娘
を
や
る
こ

と
を
王
が
気
に
し
よ
う
が
す
ま
い
が
、
喜
ぼ
う
が
喜
ぶ
ま
い
が
、
そ
ん
な

こ
と
は
大
し
て
、
あ
る
い
は
全
然
問
題
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
と
に
か
く
王
様

の
お
婿
さ
ん
に
な
る
っ
て
の
は
自
慢
だ
っ
た
し
、
嬉
し
か
っ
た
。
こ
う
い

う
わ
け
で
、
王
家
側
と
し
て
は
あ
ん
ま
り
め
で
た
く
は
な
い
も
の
の
、
華

燭
の
典
が
挙
げ
ら
れ
て
、
仕
立
屋
は
王
の
婿
殿
、
い
や
、
王
様
に
あ
い
な
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っ
た
。

　

大
し
て
時
が
経
た
な
い
う
ち
に
若
い
王
妃
は
、
背
の
君
で
あ
る
御
前
様
が
寝
言
を
言
う
の
を
耳
に
し
た
。
そ
れ
も
は
っ
き
り
こ
ん
な
言

葉
が
聴
き
取
れ
た
の
だ
。「
お
い
、
や
っ
こ
、
胴
着
を
仕
上
げ
な
─
─
洋ズ
ボ
ン袴
を
繕つ
く
ろ

え
─
─
さ
っ
さ
と
し
や
が
れ
─
─
さ
も
な
い
と
あ
た
し

ゃ
あ
─
─
こ
の
物
差
で
て
め
え
の
横
っ
面
あ
引
っ
ぱ
た
く
ぞ
」。
若
い
王
妃
は
こ
れ
に
な
ん
と
も
合
点
が
行
か
な
か
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
、

旦
那
様
は
仕
立
屋
な
の
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
、
と
気
づ
き
、
こ
の
こ
と
を
お
父
様
の
王
に
打
ち
明
け
た
。
話
を
聞
い
て
王
の
胸
は
張
り
裂
け

ん
ば
か
り
。
一
人
娘
を
仕
立
屋
風ふ

情ぜ
い

に
連
れ
添
わ
せ
て
お
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と
は
な
ん
た
る
こ
と
だ
、
と
ね
。
で
、
で
き
る
だ
け
姫
を

慰
め
、
こ
う
言
っ
た
。
次
の
夜
は
寝
室
の
扉
を
開
け
て
お
き
な
さ
い
。
戸
口
に
家
来
を
何
人
か
控
え
さ
せ
る
。

そ
な
た
が
ま
た
も
や
そ
う
し
た
言
葉
を
聴
き
取
っ
た
ら
、
家
来
た
ち
に
押
し
入
ら
せ
て
、
さ
っ
さ
と
夫
を
始

末
し
て
も
ら
う
の
だ
、
と
。
若
い
奥
方
は
承
知
し
て
そ
の
よ
う
に
手
配
し
た
。
さ
て
、
こ
ち
ら
の
王
に
は
仕

え
る
盾
持
ち（

（（
（

が
一
人
い
た
が
、
こ
れ
は
仕
立
屋
に
忠
実
だ
っ
た
。
あ
ち
ら
の
王
の
不
実
な
話
を
聴
き
、
急
い

で
若
い
王
の
許
に
行
き
、
そ
の
身
に
宣
告
さ
れ
た
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
執
行
さ
れ
る
重
い
判
決
を
暴
露
し
、

手
を
尽
く
し
て
お
体
を
お
守
り
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
、
と
懇
願
し
た
。
仕
立
屋
の
王
様
は
警
告
を
し
て
く
れ

た
こ
と
に
大
い
に
感
謝
、
こ
う
い
う
事
態
に
対
し
て
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
ち
ゃ
ん
と
心
得
て
い
る
、
と

答
え
た
。
夜
に
な
る
と
、
若
い
王
は
お
妃
と
も
ど
も
い
つ
も
の
時
刻
に
寝
所
に
引
き
上
げ
、
す
ぐ
に
眠
っ
た

ふ
り
を
し
た
。
す
る
と
奥
方
は
こ
っ
そ
り
起
き
上
が
り
、
扉
を
開
き
、
そ
れ
か
ら
ま
た
ひ
っ
そ
り
と
横
に
な

っ
た
。
暫
く
す
る
と
若
い
王
は
ま
た
ま
た
寝
言
を
言
い
始
め
た
。
た
だ
し
、
部
屋
の
外
に
い
る
連
中
に
よ
く

聞
こ
え
る
よ
う
に
は
っ
き
り
し
た
声
で
。「
お
い
、
や
っ
こ
、
洋ズ
ボ
ン袴
を
仕
上
げ
な
─
─
継
ぎ
を
当
て
ろ
─
─

胴
着
に
よ
、
さ
も
な
き
ゃ
あ
た
し
ゃ
あ
こ
の
物
差
で
て
め
え
の
横
っ
面
あ
引
っ
ぱ
た
く
ぞ
。
あ
た
し
ゃ
あ
な
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─
─
一
打
ち
で
七
つ
─
─
叩
き
潰
し
た
ん
だ
─
─
二
人
の
巨
人
を
─
─
ぶ
ち
殺
し
た
ん
だ
─
─
一
角
獣
を
と
っ
捕
ま
え
た
─
─
牝
猪
も
捉と
ら

ま
え
た
─
─
そ
の
あ
た
し
が
怖
が
る
っ
て
の
か
─
─
こ
の
部
屋
の
外
に
い
る
連
中
な
ん
ぞ
を
よ
」。

　

部
屋
の
前
で
こ
ん
な
科せ
り
ふ白
を
聴
か
さ
れ
た
男
た
ち
は
、
千
匹
も
の
悪
魔
に
追
っ
掛
け
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
逃
げ
出
す
ほ
か
致
し
方

な
く
、
仕
立
屋
に
打
っ
て
掛
か
ろ
う
な
ん
て
の
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
次
第
で
勇
敢
な
小
男
の
仕
立
屋
は
そ
れ
か
ら
ず
う
っ

と
生
涯
の
間
、
そ
う
し
て
世
を
終
わ
る
ま
で
王
様
の
ま
ま
で
お
り
ま
し
た
と
さ
。
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二　

七
人
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
男
の
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話 

　

原
題D

as M
ärchen von den sieben Schw

aben.

　

Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
一
九
「
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
七
人
男
」D

ie sieben Schw
aben

に
相
当
す
る
た
め
訳
出
せ
ず
。

　
　
　

三　

肝
臓
を
食
べ
ち
ま
っ
た
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
男
の
話 

　

原
題V

om
 Schw

aben, der das Leberlein gefressen.

　

Ｋ
Ｈ
Ｍ
八
一
「
の
ん
き
ぼ
う
ず
（
戦
友
ル
ス
テ
ィ
ヒ
）」Bruder Lustig

に
相
当
す
る
た
め
訳
出
せ
ず
。

　
　
　

四　

泥
棒
の
親
方
の
認
定
試
験

　

原
題D

ie Probestücke des M
eisterdiebs.

　

Ｋ
Ｈ
Ｍ
九
二
「
泥
棒
の
名
人
（
泥
棒
の
親マ
イ
ス
タ
ー方
）」D

er M
eisterdieb 

に
相
当
す
る
た
め
訳
出
せ
ず
。
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五　

魔
法
に
掛
け
ら
れ
た
お
姫
様　

　

昔
む
か
し
貧
し
い
手
職
人
が
お
っ
た
。
倅せ
が
れ

が
二
人
い
て
、
一
人
は
善
い
子
で
名
前
は
ハ
ン
ス
、
も
う
一
人
は
悪
い
子
で
、
こ
れ
は
ヘ

ル
メ
リ
ヒ
と
言
っ
た
。
け
れ
ど
世
の
中
は
え
て
し
て
そ
う
い
う
も
ん
だ
が
、
お
父と

っ
つ
あ
ん
は
善
い
方
よ
り
悪
い
方
を
ず
っ
と
可
愛
が
っ

た
。

　

さ
て
、
あ
る
時
い
つ
も
よ
り
諸し
ょ
し
き色
の
値
が
高
い
歳
が
あ
っ
て
、
親
方
の
財
布
は
す
っ
か
ら
か
ん
に
な
っ
ち
ま
っ
た
。
そ
こ
で
考
え
た
。

や
れ
や
れ
、
暮
ら
し
は
立
て
な
く
っ
ち
ゃ
な
あ
。
お
顧と
く
い客
さ
ん
が
こ
っ
ち
へ
来
て
く
れ
な
い
ん
な
ら
、
あ
っ
ち
に
足
を
運
ぶ
の
が
礼
儀
っ

て
も
ん
さ
な
、
と
。
思
い
立
っ
た
が
吉
日
。
朝
早
く
出
掛
け
て
行
っ
て
、
立
派
な
お
屋
敷
の
扉
を
い
く
つ
も
叩
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
と
っ

て
も
立
派
な
旦
那
衆
が
と
っ
て
も
払
い
が
い
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
、
と
い
う
し
だ
い
で
、
だ
れ
も
勘
定
を
済
ま
す
気
が
な
い
。
そ
こ
で
手
職

人
は
へ
と
へ
と
に
な
っ
て
夕
刻
在
所
に
戻
り
、
し
ょ
ん
ぼ
り
独
り
っ
き
り
で
居
酒
屋
の
戸
口
の
外
に
腰
を
下
ろ
し
た
。
な
に
せ
、
常
連
客

と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
気
分
に
は
な
れ
な
か
っ
た
し
、
女
房
の
が
っ
か
り
顔
を
眺
め
る
の
も
あ
ま
り
ぞ
っ
と
し
な
か
っ
た
の
で
ね
。
と
こ
ろ

が
物
思
い
に
沈
ん
で
座
っ
て
い
た
も
の
の
、
店
の
中
で
交
わ
さ
れ
て
い
る
会
話
を
聞
か
ず
じ
ま
い
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
都
か

ら
着
い
た
ば
か
り
の
余よ

所そ

者も
の

が
こ
ん
な
話
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
綺
麗
な
王
女
様
が
あ
る
邪
よ
こ
し
ま

な
魔
法
使
い
の
虜と
り
こ囚
に
さ
れ
て
い
て
、

魔
法
使
い
の
出
す
三
つ
の
問
題
を
だ
れ
か
が
解
か
な
け
れ
ば
、
生
涯
地
下
牢
に
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
で
も
そ
う
い
う
男
が
現
れ
れ
ば
、

姫
君
も
、
そ
れ
か
ら
姫
君
の
す
ば
ら
し
い
お
城
も
宝
物
ご
と
頂
戴
で
き
る
の
だ
、
と
。
親
方
は
最
初
の
う
ち
こ
そ
上
の
空
で
聞
い
て
い
た

が
、
そ
れ
か
ら
片
耳
を
貸
し
、
果
て
は
両
の
耳
を
ぴ
ん
と
お
っ
立
て
て
傾
聴
し
た
。
て
の
も
、
わ
し
の
倅せ
が
れ

の
ヘ
ル
メ
リ
ヒ
は
、
や
っ
て

み
ろ
、
と
言
わ
れ
た
ら
、
牡
羊
の
髯
だ
っ
て
剃そ

れ
る
ほ
ど
利
口
者
、
賭
け
て
も
い
い
が
、
や
つ
な
ら
そ
の
問
題
を
解
い
て
、
綺
麗
な
お
姫

様
の
ご
亭
主
に
納
ま
り
、
国
と
民
草
の
殿
様
に
な
る
だ
ろ
う
、
だ
っ
て
お
姫
様
の
お
父
上
の
王
様
が
そ
う
お
布ふ

れ告
を
出
し
た
ん
だ
か
ら
な
、
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と
考
え
た
の
で
。
─
─
す
た
こ
ら
家
に
帰
っ
た
親
方
は
、
新
し
い
話
で
頭
が
一
杯
、
売
り

掛
け
代
金
や
お
顧
客
の
こ
と
は
忘
れ
て
し
ま
い
、
急
い
で
お
か
み
さ
ん
に
打
ち
明
け
た
。

そ
う
し
て
翌
朝
に
は
も
う
ヘ
ル
メ
リ
ヒ
に
、
こ
の
壮
行
の
た
め
に
馬
と
武
具
を
用
意
し
て

や
ろ
う
、
と
言
っ
た
も
の
。
ヘ
ル
メ
リ
ヒ
の
旅
立
ち
は
な
ん
と
も
か
ん
と
も
早
か
っ
た
。

別
れ
を
告
げ
な
が
ら
彼
は
両
親
に
向
か
っ
て
、
六
頭
立
て
の
馬
車
で
と
ん
ま
の
弟
と
も
ど

も（
（（
（

す
ぐ
に
引
き
取
り
に
来
る
か
ら
ね
、
と
約
束
し
た
。
も
う
王
様
に
な
っ
た
よ
う
な
気
分

だ
っ
た
ん
で
。
さ
て
、
大
は
し
ゃ
ぎ
で
進
み
な
が
ら
、
道
で
出
く
わ
す
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

も
の
に
ひ
ど
い
こ
と
の
し
放
題
。
枝
に
留
ま
っ
て
自
分
た
ち
に
は
分
か
る
唄
で
天
に
ま
し

ま
す
神
様
を
誉
め
讃
え
て
い
る
鳥
た
ち
を
鞭
を
振
る
っ
て
木
か
ら
追
い
散
ら
す
。
行
き
逢

う
動
物
で
こ
い
つ
に
悪
ふ
ざ
け
を
仕
掛
け
ら
れ
な
い
の
は
い
な
い
。
ま
ず
出
合
っ
た
の
は

一
つ
の
蟻
塚
。
こ
れ
を
馬
で
踏
み
潰
す
。
怒
っ
た
蟻
た
ち
は
馬
と
そ
れ
か
ら
人
間
自
身
の

体
に
も
這
い
上
が
り
、
人
馬
双
方
を
噛
ん
だ
け
れ
ど
、
ど
れ
も
こ
れ
も
叩
き
潰
し
、
押
し

潰
す
。
そ
れ
か
ら
清
ら
か
な
池
に
や
っ
て
来
る
と
、
そ
こ
で
は
十
二
羽
の
鴨
が
泳
い
で
い

た
。
ヘ
ル
メ
リ
ヒ
は
鴨
を
岸
辺
に
お
び
き
寄
せ
、
そ
の
う
ち
十
一
羽
を
殺
し
た
。
十
二
番

目
だ
け
は
逃
げ
た
。
最
後
に
見
つ
け
た
の
は
蜜
蜂
の
巣
。
す
る
と
蜜
蜂
た
ち
に
も
蟻
と
同

じ
こ
と
を
や
ら
か
し
た
も
ん
だ
。
こ
ん
な
具
合
に
、
罪
の
無
い
生
き
物
を
何
か
の
役
に
立

て
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
た
だ
い
た
ず
ら
心
か
ら
苛
め
て
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
し
ち
ま
う
っ

て
の
が
、
お
気
に
入
り
の
お
楽
し
み
だ
っ
た
わ
け
。
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日
暮
れ
時
、
王
女
様
が
魔
法
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
壮
麗
な
お
城
に
到
着
す
る
と
、
ヘ
ル
メ
リ
ヒ
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
扉
を
乱
暴
に
叩
い

た
。
し
い
ん
と
静
ま
り
か
え
っ
て
い
る
。
騎
手
は
ま
す
ま
す
激
し
く
ど
ん
ど
ん
や
る
。
や
っ
と
こ
さ
上
げ
下
げ
窓（

（（
（

が
開
き
、
蜘く

も蛛
の
巣
色

の（
（（
（

顔
を
し
た
歳
を
喰
っ
た
お
っ
か
あ
ど
ん
が
外
を
覗
い
て
、
一
体
何
の
用
だ
ね
、
と
不
機
嫌
に
訊
い
た
。「
お
姫
様
を
救
い
出
す
ん
だ
」

と
ヘ
ル
メ
リ
ヒ
が
ど
な
る
。「
さ
っ
さ
と
開
け
ろ
」。「
急
が
ば
回
れ
さ
、
お
若
い
の
」
と
婆
さ
ん
が
言
う
。「
あ
し
た
っ
て
日
も
あ
る
に
よ
。

九
時
に
こ
こ
に
来
な
」。
そ
う
し
て
引
き
戸
を
閉
め
た
も
の
。

　

翌
朝
九
時
、
ヘ
ル
メ
リ
ヒ
が
ま
た
姿
を
現
す
と
、
お
っ
か
あ
ど
ん
は
亜あ

麻ま

仁に

が（
（（
（

ぎ
っ
し
り
入
っ
た
小
樽
を
用
意
し
て
待
ち
構
え
て
い
て
、

こ
れ
を
派
手
に
ぶ
ち
ま
け
た
。「
種
を
拾
い
集
め
る
が
え
え
」
と
騎
手
に
言
い
つ
け
る
。「
一
時
間
し
た
ら
戻
っ
て
来
る
だ
で
。
そ
れ
ま
で

に
仕
事
を
終
わ
っ
と
か
な
く
ち
ゃ
い
け
ね
え
だ
」。
─
─
け
れ
ど
も
ヘ
ル
メ
リ
ヒ
は
、
こ
り
ゃ
あ
愚
に
も
つ
か
な
い
冗
談
だ
、
こ
ん
な
こ

と
の
た
め
に
し
ゃ
が
み
こ
む
の
は
引
き
合
わ
な
い
や
、
と
考
え
、
そ
の
間
ぶ
ら
つ
き
に
出
掛
け
た
。
そ
こ
で
婆
様
が
戻
っ
て
来
た
時
、
樽

は
相
変
わ
ら
ず
空
っ
ぽ
だ
っ
た
。
婆
様
い
わ
く
「
こ
り
ゃ
よ
か
な
い
」。
次
に

懐
か
ら
十
二
本
の
黄
金
の
鍵
を
取
り
出
す
と
、
深
く
て
よ
ど
ん
だ
城
の
池
に
一

つ
一
つ
投
げ
込
ん
だ
。「
鍵
を
拾
い
上
げ
る
が
え
え
」
と
婆
様
。「
一
時
間
し
た

ら
ま
た
来
る
だ
で
。
そ
れ
ま
で
に
仕
事
を
終
わ
っ
と
か
な
く
ち
ゃ
い
け
ね
え

だ
」。
─
─
婆
様
は
、
戻
っ
て
来
て
も
難
題
が
片
付
い
て
い
な
い
も
の
だ
か
ら
、

ま
た
し
て
も
叫
ん
だ
。「
こ
り
ゃ
よ
か
な
い
、
こ
り
ゃ
よ
か
な
い
」
っ
て
ね
。

そ
れ
で
も
ヘ
ル
メ
リ
ヒ
の
手
を
取
る
と
、
階
段
を
上
っ
て
城
の
大
広
間
に
連
れ

て
行
っ
た
。
そ
こ
に
は
女
性
の
姿
が
三
体
座
っ
て
い
た
が
、
ど
れ
も
分
厚
い

面ヴ
ェ
ー
ル紗
を
被
っ
て
い
た
。「
選
び
な
、
お
若
い
の
」
と
婆
様
。「
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と
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選
ぶ
よ
う
に
気
を
付
け
る
だ
あ
よ
。
一
時
間
し
た
ら
戻
っ
て
来
る
だ
で
」。
ヘ
ル
メ
リ
ヒ
は
相
手
が
戻
っ
て
来
て
も
、
い
な
く
な
る
前
よ

り
利
口
に
な
っ
て
い
た
わ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
で
も
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
で
意
気
揚
揚
と
こ
う
叫
ん
だ
。「
右
手
の
を
選
ぶ
ぞ
」。
─
─

す
る
と
三
体
は
ど
れ
も
面ヴ
ェ
ー
ル紗
を
上
げ
た
。
真
ん
中
に
座
っ
て
い
る
の
は
世
に
も
愛
ら
し
い
お
姫
様
だ
っ
た
が
、
右
と
左
は
お
っ
か
な
い
二

頭
の
龍
で
、
右
手
の
龍
は
ヘ
ル
メ
リ
ヒ
を
鉤
爪
で
引
っ
摑
む
と
、
窓
越
し
に
奈
落
の
底
へ
投
げ
込
ん
だ
。

　

ヘ
ル
メ
リ
ヒ
が
王
女
様
を
救
い
に
出
掛
け
て
か
ら
一
年
経
っ
た
が
、
両
親
の
許
に
は
相
変
わ
ら
ず
六
頭
立
て
の
馬
車
は
来
な
か
っ
た
。

「
あ
あ
」
と
お
父と
っ

つ
ぁ
ん
が
嘆
い
た
。「
う
ち
の
飛
び
切
り
上
等
の
倅せ
が
れ

の
代
わ
り
に
ぶ
き
っ
ち
ょ
な
ハ
ン
ス
が
出
掛
け
て
い
り
ゃ
あ
な
あ
。

そ
し
た
ら
こ
の
不
幸
せ
も
い
く
ら
か
増
し
だ
っ
た
ろ
う
が
」。「
お
父
つ
ぁ
ん
」
と
ハ
ン
ス
が
言
っ
た
。「
お
い
ら
を
行
か
せ
て
お
く
れ
。

お
い
ら
も
試
し
て
み
る
」。
で
も
父
親
は
気
が
進
ま
な
か
っ
た
。
だ
っ
て
ね
、
利
口
者
が
失
敗
し
た
こ
と
を
ぶ
き
っ
ち
ょ
な
の
が
や
り
遂

げ
ら
れ
っ
こ
な
い
も
ん
な
。
父
親
が
馬
も
武
具
も
く
れ
な
か
っ
た
の
で
、
ハ
ン
ス
は
こ
っ
そ
り
出
発
、
兄
が
馬
で
旅
し
た
の
と
同
じ
道
を

三
日
掛
け
て
て
く
て
く
歩
い
て
行
っ
た
。
で
も
怖
く
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
毎
夜
、
柔
ら
か
な
苔
の
上
、
緑
の
枝
枝
の
下
で
、
両
親
の
家

の
屋
根
の
下
で
と
同
様
、
安
ら
か
に
眠
っ
た
。
森
の
鳥
た
ち
は
彼
を
恐
れ
憚
ら
ず
、
寝
て
い
る
彼
に
こ
の
上
な
く
素
晴
ら
し
い
唄
を
歌
っ

て
聞
か
せ
て
く
れ
た
。
例
の
蟻
た
ち
の
と
こ
ろ
に
来
る
と
、
こ
の
連
中
は
新
し
い
住
ま
い
を
作
り
上
げ
よ
う
と
一
所
懸
命
だ
っ
た
。
彼
は

邪
魔
な
ど
せ
ず
、
手
伝
っ
て
や
ろ
う
と
し
た
。
ち
い
ち
ゃ
い
の
が
体
に
這
い
上
が
っ
て
来
る
と
、
噛
ん
だ
り
し
て
も
、
殺
さ
な
い
で
つ
ま

み
取
っ
た
。
彼
も
鴨
た
ち
を
岸
辺
に
誘
っ
た
が
、
こ
れ
は
パ
ン
屑
を
餌
に
や
る
た
め
だ
っ
た
。
蜜
蜂
た
ち
に
は
路
傍
で
摘
ん
だ
新
鮮
な
花

を
投
げ
て
や
っ
た
。
こ
う
し
て
ハ
ン
ス
は
い
そ
い
そ
と
王
宮
に
や
っ
て
来
て
、
慎
ま
し
や
か
に
引
き
戸
を
叩
い
た
。
す
ぐ
さ
ま
扉
が
開
い

て
、
婆
様
が
要
件
を
訊
ね
た
。
答
え
て
「
こ
ん
な
お
い
ら
で
よ
か
っ
た
ら
、
綺
麗
な
お
姫
様
を
救
い
出
せ
る
か
ど
う
か
お
い
ら
も
試
し
て

み
た
い
ん
で
す
が
」。「
試
し
て
み
り
ゃ
え
え
だ
、
お
若
い
の
」
と
婆
様
。「
だ
け
ん
ど
な
あ
、
三
つ
の
問
題
を
こ
な
せ
な
か
っ
た
ら
、
命

に
か
か
わ
る
だ
に
」。「
さ
あ
、
お
っ
か
さ
ん
」
と
ハ
ン
ス
が
言
う
。「
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
言
っ
て
く
だ
さ
い
」。
す
る
と
婆
様
は
あ
の
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亜
麻
仁
の
難
題
を
出
し
た
。
ハ
ン
ス
は
し
ゃ
が
ん
で
せ
っ
せ
と
拾
っ
た

が
、
四
十
五
分
過
ぎ
て
も
樽
は
半
分
も
一
杯
に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
ハ
ン
ス
は
気
が
挫
け
そ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
突
然
黒
い
蟻
た
ち

が
う
ん
と
こ
さ
出
て
来
て
、
も
の
の
数
分
で
地
面
に
は
一
粒
も
残
ら
な

か
っ
た
。
婆
様
は
戻
る
な
り
、「
こ
り
ゃ
え
え
」
と
の
た
ま
っ
て
、
例

の
十
二
の
鍵
を
池
に
投
げ
込
み
、
一
時
間
で
掬す
く

い
上
げ
る
よ
う
言
い
つ

け
た
。
し
か
し
ハ
ン
ス
は
池
か
ら
一
本
の
鍵
も
拾
い
出
せ
な
か
っ
た
。

ど
ん
な
に
深
く
潜
っ
て
も
、
底
ま
で
行
き
着
け
な
か
っ
た
の
だ
。
が
っ

か
り
し
て
岸
辺
に
座
り
込
む
と
、
あ
の
十
二
羽
の
鴨
が
泳
ぎ
寄
っ
た
。

ど
れ
も
が
嘴
く
ち
ば
し

に
黄
金
の
鍵
を
一
本
づ
つ
く
わ
え
て
い
て
、
そ
れ
を
濡

れ
た
草
の
中
に
落
と
し
て
く
れ
た
。
こ
う
し
て
難
題
は
解
決
し
た
わ
け
。

で
、
戻
っ
て
来
た
婆
様
は
今
度
は
ハ
ン
ス
を
広
間
に
案
内
し
た
。
そ
こ

で
は
三
番
目
の
、
一
番
難
し
い
問
題
が
待
ち
構
え
て
い
た
。
ハ
ン
ス
は

三
体
の
同
じ
面ヴ
ェ
ー
ル紗
姿
を
眺
め
て
気
落
ち
し
た
。
こ
こ
で
自
分
を
助
け
て

く
れ
る
の
は
い
な
さ
そ
う
だ
っ
た
か
ら
ね
。
そ
こ
へ
開
い
た
窓
か
ら
蜂

の
一
群
が
飛
ん
で
来
て
、
広
間
を
ぐ
る
り
と
回
る
と
、
面ヴ
ェ
ー
ル紗
を
被
っ
た

三
体
の
口
の
周
り
で
ぶ
ん
ぶ
ん
い
っ
た
。
で
も
、
右
の
と
左
の
か
ら
は

す
ぐ
さ
ま
飛
び
退
い
た
。
だ
っ
て
、
龍
っ
て
の
は
食
べ
物
に
し
て
い
る
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瀝ピ
ッ
チ青
と
硫
黄（

（（
（

の
臭
い
が
ぷ
ん
ぷ
ん
し
て
る
で
し
ょ
。
蜂
は
皆
真
ん
中
の
姿
を
取
り
巻
い

て
、
低
く
ぶ
ん
ぶ
ん
わ
ん
わ
ん
「
真
ん
中
の
、
真
ん
中
の
」
と
唸
っ
た
の
。
な
ぜ
っ
て

お
姫
様
が
お
好
き
で
召
し
上
が
る
蜂
自
身
の
蜜
の
良
い
香
り
が
薫
っ
た
か
ら
。
そ
う
、

そ
う
い
う
わ
け
で
、
婆
様
が
一
時
間
後
に
戻
っ
て
来
る
と
、
ハ
ン
ス
は
落
ち
着
き
払
っ

て
、「
お
い
ら
、
真
ん
中
の
を
選
び
ま
す
」
っ
て
言
っ
た
の
さ
。
そ
こ
で
邪
悪
な
龍
ど

も
は
窓
か
ら
外
へ
出
て
行
き
、
綺
麗
な
王
女
様
は
と
い
う
と
、
面ヴ
ェ
ー
ル紗
を
か
な
ぐ
り
捨
て
、

救
わ
れ
た
こ
と
と
綺
麗
な
お
婿
さ
ん
を
も
ら
っ
た
こ
と
を
嬉
し
が
っ
た
。
そ
し
て
ハ
ン

ス
は
お
姫
様
の
父
君
に
大
至
急
の
使
者
を
、
自
分
の
両
親
に
は
六
頭
の
馬
が
牽
く
黄
金

の
馬
車
を
遣
わ
し
た
。
そ
う
し
て
皆
華
や
か
に
楽
し
い
暮
ら
し
を
送
り
ま
し
た
よ
。
も

し
死
ん
で
は
い
な
い
な
ら
、
今
で
も
生
き
て
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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六　

悪
魔
が
お
っ
放ぱ
な

さ
れ
た
、
あ
る
い
は
、
悪
魔
が
火
ブ
ラ
ン
ト
ヴ
ァ
イ
ン
酒
を
発
明
し
た
話

　

昔
む
か
し
二
人
の
領
主
が
領
境
争
い
を
や
っ
と
っ
た
。
ど
っ
ち
側
に
も
権
利
を
主
張
す
る
証
人
た
ち
が
お
っ
た
。
そ
の
中
の
二
人
は
悪

魔
か
ら
黒
魔
術
を
教
え
て
も
ら
い
、
そ
の
代
わ
り
証
文
に
署
名
し
て
悪
魔
に
魂
を
売
り
渡
し
て
い
た
。

　

こ
の
両
人
、
あ
る
時
め
い
め
い
、
自
分
た
ち
が
言
い
張
っ
て
い
る
通
り
の
ま
や
か
し
の
境さ
か
い
の
し
る
し

界
標
石
を
据
え
よ
う
と
思
い
、
黒
魔
術
で
石

が
も
う
何
年
も
何
年
も
前
か
ら
立
っ
て
い
た
み
た
い
に
見
え
る
よ
う
細
工
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
ど
ち
ら
も
火ひ

男お
と
こ

の（
（（
（

姿
に
な
り
、

丘
の
上
へ
と
出
掛
け
た
も
ん
だ
。
で
、
片
っ
ぽ
が
着
い
て
み
る
と
、
も
う
片
っ
ぽ
も
来
て
い
た
。
で
も
ど
ち
ら
も
相
手
が
同
じ
こ
と
を
考

え
て
い
る
な
ん
て
お
互
い
知
ら
な
か
っ
た
。

　

片
っ
ぽ
が
も
う
片
っ
ぽ
に
訊
い
た
。「
お
ぬ
し
、
何
を
し
と
る
」。

　
「
な
ん
だ
っ
て
そ
ん
な
こ
と
を
訊
く
。
お
ぬ
し
こ
そ
何
を
し
よ
う
っ
て
の
か
、
先
に
言
う
が
い
い
」。

　
「
境
界
標
石
を
据
え
よ
う
と
い
う
の
さ
。
そ
し
て
領
地
境ざ
か
い

の
線
を
引
く
の
だ
。
本
来
そ
う
な
く
っ
ち
ゃ
な
ら
ん
よ
う
に
な
」。

　
「
そ
い
つ
は
も
う
わ
し
が
や
っ
た
。
境
界
標
石
は
こ
う
立
っ
て
お
る
。
そ
こ
で
領
地
境
の
線
は
こ
う
走
っ
と
る
」。

　
「
そ
り
ゃ
間
違
い
。
領
地
境
の
線
は
こ
う
い
う
風
に
走
っ
と
る
の
だ
。
わ
し
の
ご
主
人
は
、
わ
し
が
正
し
い
、
譲
る
ん
じ
ゃ
な
い
、
と

お
っ
し
ゃ
る
わ
さ
」。

　
「
お
ぬ
し
の
ご
主
人
て
な
、
一
体
だ
れ
だ
。
さ
ぞ
か
し
ご
立
派
な
だム

シ

ェ

ー

な
さ
ん
だ（

（（
（

ろ
う
て
」。

　
「
悪
魔
だ
よ
、
わ
し
の
ご
主
人
は
。
こ
れ
で
頭
を
下
げ
る
気
に
な
っ
た
か
」。

　
「
そ
り
ゃ
嘘
だ
。
そ
り
ゃ
わ
し
の
ご
主
人
の
こ
と
。
わ
し
の
ご
主
人
は
、
わ
し
が
正
し
い
、
譲
る
ん
じ
ゃ
な
い
、
と
お
っ
し
ゃ
る
わ
さ
。

さ
っ
さ
と
失
せ
ろ
、
さ
も
な
き
ゃ
お
ぬ
し
、
ま
ず
い
こ
と
に
な
る
ぞ
」。
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そ
こ
で
二
人
は
喧
嘩
に
な
り
、
と
ど
の
つ
ま
り
片
っ
ぽ
の
火
男
が
も
う
片
っ
ぽ
の
横
っ
面
を
ぶ
ん
殴
っ
た
の
で
、
そ
ち
ら
の
頭
が
吹
っ

飛
ん
で
、
山
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
下
ま
で
こ
ろ
こ
ろ
落
ち
た
。
そ
こ
で
頭
の
無
い
火
男
は
自
分
の
火ひ

頭あ
た
ま

の
後
を
走
っ
て
追
い
か
け
、
頭
を

と
っ
摑
ま
え
て
、
元
通
り
に
乗
っ
け
よ
う
と
し
た
。
で
も
ど
う
し
て
も
追
い
つ
け
ず
、
と
う
と
う
麓
の
掘
割
ま
で
転
が
り
込
ん
だ
。

　

さ
て
片
っ
ぽ
が
も
う
片
っ
ぽ
の
横
っ
面
を
ぶ
ん
殴
り
、
そ
ち
ら
が
自
分
の
頭
を
追
っ
て
走
っ
て
行
く
と
、
突
然
三
人
目
の
火
男
が
出
現
、

山
の
上
に
い
る
方
に
「
お
ま
え
、
何
を
や
ら
か
し
た
」
と
訊
い
た
。

　
「
そ
れ
が
あ
ん
た
に
関
わ
り
が
あ
る
の
か
よ
。
そ
れ
に
わ
し
に
ど
う
し
て
命
令
な
ん
ぞ
。
と
っ
と
と
消
え
て
な
く
な
れ
。
さ
も
な
き
ゃ

さ
っ
き
の
や
つ
と
同
じ
目
に
遭
わ
せ
て
く
れ
る
わ
」。

　
「
こ
の
す
っ
と
こ
ど
っ
こ
い
。
お
ま
え
は
お
れ
さ
ま
に
も
う
頭
を
下
げ
な
い
の
か
。
お
れ
さ
ま
が
お
ま
え
の
ご
主
人
の
悪
魔
だ
っ
て
こ

と
が
分
か
ら
な
い
の
か
」。

　
「
あ
ん
た
が
そ
の
十
倍
も
悪
魔
だ
ろ
う
と
、
わ
し
ゃ
全
然
ど
う
っ
て
こ
た
あ
な
い
。
な
ん
な
ら
わ
し
の
体
を
ち
ゃ
ん
と
綺
麗
に
払
っ
て

く
れ
て
も
い
い
な
」。

　
「
お
情
け
に
そ
う
し
て
や
る
が
、
こ
の
こ
と
は
生
涯
忘
れ
る
な
よ
」。

　

そ
し
て
悪
魔
は
や
り
始
め
て
、
男
を
綺
麗
に
払
っ
て
や
っ
た
の
で
、
火
の
塵
が
山
の
背
一
面
に
飛
び
散
っ
た
。

　

で
も
こ
う
や
っ
て
綺
麗
に
し
て
も
ら
っ
た
我
が
火
男
は
う
ま
い
こ
と
隙
を
見
つ
け
て
悪
魔
に
ぐ
い
と
手
を
伸
ば
し
、
頸
根
っ
こ
を
摑
ん

で
、
身
動
き
で
き
な
く
す
る
と
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
さ
あ
て
、
こ
れ
で
あ
ん
た
は
わ
し
の
思
う
が
ま
ま
だ
。
人
間
様
の
手
に
落
ち
た
っ
て
こ
と
を
肝
に
銘
じ
さ
せ
て
や
る
わ
。
あ
ん
た
は

こ
れ
ま
で
ず
う
っ
と
哀
れ
な
連
中
の
頸
を
捻ひ
ね

っ
て
来
た
が
、
今
度
は
頸
を
捻
ら
れ
る
っ
て
こ
と
が
ど
ん
な
も
の
か
、
自
分
で
も
味
わ
っ
て

み
る
こ
っ
た
」。
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そ
こ
で
や
り
始
め
て
、
悪
魔
の
頸
を
捻
ろ
う
と
し
た
。
悪
魔
は
火
男
が
本
気
な
の
を
見
て
取
る
と
、
平
謝
り
し
て
、
ど
う
か
逃
が
し
て

く
れ
、
頸
を
捻
ら
な
い
で
く
れ
、
や
っ
て
欲
し
い
こ
と
が
あ
る
な
ら
何
で
も
す
る
つ
も
り
だ
、
と
す
こ
ぶ
る
甘
い
言
葉
を
並
べ
立
て
た
。

そ
こ
で
男
は
悪
魔
に
言
っ
た
。「
そ
う
憐
れ
っ
ぽ
く
頼
む
な
ら
、
ま
あ
逃
が
し
て
や
ろ
う
わ
さ
。
だ
が
、
そ
の
前
に
、
わ
し
が
署
名
し
た
、

あ
ん
た
に
わ
し
の
魂
を
売
り
渡
す
っ
ち
ゅ
う
証
文
を
返
し
て
く
れ
な
く
ち
ゃ
い
か
ん
。
そ
れ
か
ら
、
も
う
わ
し
と
関
わ
り
を
持
た
ん
、
今

後
ず
う
っ
と
人
間
に
魂
売
り
渡
し
の
契
約
を
ま
た
と
さ
せ
な
い
、
と
約
束
し
な
け
り
ゃ
な
ら
ん
、
い
や
、
あ
ん
た
の
祖ば

あ母
様
に
懸か

け
て（

（（
（

そ

い
つ
を
誓
っ
て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
」。

　

悪
魔
と
し
て
は
、
否い
や
お
う応
な
く
窮
地
に
嵌は

ま
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
わ
け
。
自
由
に
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
し
、
頸
を
捩
じ
ら
れ
た
く
な
か

っ
た
か
ら
、
酸
っ
ぱ
い
林り
ん

檎ご

に
か
ぶ
り
つ
か
ざ
る
［
い
や
な
こ
と
も
や
ら
ざ
る
］
を
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
証
文
を
返
却
、
も
う
男
と
関

わ
り
を
持
た
な
い
、
今
後
ず
う
っ
と
人
間
に
魂
売
り
渡
し
の
契
約
を
ま
た
と
さ
せ
な
い
、
と
約
束
し
、
自
分
の
祖
母
様
に
懸
け
て
誓
い
を

立
て
た
。
悪
魔
が
こ
う
し
た
こ
と
を
全
て
済
ま
す
と
、
男
は
彼
を
放
し
て
や
っ
た
。

　

さ
て
、
悪
魔
は
ま
た
自
由
に
な
る
と
、
二
度
と
不
意
打
ち
を
喰
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
ぴ
ょ
ん
と
飛
び
退
き
、
仁
王
立
ち
に
な
る
と
、
こ

う
言
っ
た
。「
さ
あ
て
、
こ
れ
で
お
れ
さ
ま
は
ま
た
自
由
に
な
っ
た
。
こ
ん
ち
く
し
ょ
う
め
が
。
確
か
に
お
れ
さ
ま
は
お
ま
え
に
証
文
を

返
し
て
や
っ
た
し
、
も
う
お
ま
え
と
関
わ
り
を
持
た
な
い
、
と
約
束
も
し
、
誓
い
も
し
た
が
、
ま
た
自
由
に
な
っ
て
も
、
お
ま
え
の
頸
を

捻
ろ
う
と
は
し
な
い
と
は
約
束
し
た
覚
え
は
な
い
ぞ
。
そ
こ
で
こ
の
場
で
た
っ
た
今
お
ま
え
を
く
た
ば
ら
せ
て
や
る
。
お
ま
え
が
お
れ
さ

ま
に
咽
喉
を
ご
ろ
ご
ろ
言
わ
せ
て
、
こ
の
頸
を
捻
ろ
う
と
し
た
礼
に
な
」。

　

こ
う
言
う
な
り
悪
魔
は
男
に
飛
び
掛
っ
て
お
だ
ぶ
つ
に
し
て
や
ろ
う
と
し
た
が
、
男
は
さ
っ
と
身
を
か
わ
し
、
森
の
中
へ
逃
げ
込
ん
だ
。

悪
魔
は
ど
こ
ま
で
も
追
っ
か
け
た
。
結
局
振
り
切
れ
な
い
と
悟
っ
た
と
こ
ろ
で
、
男
は
古
い
橅ぶ
な

の
樹
の
許
に
来
た
。
こ
れ
は
中
が
空う
つ
ろ洞
で

下
に
穴
が
一
つ
開
い
て
い
た
。
そ
こ
で
男
は
急
い
で
中
に
這
い
ず
り
込
ん
で
、
悪
魔
か
ら
体
を
隠
そ
う
と
し
た
。
け
れ
ど
も
そ
っ
く
り
は
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入
り
込
め
ず
、
ま
だ
爪
先
が
外
へ
突
き
出
し
て
い
た
。
そ
し
て
身
体
が
す
っ
か
り
燃
え
て
い
た
も
の
だ
か
ら
、
足
指
は
夜
の
闇
に
赤
赤
と

輝
い
て
い
た
。
そ
こ
で
悪
魔
は
男
が
ど
こ
に
隠
れ
た
の
か
気
が
つ
い
て
近
寄
り
、
爪
先
を
と
っ
つ
か
ま
え
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
悪
魔

が
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
探
り
足
で
や
っ
て
来
て
、
手
を
伸
ば
し
、
自
分
を
捉
え
よ
う
と
す
る
の
を
、
樹
の
中
で
聴
き
耳
を
立
て
て
い
た
方
は
、

完
全
に
体
を
引
き
入
れ
て
、
更
に
樹
の
中
を
上
へ
と
昇
り
始
め
た
。
そ
こ
で
悪
魔
も
這
い
ず
り
込
ん
だ
。
男
が
ど
ん
ど
ん
樹
の
洞う
ろ

を
上
に

昇
れ
ば
、
悪
魔
も
ど
ん
ど
ん
後
を
追
う
。
と
ど
の
つ
ま
り
、
こ
の
樹
は
て
っ
ぺ
ん
に
大
き
な
穴
が
あ
っ
た
の
で
、
男
は
こ
こ
ま
で
辿
り
着

き
、
そ
こ
か
ら
外
に
這
い
出
し
た
。
外
に
出
る
な
り
男
は
、
自
分
が
抜
け
出
し
た
穴
に
何
か
で
楔く
さ
び

を
打
ち
込
み
、
す
ば
し
こ
く
下
へ
降

り
て
、
根
元
の
穴
に
も
楔
を
か
っ
た
。
そ
れ
も
黒
魔
術
で
し
っ
か
り
仕
上
げ
た
の
で
、
悪
魔
自
身
も
、
悪
魔
の
祖
母
様
も
、
地
獄
が
総
掛

か
り
に
な
っ
て
も
開
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
男
は
好
き
な
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

て
な
わ
け
で
、
悪
魔
は
橅
の
古
木
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ま
ん
ま
、
出
て
来
る
こ
と
が
で
き
な
ん
だ
。
ど
う
あ
が
い
て
も
無
駄
な
こ
と
。

ず
う
っ
と
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
な
け
り
ゃ
な
ら
な
ん
だ
。
で
、
こ
う
や
っ
て
長
い
間
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
頃
は
、
人
人
が

例
の
山
越
し
の
道
を
辿
る
た
び
し
ば
し
ば
、
己お
の

が
住
ま
い
に
さ
れ
た
橅
の
樹
の
中
で
悪
魔
が
、
へ
え
へ
え
へ
え
、
ぐ
う
ぐ
う
ぐ
う
、
と
啼

い
た
り
呻う
め

い
た
り
す
る
の
を
耳
に
し
た
も
の
。
け
れ
ど
も
と
う
と
う
こ
こ
で
伐
採
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
橅
が
伐
り
倒
さ
れ
た
。

そ
こ
で
悪
魔
は
や
っ
と
さ
ま
た
外
へ
出
て
、
自
由
の
身
に
戻
っ
た
わ
け
。
こ
う
し
て
再
び
解
放
さ
れ
る
と
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
古
巣
の
地
獄

へ
戻
り
、
ど
う
な
っ
て
る
か
検
分
し
よ
う
と
し
た
。
で
も
地
獄
は
平
日
の
教
会
み
た
い
に
す
っ
か
ら
か
ん
の
空
っ
ぽ
で
、
魂
の
声
も
聞
こ

え
な
い
し
、
影
も
形
も
見
え
は
せ
ぬ
。
悪
魔
が
い
な
く
な
っ
て
、
二
度
と
姿
を
現
す
こ
と
な
く
、
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
だ
れ
に

も
分
か
ら
な
か
っ
た
あ
の
時
以
来
、
た
っ
た
一
つ
の
魂
さ
え
も
は
や
地
獄
に
堕お

ち
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
れ
に
悪
魔
の
祖
母
様
は
気
落
ち
し

た
せ
い
で
死
ん
で
し
ま
い
、
祖
母
様
が
亡
く
な
る
と
、
そ
の
頃
地
獄
に
い
た
哀
れ
な
魂
た
ち
は
皆
仕
度
を
調
え
て
出
発
、
連
れ
立
っ
て
全

員
天
国
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
次
第
で
悪
魔
は
地
獄
の
中
で
天
涯
孤
独
・
独
り
ぼ
っ
ち
・
孤
影
悄
然
て
な
あ
り
さ
ま（

（（
（

、
ど
う
や
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っ
て
こ
れ
か
ら
ま
た
魂
を
手
に
入
れ
た
も
の
や
ら
、
し
ょ
ん
ぼ
り
途
方

に
暮
れ
た
。
だ
っ
て
も
う
や
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
ね
。
あ

の
時
祖
母
様
に
懸
け
て
、
も
う
人
間
と
魂
の
売
り
渡
し
契
約
を
し
な
い
、

っ
て
誓
っ
た
ん
だ
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
頃
は
他
の
遣
り
方
じ
ゃ

あ
人
間
を
地
獄
に
来
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
ん
で
。
と
ぼ
ん
と

突
っ
立
っ
て
心
労
は
果
て
し
な
く
、
懊
悩
苦
悩
の
あ
ま
り
頭
か
ら
二
本

の
角
を
引
っ
こ
抜
き
た
い
く
ら
い
だ
っ
た
。
─
─
と
、
突
然
あ
る
こ
と

を
思
い
つ
い
た
。

　

あ
の
橅
の
古
木
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
外
へ
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
で

い
る
と
、
時
間
は
な
ん
と
も
長
い
も
の
。
そ
こ
で
悪
魔
は
あ
ら
ゆ
る
こ

と
に
と
っ
く
り
思
案
を
凝
ら
し
、
火
ブ
ラ
ン
ト
ヴ
ァ
イ
ン
酒
を（

（（
（

案
出
、
発
明
し
た
の
さ
。

そ
の
こ
と
を
悲
嘆
の
真
っ
最
中
に
ど
ん
ぴ
し
ゃ
り
思
い
出
し
、
こ
い
つ

は
ま
た
ま
た
哀
れ
な
魂
ど
も
を
地
獄
に
来
さ
せ
る
手
管
に
な
る
に
違
い

な
い
、
と
考
え
た
。

　

そ
こ
で
彼
は
す
ぐ
さ
ま
仕
度
を
調
え
て
出
発
、
地
獄
は
う
っ
ち
ゃ
ら

か
し
て
お
い
て
、
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン（

（（
（

目
指
し
て
え
っ
さ
ら
さ
、
火シ
ュ
ナ
ッ
プ
ス酒

醸
造
屋
に
な
り
、
以
降
ず
う
っ
と
火
ブ
ラ
ン
ト
ヴ
ァ
イ
ン
酒
を
製
造
、
こ
れ
を
世
間
に

送
り
出
し
た
。
そ
れ
か
ら
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
の
町
の
衆
一
同
に
、
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火シ
ュ
ナ
ッ
プ
ス酒
の
作
り
方
を
教
え
、
彼
ら
が
こ
れ
を
習
得
し
て
火
ブ
ラ
ン
ト
ヴ
ァ
イ
ン
酒
を
醸
造
す
れ
ば
、
ど
っ
さ
り
金
が
儲も
う

か
る
、

と
約
束
し
た
。
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
の
市
民
た
ち
は
こ
の
申
し
出
を
二
度
ま
で
言
わ
せ
ず
、
全
員
火シ
ュ
ナ
ッ
プ
ス酒
醸
造

屋
に
な
り
、
火
ブ
ラ
ン
ト
ヴ
ァ
イ
ン
酒
を
拵
え
て
、
世
間
に
送
り
込
ん
だ
。
今
日
に
至
る
ま
で
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
で
は
極
め

て
多
量
の
火
ブ
ラ
ン
ト
ヴ
ァ
イ
ン
酒
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
は
世
界
中
他
に
ど
こ
に
も
な
い
が
、
こ
の
時
が

そ
の
濫は
じ
ま
り觴
な
の
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
悪
魔
が
考
え
た
通
り
に
あ
い
な
っ
た
。
人
間
ど
も
が
ま
ず
ち
ょ
っ
ぴ
り
火
ブ
ラ
ン
ト
ヴ
ァ
イ
ン
酒
を
き
こ
し

め
す
と
、
罵ば

り詈
雑ぞ
う
ご
ん言
や
ら
誓
言
や
ら
を
が
な
り
出
す
。
で
、
お
い
ら
の
魂
な
ん
ぞ
悪
魔
に
く
れ
て
や
ら
あ
、

て
な
罵
り
や
誓
い（

（（
（

だ
も
ん
だ
か
ら
、
連
中
が
死
ん
で
し
ま
う
と
、
悪
魔
が
彼
ら
を
頂
戴
い
た
す
わ
け
。
そ
し

て
悪
魔
は
こ
れ
ま
で
は
、
哀
れ
な
魂
を
手
に
入
れ
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
こ
い
つ
ら
に
仕
え
な
き
ゃ
な
ら
な
か

っ
た
の
だ
が
、
そ
う
し
な
く
っ
て
よ
く
な
っ
た
。
か
て
て
加
え
て
、
人
間
ど
も
が
頭
を
た
っ
ぷ
り
火
ブ
ラ
ン
ト
ヴ
ァ
イ
ン
酒

漬
け
に
す
る
と
、
決
ま
っ
て
喧
嘩
を
始
め
、
殴
り
合
い
に
な
り
、
自
分
で
自
分
の
頸
を
お
っ
ぺ
し
ょ
る
の
で
、

悪
魔
は
更
に
苦
労
知
ら
ず
で
、
彼
ら
の
頸
を
捻
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
以
前
悪
魔
は
毎
週
一
回
哀
れ
な
魂

を
一
つ
地
獄
に
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
だ
っ
た
け
ど
、
こ
う
な
る
と
毎
日
う
よ
う
よ
ぞ
ろ
ぞ
ろ
、

わ
ん
さ
か
わ
い
わ
い
や
っ
て
来
る
の
で
、
一
年
と
経
た
な
い
う
ち
に
地
獄
は
満
杯
に
な
り
、
悪
魔
は
魂
ど
も

を
収
容
し
き
れ
ず
、
ま
る
ま
る
も
う
一
階
分
建
て
増
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　

で
、
ま
あ
、
手
っ
取
り
早
く
申
し
上
げ
れ
ば
、
あ
の
折
悪
魔
が
橅
の
古
木
か
ら
ま
た
お
っ
放
さ
れ
て
か
ら
こ
の
か
た
、
火
ブ
ラ
ン
ト
ヴ
ァ
イ
ン
酒
な
る

も
の
が
出
現
し
た
わ
け
で
、
火
ブ
ラ
ン
ト
ヴ
ァ
イ
ン
酒
が
世
に
あ
る
よ
う
に
な
っ
て
こ
の
か
た
、
い
よ
い
よ
も
っ
て
文
字
通
り
こ
う
言
え
る
よ
う
に
な
っ

た
し
だ
い
。「
悪
魔
が
お
っ
放
さ
れ
た
」［
さ
あ
、
こ
と
だ
］（

（（
（

っ
て
ね
。
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七　

ユ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
の
鍛
冶
屋　

　

小
さ
な
町
の
ユ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク（

（（
（

に
昔
む
か
し
の
そ
の
昔
一
人
の
鍛
冶
屋

が
住
ん
で
い
た
。
こ
の
男
に
つ
い
て
は
不
思
議
な
お
話
が
あ
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
も
お
年
寄
り
も
物
語
る
。
鍛
冶
屋
さ
ん
、
初
め
は
う
ら
若
い
青
年

で
、
父
親
は
と
て
も
厳
し
か
っ
た
。
で
も
、
こ
の
御
仁
、
神
様
の
十
戒
を

ち
ゃ
ん
と
守
っ
と
っ
た
。
長
旅
を
何
べ
ん
も
や
っ
て
の
け
、
冒
険
も
た
く

さ
ん
体
験
、
そ
れ
と
と
も
に
途
方
も
な
く
腕
を
磨
き
、
技わ

ざ倆
を
練
り
上
げ

た
。
あ
る
種
の
鋼
鉄
塗
料
を
持
っ
て
い
た
が
、
こ
い
つ
は
そ
れ
を
塗
る
と

ど
ん
な
武
器
で
も
甲
冑
を
貫
け
な
く
な
る
代
物
。
そ
こ
で
皇
帝
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
二
世（

（（
（

の
軍
勢
に
加
わ
り
、
皇
帝
専
属
の
武
具
師
に
な
り
、
ミ
ラ
ノ（

（（
（

と

プ
リ
ア（

（（
（

へ
の
遠
征
に
も
随
行
し
た
。
そ
の
地
で
都
市
同
盟
軍
の
本
営
用
輜し

重ち
ょ
う

車し
ゃ

を（
（（
（

略
奪
、
皇
帝
が
崩
御
す
る
と
、
金
銀
財
宝
を
た
っ
ぷ
り
携
え
て

や
っ
と
こ
さ
故
郷
に
戻
っ
て
来
た
。
順
風
満
帆
の
暮
ら
し
を
送
っ
た
が
、

そ
れ
か
ら
ま
た
ど
う
に
も
風
向
き
が
悪
く
な
っ
て
、
百
歳
を
越
し
た
。
あ

る
日
、
自
分
の
家
の
庭
の
梨
の
古
木
の
下
に
座
っ
て
い
る
と
、
こ
れ
ま
で

に
も
何
度
か
鍛
冶
屋
の
守
護
霊
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
示
し
て
く
れ
た

白
髪
の
小
男
が
驢
馬
に
ま
た
が
っ
て
や
っ
て
来
た
。
こ
の
お
ひ
と
は
鍛
冶
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屋
の
家
に
泊
ま
り
、
驢
馬
に
蹄
鉄
を
打
っ
て
も
ら
っ
た
。
鍛
冶
屋
は

料
金
な
ん
ぞ
請
求
せ
ず
、
喜
ん
で
そ
う
し
た
。
す
る
と
小
男
は
ペ
ー

タ
ー（

（（
（

に
向
か
い
、
願
い
ご
と
を
三
つ
す
る
が
い
い
、
で
も
、
肝
心
な

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
、
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
鍛
冶
屋
は
、
泥

棒
ど
も
に
よ
く
梨
の
実
を
盗
ま
れ
た
の
で
、
梨
の
木
に
登
っ
た
者
は

彼
が
、
そ
う
し
ろ
、
と
言
う
ま
で
木
か
ら
下
り
ら
れ
な
い
よ
う
に
、

と
願
っ
た
。
─
─
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
ま
た
た
び
た
び
部
屋
の
中
で
盗

難
に
遭
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
彼
の
許
し
な
し
に
は
だ
れ
も
部
屋
に
入

れ
な
い
よ
う
に
、
鍵
穴
か
ら
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
と
願
っ
た
。
こ
う

し
た
ば
か
げ
た
願
い
ご
と
の
つ
ど
、
小
男
は
「
肝
心
な
こ
と
を
忘
れ

る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
警
告
し
た
。
三
番
目
の
願
い
ご
と
に
な
る
と
、
鍛
冶
屋
の
い
わ
く
「
肝
心
な
こ
と
っ
て
の
は
上
等
の
火シ
ュ
ナ
ッ
プ
ス酒
さ
ね
。

こ
の
壜び
ん

が
決
し
て
空
っ
ぽ
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う
に
」。
─
─
「
そ
な
た
の
願
い
は
聞
き
届
け
ら
れ
た
」
と
小
男
は
言
っ
た
。
そ
れ
か
ら
さ

ら
に
仕
事
場
に
転
が
っ
て
い
た
何
本
か
の
鉄
の
棒
を
撫
で
、
驢
馬
に
ま
た
が
っ
て
立
ち
去
っ
た
。
そ
の
鉄
は
ぴ
か
ぴ
か
光
る
白
銀
に
変
わ

っ
た
。
こ
れ
ま
で
貧
乏
だ
っ
た
鍛
冶
屋
は
ま
た
金
持
ち
に
な
り
、
ず
う
っ
と
ず
う
っ
と
達
者
で
暮
ら
し
た
。
て
の
は
、
決
し
て
尽
き
る
こ

と
の
な
い
壜
の
中
の
食
欲
増
進
剤
は
、
つ
い
ぞ
気
が
付
か
な
か
っ
た
が
、
不
老
長
寿
の
霊
薬
だ
っ
た
の
さ
。
と
う
と
う
死
が
扉
を
叩
い
た
。

ど
う
や
ら
長
い
こ
と
親
方
の
こ
と
を
忘
れ
ち
ま
っ
て
い
た
ら
し
い
。
鍛
冶
屋
は
う
わ
べ
は
喜
ん
で
死
と
一
緒
に
旅
立
つ
ふ
り
を
し
た
け
れ

ど
も
、
ち
ょ
い
と
さ
っ
ぱ
り
し
た
も
の
を
差
し
上
げ
た
い
、
あ
の
木
か
ら
梨
の
実
を
二
つ
三
つ
採
っ
て
く
だ
さ
い
、
自
分
は
も
う
寄
る
年

波
も
い
い
と
こ
な
ん
で
登
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
と
頼
ん
だ
。
死
が
木
の
上
に
登
る
と
、
鍛
冶
屋
は
「
上
に
ず
っ
と
お
れ
」
と
唱
え
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た
。
だ
っ
て
、
も
っ
と
長
生
き
し
た
か
っ
た
も
の
ね
。
死
は
木
に
生な

っ
て
い
る
梨
を
皆
食
べ
尽
く
し
て
し
ま
う
と
、
断
食
を
始
め
、
腹
が

空
い
て
空
い
て
骨
と
皮
ま
で
に
痩
せ
衰
え
た
。
そ
う
い
う
し
だ
い
で
今
も
あ
ん
な
に
い
や
ら
し
い
が
り
が
り
の
骸
骨
な
ん
だ
よ
。
で
も
こ

の
世
で
は
だ
れ
も
死
な
な
く
な
っ
ち
ま
っ
た
。
人
間
も
動
物
も
な
。
そ
こ
で
ど
っ
さ
り
災
い
ご
と
が
起
こ
っ
た
。
や
っ
と
こ
さ
鍛
冶
屋
は

骨
を
か
た
か
た
鳴
ら
し
て
い
る
死
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、
今
後
は
自
分
を
そ
っ
と
し
て
お
く
こ
と
、
と
協
定
を
締
結
、
そ
れ
か
ら
死
を
自

由
に
し
て
や
っ
た
。
死
は
か
ん
か
ん
に
な
っ
て
逃
げ
出
し
て
、
こ
の
世
の
片
づ
け
仕
事
に
取
り
掛
か
っ
た
。
で
、
鍛
冶
屋
に
仕
返
し
を
す

る
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
の
で
、
や
ろ
う
を
攫さ
ら

っ
て
し
ま
い
な
よ
、
と
悪
魔
を
親
方
の
頸
っ
玉
に
け
し
か
け
た
も
の
さ
ね
。
悪
魔
は
す

ぐ
さ
ま
出
掛
け
て
来
た
が
、
狡
賢
い
鍛
冶
屋
は
硫
黄
の
臭
い
を
嗅
ぎ
つ
け
、
家
の
扉
を
閉
め
て
し
ま
い
、
住
み
込
み
の
職
人
た
ち
と
一
緒

に
革
の
袋
を
一
つ
鍵
穴
に
あ
て
が
っ
た
。
他
に
は
鍛
冶
屋
の
と
こ
ろ
に
侵
入
す
る
手
立
て
は
な
か
っ
た
の
で
、
ウ
ー
リ
ア
ン
殿（

（（
（

が
こ
こ
に

潜
り
込
む
と
、
袋
の
口
が
ぎ
ゅ
っ
と
結
ば
れ
、
鉄か
な

床と
こ

へ
と
運
ば
れ
た
。
そ
し
て
ま
こ
と
に
も
っ
て
情
け
容
赦
な
く
悪
魔
目
掛
け
て
一
番
重

い
槌
が
幾
つ
も
が
ん
が
ん
振
り
下
ろ
さ
れ
た
の
で
、
悪
魔
は
ぼ
う
っ
と
気
が
遠
く
な
っ
た
。
す

っ
か
り
よ
れ
よ
れ
に
な
っ
ち
ま
っ
た
悪
魔
は
、
未
来
永
劫
ま
た
と
参
上
い
た
し
ま
せ
ん
、
と
誓

言
し
た
。
こ
う
し
て
鍛
冶
屋
は
と
っ
て
も
長
い
こ
と
の
ん
び
り
暮
ら
し
た
が
、
や
が
て
友
だ
ち

も
知
り
合
い
も
皆
死
ん
で
い
な
く
な
る
と
、
こ
の
世
の
生
活
に
ほ
と
ほ
と
飽
き
飽
き
し
た
。
そ

こ
で
出
発
し
て
天
国
へ
向
か
い
、
到
着
す
る
と
慎
ま
し
や
か
に
門
を
ほ
と
ほ
と
叩
い
た
。
す
る

と
中
か
ら
外
を
覗
い
た
の
は
ペ
ト
ル
ス
聖
者（

（（
（

。
鍛
冶
屋
の
ペ
ー
タ
ー
は
、
こ
れ
が
自
分
を
窮
地

や
危
難
か
ら
し
ば
し
ば
霊れ
い
げ
ん験
あ
ら
た
か
に
救
っ
て
く
れ
、
最
後
に
は
例
の
三
つ
の
願
い
ご
と
を

叶
え
て
く
れ
た
守
護
聖
者
、
守
護
霊
だ
っ
て
分
か
っ
た
。
で
も
ペ
ト
ル
ス
は
今
度
は
こ
う
告
げ

た
。「
立
ち
去
る
が
よ
い
。
天
国
は
そ
な
た
に
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
る
。
そ
な
た
は
肝
心
な
こ
と
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を
頼
む
の
を
忘
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
浄
福（

（（
（

を
な
」。

こ
う
言
い
渡
さ
れ
た
ペ
ー
タ
ー
は
回
れ
右
を
し
て
、

地
獄
で
運
試
し
を
や
ら
か
そ
う
、
と
下
へ
降
る
こ

と
に
し
た
。
間
も
な
く
、
迷
い
っ
こ
な
い
、
広
い
、

よ
く
踏
み
な
ら
さ
れ
た
道
が
見
つ
か
っ
た
。
け
れ

ど
、
ユ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
の
鍛
冶
屋
が
接
近
中
と
知

っ
た
悪
魔
は
、
地
獄
の
門
を
親
方
の
鼻
先
で
ど
ー

ん
と
閉
ざ
し
、
地
獄
に
防
禦
体
制
を
施
行
。
ユ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
の
鍛
冶
屋
さ
ん
は
天
国
に
も
地
獄
に

も
隠
遁
場
所
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
し
、
さ
り
と
て
こ
の
世
は
住
み
心
地
が
よ
く
な
さ
そ
う
な
の
で
、
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー（

（（
（

な
る
昔
ご
奉
公
し

た
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ（

（（
（

の
許
に
赴
い
た
。
ご
主
君
の
老
皇
帝
は
専
属
の
武
具
師
ペ
ー
タ
ー
が
参
上
し
た
の
を
見
て
御み

気け

色し
き

麗
し
く
、
す
ぐ

に
、
鴉
ど
も
は
ま
だ
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
の
廃
墟
の
塔
の
周
り
を
飛
ん
で
お
る
か
、
と
ご
下
問
あ
そ
ば
さ
れ
た
。
ペ
ー
タ
ー
が
、
飛
ん
で
お
り

ま
す
、
と
言
上
す
る
と
、
赤ロ
ー
ト
バ
ル
ト髯
は
嘆
息
し
た
。
そ
れ
で
も
鍛
冶
屋
は
山
の
中
に
留
ま
り
、
皇
帝
の
換
え
馬
や
皇
女
ら
の
馬
た
ち
、
そ
れ

か
ら
騎
乗
し
て
い
る
腰
元
衆
の
馬
た
ち
の
蹄
に
蹄
鉄
を
打
つ
仕
事
を
続
け
て
い
る
。
や
が
て
、
皇
帝
が
解
き
放
た
れ
る
時
の
至
る
ま
で
。

─
─
伝
承
に
よ
れ
ば
こ
れ
が
成
就
す
る
の
は
、
い
つ
か
鴉
ど
も
が
山
の
周
囲
を
飛
び
回
ら
な
く
な
り
、
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー
に
ほ
ど
近
い
か
の

ラ
ー
ツ
フ
ェ
ル
ト（

（（
（

に
あ
る
乾ひ

涸か
ら

び
た
梨
の
古
い
枯
木
が
再
び
芽
を
吹
き
、
緑
の
葉
を
付
け
、
花
咲
く
時
。
そ
う
な
っ
た
ら
皇
帝
は
武
装
し

た
全
軍
を
引
き
連
れ
て
姿
を
現
し
、
祖
国
解
放
の
一
大
合
戦
を
行
い
、
そ
の
盾
を
ま
た
も
緑
滴し
た
た

る
よ
う
に
な
っ
た
か
の
木
に
掛
け
る
の

だ
。
か
く
て
の
ち
、
皇
帝
は
扈こ

従じ
ゅ
う

の
部
下
も
ろ
と
も
永
遠
の
憩
い
に
就
く
の
で
あ
る
。
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八　

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル 

　

原
題H

änsel und G
retel.

　

Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
五
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」H

änsel und Grretel

に
相
当
す
る
た
め
訳
出
せ
ず
。

　
　
　

九　

赤
頭
巾 

　

原
題D

as R
otkäppchen.

　

Ｋ
Ｈ
Ｍ
二
六
「
赤
頭
巾
」Rotkäppchen

に
相
当
す
る
た
め
訳
出
せ
ず
。
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一
〇　

老
魔
法
使
い
と
子
ど
も
た
ち　

　

昔
む
か
し
邪
よ
こ
し
ま

な
魔
法
使
い
が
い
た
。
随
分
以
前
に
い
た
い
け
な
子
ど
も
た
ち
二
人
、
男
の
子
と
女
の
子
を
攫さ
ら

っ
て
来
て
、
一
緒
に
と

あ
る
洞
窟
で
孤
独
に
引
籠
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
。
こ
や
つ
、
こ
の
子
ら
を
、
な
ん
と
も
傷い
た

ま
し
い
こ
と
に
、
魔
物
に（

（（
（

捧
げ
る
誓
約
を
し

て
い
た
の
だ
。
そ
の
厭
わ
し
い
魔
術
は
あ
る
魔
法
書
を
も
と
に
修
練
し
た
も
の
で
、
こ
の
本
を
な
に
よ
り
大
切
な
宝
と
し
て
し
ま
い
こ
ん

で
い
た
。

　

け
れ
ど
も
、
老
魔
法
使
い
が
洞
窟
か
ら
遠
く
へ
出
掛
け
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
が
留
守
を
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
た
び
、
老
人
が
魔
法

書
を
ど
こ
へ
隠
す
か
か
ね
て
か
ら
探
り
出
し
て
い
た
男
の
子
は
、
そ
の
本
に
読
み
耽
り
、
黒
魔
術
の
呪
文
・
ま
じ
な
い
の
数
数
を
ま
こ
と

に
少
な
か
ら
ず
習
い
覚
え
、
自
分
で
も
と
て
も
巧
み
に
魔
法
を
使
う
す
べ
を
学
ん
だ
。
さ
て
、
老
人
は
子
ど
も
た
ち
を
め
っ
た
に
洞
窟
か

ら
外
に
出
さ
ず
、
魔
物
の
生い
け
に
え贄
と
し
て
供
え
る
日
ま
で
捉
ま
え
た
ま
ま
で
お
こ
う
と
し
た
の
で
、
そ
れ
だ
け
一
層
二
人
は
こ
こ
を
立
ち
去

り
た
く
て
堪
ら
ず
、
ど
う
す
れ
ば
こ
っ
そ
り
逃
げ
出
せ
る
か
、
相
談
を
重
ね
た
。
そ
し
て
あ
る
日
の
こ
と
、
魔
法
使
い
が
と
っ
て
も
長
い

間
洞
窟
を
あ
と
に
し
た
時
、
男
の
子
は
妹
に（

（（
（

こ
う
言
っ
た
。「
今
こ
そ
も
っ
て
こ
い
だ
よ
、
可
愛
い
妹
。
ぼ
く
た
ち
を
こ
ん
な
に
酷む
ご

く
捉

ま
え
た
ま
ま
に
し
て
い
る
あ
の
悪
い
や
つ
は
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
出
発
し
て
、
ぼ
く
た
ち
の
足
が
続
く
限
り
遠
く
ま
で
逃
げ
よ

う
」。
子
ど
も
た
ち
は
そ
う
や
っ
て
逃
げ
出
し
、
丸
一
日
と
っ
と
こ
歩
い
た
。

　

午
後
に
な
っ
て
魔
法
使
い
が
帰
っ
て
来
、
す
ぐ
に
子
ど
も
た
ち
が
い
な
い
の
に
気
付
い
た
。
た
だ
ち
に
彼
は
魔
法
書
を
開
き
、
子
ど
も

た
ち
が
ど
の
あ
た
り
へ
行
っ
た
か
読
み
取
り
、
実
際
す
ん
で
の
と
こ
ろ
追
い
つ
き
そ
う
に
な
っ
た
。
早
く
も
老
人
の
怒
っ
た
ど
な
り
声
が

子
ど
も
た
ち
の
耳
に
届
い
た
の
で
、
妹
は
ぎ
ょ
っ
と
し
て
身
が
す
く
み
、「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
、
も
う
あ
た
し
た
ち
お
し
ま
い

よ
。
あ
の
悪
い
や
つ
が
も
う
す
ぐ
近
く
に
来
た
わ
よ
う
」
と
叫
ん
だ
。
す
る
と
男
の
子
は
例
の
本
で
覚
え
た
魔
術
を
使
い
、
呪
文
を
唱
え
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た
。
す
る
と
た
ち
ど
こ
ろ
に
妹
は
魚
に
、
自
分
自
身
は
大
き
な
池
に
変
身
、
こ
の
池
の
中
を
小
さ
な
お
魚
が
元
気
に
泳
ぎ
回
っ
た
。

　

池
の
ほ
と
り
に
や
っ
て
来
た
老
人
は
、
騙
し
の
術
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
に
ち
ゃ
ん
と
気
付
き
、
腹
を
立
て
て
ぶ
す
ぶ
す
言
っ
た
。

「
待
っ
て
ろ
、
待
っ
て
ろ
、
ど
う
し
て
も
お
ま
え
た
ち
を
捉
ま
え
て
や
る
ぞ
」。
そ
し
て
、
網
を
持
っ
て
来
て
、
そ
れ
で
魚
を
掬す
く

お
う
と
、

大
急
ぎ
で
洞
窟
に
走
り
戻
っ
た
。
で
も
魔
法
使
い
が
い
な
く
な
る
と
、
池
と
魚
は
元
通
り
兄
と
妹
の
姿
に
戻
り
、
う
ま
い
隠
れ
場
所
を
見

つ
け
て
ぐ
っ
す
り
眠
る
と
、
翌
朝
に
な
る
と
旅
を
続
け
、

ま
た
も
や
丸
一
日
と
っ
と
こ
歩
い
た
。

　

邪
な
魔
法
使
い
は
網
を
携
え
て
、
ち
ゃ
ん
と
気
付
い

た
あ
の
場
所
に
来
た
が
、
池
は
も
う
見
え
ず
、
緑
の
野

原
が
あ
る
ば
か
り
、
そ
こ
に
は
確
か
に
蛙
は
何
匹
も
い

た
け
れ
ど
、
捉
ま
え
る
魚
は
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
老

人
は
前
よ
り
も
っ
と
か
ん
か
ん
に
な
り
、
持
っ
て
来
た

網
を
投
げ
捨
て
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
跡
を
追
っ
か
け

た
。
子
ど
も
た
ち
の
行
方
は
分
か
っ
て
い
た
。
だ
っ
て
、

手
に
し
て
い
る
魔
法
の
笞む
ち

が
正
し
い
方
角
を
教
え
て
く

れ
た
か
ら
さ
。

　

そ
こ
で
夕
方
に
な
る
と
、
歩
い
て
い
る
子
ど
も
た
ち

に
す
ん
で
の
と
こ
ろ
追
い
つ
き
そ
う
に
な
っ
た
。
早
く

も
老
人
の
い
き
ま
い
た
り
、
ど
な
っ
た
り
す
る
声
が
子
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ど
も
た
ち
に
聞
こ
え
た
の
で
、
妹
は
ま
た
叫
ん
だ
。「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
大
好
き
な
お
兄
ち
ゃ
ん
、

も
う
あ
た
し
た
ち
お
し
ま
い
よ
、
あ
の
憎
い
仇
が
す
ぐ
後
ろ
に
い
る
わ
よ
う
」。

　

そ
こ
で
男
の
子
は
ま
た
し
て
も
例
の
本
で
覚
え
た
呪
文
を
唱
え
た
。
す
る
と
自
分
は
道
端
に
建

っ
て
い
る
礼
拝
堂
に
な
り
、
女
の
子
は
礼
拝
堂
の
祭
壇
の
綺
麗
な
［
聖
母
マ
リ
ー
ア
の
］
画
像
に

な
っ
た
。

　

さ
て
礼
拝
堂
に
や
っ
て
来
た
魔
法
使
い
は
ま
た
ま
た
お
ち
ょ
く
ら
れ
て
い
る
の
に
ち
ゃ
ん
と
気

付
き
、
も
の
す
ご
く
が
な
り
立
て
な
が
ら
、
お
堂
の
ぐ
る
り
を
走
り
回
っ
た
。
で
も
、
中
に
踏
み

込
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
魔
法
使
い
ど
も
が
魔
物
と
取
り
交
わ
す
契
約
に
は
、
教
会
や
礼
拝

堂
に
入
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
つ
も
記
さ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
。「
き
さ
ま
の
中
に
踏
み
込
め

な
い
と
あ
ら
ば
、
松た
い
ま
つ明
を
押
し
付
け
て
火
を
つ
け
、
灰
に
し
て
や
る
わ
い
」。
そ
う
金
切
り
声
を

張
り
上
げ
た
魔
法
使
い
は
、
洞
窟
か
ら
松
明
を
持
っ
て
来
よ
う
、
と
走
り
去
っ
た
。

　

老
人
が
ほ
と
ん
ど
一
晩
中
駆
け
て
い
る
間
に
、
礼
拝
堂
と
祭
壇
の
綺
麗
な
画
像
は
元
通
り
兄
と

妹
の
姿
に
戻
り
、
隠
れ
場
所
を
見
つ
け
て
眠
り
、
三
日
目
の
朝
に
な
る
と
旅
を
続
け
、
丸
一
日
と

っ
と
こ
歩
い
た
。
一
方
魔
法
使
い
は
長
い
道
の
り
を
こ
な
し
て
改
め
て
子
ど
も
た
ち
を
追
っ
か
け

た
。
礼
拝
堂
が
建
っ
て
い
た
場
所
へ
松
明
を
持
っ
て
到
着
す
る
と
、
鼻
を
大
き
な
巖
に
ぶ
っ
つ
け

た
。
こ
の
巖
じ
ゃ
あ
、
松
明
を
押
し
付
け
て
火
を
つ
け
、
灰
に
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
こ
や
つ
、
怒
り
狂
っ
て
走
る
は
走
る
は
、
ど
ん
ど
ん
子
ど
も
た
ち
を
追
っ
掛
け
た
。

　

夕
刻
魔
法
使
い
が
す
ぐ
近
く
ま
で
や
っ
て
来
る
と
、
こ
れ
で
三
度
目
だ
け
ど
妹
は
怯
え
き
っ
て
、
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も
う
だ
め
、
と
思
い
込
ん
だ
。
で
も
男
の
子
の
方
は
ま
た
例
の
本
で
覚
え
た
呪
文
を
唱
え
た
。
す
る
と
自
分
は
穀
物
束
を
叩
く
固
い
打
穀

場（
（（
（

に
な
り
、
可
愛
い
妹
は
ち
い
ち
ゃ
い
穀
粒
に
な
っ
て
、
ほ
っ
た
ら
か
さ
れ
た
み
た
い
に
打
穀
場
に
転
が
っ
た
。

　

そ
こ
へ
や
っ
て
来
た
魔
法
使
い
は
、
こ
れ
で
三
度
も
お
ち
ゃ
ら
か
さ
れ
た
の
が
ち
ゃ
ん
と
分
か
っ
た
が
、
今
度
は
長
く
も
考
え
ず
、
ま

ず
家
へ
走
り
帰
ろ
う
と
も
せ
ず
、
こ
ち
ら
も
例
の
本
で
習
得
し
た
呪
文
を
唱
え
た
。
そ
う
し
て
、
黒
い
雄お
ん
ど
り鶏
に
変
身
し
、
素
早
く
そ
の
大

麦
の
粒
目
掛
け
て
走
り
寄
り
、
こ
れ
を
嘴
く
ち
ば
し

で
啄つ
い
ば

も
う
と
し
た
。
け
れ
ど
も
男
の
子
は
も
う
一
度
例
の
本
で
覚
え
た
呪
文
を
唱
え
、
さ

っ
と
狐
の
姿
に
な
り
、
黒
い
雄
鶏
が
大
麦
の
粒
を
啄
ま
な
い
う
ち
に
、
そ
の
頭
を
噛
み
切
っ
た
。
そ
う
い
う
わ
け
で
魔
法
使
い
は
、
こ
の

お
話
と
同
じ
で
、
そ
れ
っ
き
り
お
し
ま
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
さ
。
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一
一　

黄き

ん金
の
マ
リ
ー
ア
と
瀝ピ
ッ
チ青
の
マ
リ
ー
ア　

　

昔
む
か
し
寡や
も
め婦
が
一
人
い
て
、
娘
を
二
人
持
っ
て
い
た
。
実
の
娘
と
継
娘
で
、
ど
ち
ら
も
マ
リ
ー
ア
と
い
う
名
前
だ
っ
た
。
実
の
娘
は

善
い
子
で
も
な
け
り
ゃ
お
と
な
し
く
も
な
か
っ
た
が
、
継
娘
は
反
対
に
慎
ま
し
く
淑
や
か
な
少
女
だ
っ
た
。
だ
が
、
こ
ち
ら
は
母
親
や
妹

の
意
地
悪
や
冷
た
い
あ
し
ら
い
を
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
女
は
い
つ
も
親
切
で
、
厭
な
顔
を
し
な
い
で
台
所
仕
事

を
こ
な
し
た
。
そ
し
て
母
親
や
妹
か
ら
あ
ん
ま
り
た
く
さ
ん
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
受
け
る
と
、
自
分
の
ち
っ
ぽ
け
な
寝
部
屋
で
と
き
ど
き
こ

っ
そ
り
泣
く
だ
け
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
そ
の
た
び
に
す
ぐ
朗
ら
か
で
、
潑は
つ
ら
つ溂
と
し
た
気
分
を
取
り
戻
し
、
自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
た
も

の
。「
気
を
落
ち
着
け
な
さ
い
な
、
神
様
が
き
っ
と
助
け
て
く
だ
さ
る
わ
」。
そ
れ
か
ら
せ
っ
せ
と
仕
事
に
か
か
り
、
万
事
万
端
き
ち
ん
と

綺
麗
に
仕
上
げ
た
。
彼
女
が
い
く
ら
働
い
て
も
母
親
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
不
満
た
ら
た
ら
で
、
あ
る
日
の
こ
と
こ
ん
な
こ
と
さ
え
言
い
出
し

た
。「
マ
リ
ー
ア
、
あ
た
し
ゃ
こ
れ
以
上
お
ま
え
を
う
ち
に
置
い
と
く
わ
け
に
ゃ
い
か
な
い
。
お
ま
え
と
き
た
ら
、
仕
事
は
ち
ょ
っ
ぴ
り

し
か
し
な
い
く
せ
に
、
食
べ
る
と
な
っ
た
ら
う
ん
と
こ
さ
。
お
ま
え
の
お
っ
か
さ
ん
は
お
ま
え
に
財
産
な
ん
ぞ
残
さ
な
か
っ
た
だ
ろ
、
お

と
っ
つ
ぁ
ん
も
そ
う
だ
。
な
に
も
か
も
あ
た
し
の
も
の
さ
ね
。
で
、
こ
れ
以
上
お
ま
え
を
養
う
こ
と
は
で
き
も
し
な
い
し
、
し
た
く
も
な

い
。
だ
か
ら
、
お
ま
え
、
う
ち
を
出
て
、
ど
っ
か
ご
大
家
で
奉
公
口
を
探
さ
な
く
っ
ち
ゃ
ね
」。
そ
れ
か
ら
継
母
は
灰
と
乳ミ
ル
ク

で
菓
子
を
一

つ
焼
き
、
小
さ
な
壷
に
水
を
満
た
し
、
両
方
と
も
可
哀
そ
う
な
マ
リ
ー
ア
に
差
し
出
し
て
、
家
か
ら
追
い
出
し
た
。

　

マ
リ
ー
ア
は
こ
う
い
う
酷
い
目
に
遭
わ
さ
れ
て
と
て
も
悲
し
か
っ
た
。
だ
け
ど
元
気
に
畑
や
牧
場
を
歩
い
て
行
き
、
こ
う
考
え
た
。
き

っ
と
だ
れ
か
が
お
ま
え
を
女
中
に
雇
っ
て
く
れ
る
わ
。
そ
れ
に
も
し
か
し
た
ら
赤
の
他
人
の
方
が
お
母
さ
ん
よ
り
親
切
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
う
ち
お
腹
が
空
い
た
の
で
、
牧
草
の
中
に
腰
を
下
ろ
す
と
、
灰
の
お
菓
子
を
取
り
出
し
、
壷
か
ら
水
を
飲
ん
だ
。
た
く
さ
ん
の
小
鳥

た
ち
が
ぱ
さ
ぱ
さ
と
集
ま
っ
て
来
て
、
彼
女
の
お
菓
子
を
啄つ
い

ば
ん
だ
。
そ
こ
で
マ
リ
ー
ア
は
手
に
水
を
注
い
で
活か
っ
ぱ
つ潑
な
小
鳥
た
ち
に
飲
ま
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せ
て
や
っ
た
。
す
る
と
知
ら
な
い
う
ち
に
灰
の
お
菓
子
は

円ト

ル

テ

形
飾
り
菓
子
に（

（（
（

、
水
は
美
味
し
い
葡
萄
酒
に
変
わ
っ
た
。

可
哀
そ
う
な
マ
リ
ー
ア
は
食
べ
て
飲
ん
で
元
気
を
恢か
い
ふ
く復
、
い

そ
い
そ
と
道
中
を
続
け
た
。
日
暮
れ
に
な
っ
た
頃
、
へ
ん
て

こ
り
ん
な
建
て
方
の
屋
敷
に
辿
り
着
い
た
。
外
に
は
二
つ
の

門
が
あ
り
、
一
つ
は
瀝ピ
ッ
チ青
み（

（（
（

た
い
に
真
っ
黒
け
、
も
う
一
つ

は
混
じ
り
け
な
し
の
黄き

ん金
の
よ
う
に
き
ら
き
ら
輝
い
て
い
た
。

マ
リ
ー
ア
は
遠
慮
し
て
綺
麗
じ
ゃ
な
い
方
の
門
か
ら
中
庭
に

入
り
、
建
物
の
扉
を
叩
い
た
。
が
さ
つ
で
お
っ
か
な
い
顔
の

男
が
扉
を
開
け
、
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
、
何
の
用
だ
、
と
訊
ね

た
。
マ
リ
ー
ア
は
震
え
な
が
ら
「
あ
の
う
、
ち
ょ
い
と
伺
わ

せ
て
戴
き
と
う
存
じ
ま
す
が
、
ご
親
切
に
私
を
一
晩
泊
め
て

く
だ
さ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
」
と
言
っ
た
。
す
る
と
男
は

「
入
れ
」
と
唸
る
よ
う
に
答
え
た
。
後
に
つ
い
て
部
屋
の
中
に
入
っ
て
み
る
と
、
何
匹
も
の
犬
と
猫
し
か
目
に
見
え
ず
、
そ
の
連
中
の
も

の
す
ご
い
吠
え
声
、
い
が
み
啼
き
し
か
耳
に
入
ら
な
い
の
で
、
も
っ
と
が
く
が
く
身
体
が
震
え
た
。
こ
の
屋
敷
に
い
る
の
は
荒
っ
ぽ
い
テ

ュ
ル
シ
ェ
マ
ン（

（（
（

（
こ
の
ひ
と
の
名
前
は
そ
う
い
う
の
だ
っ
た
）
だ
け
で
、
他
に
は
だ
あ
れ
も
。

　

テ
ュ
ル
シ
ェ
マ
ン
は
マ
リ
ー
ア
に
向
か
っ
て
ぶ
つ
ぶ
つ
こ
う
言
っ
た
。「
だ
れ
の
と
こ
ろ
で
眠
り
た
い
、
わ
し
の
と
こ
ろ
で
か
、
そ
れ

と
も
犬
ど
も
や
猫
ど
も
の
と
こ
ろ
で
か
」。
マ
リ
ー
ア
い
わ
く
「
犬
や
猫
と
一
緒
で
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
」。
そ
れ
な
の
に
彼
女
は
や
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っ
ぱ
り
彼
の
と
こ
ろ
で
眠
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
テ
ュ
ル
シ
ェ
マ
ン
は
綺
麗
で
ふ
か
ふ
か
し
た
寝
床
を
あ
て
が
っ
て
く
れ
た
の
で
、

マ
リ
ー
ア
は
と
っ
て
も
気
持
ち
よ
く
安
ら
か
に
眠
っ
た
。
朝
に
な
る
と
テ
ュ
ル
シ
ェ
マ
ン
は
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ
た
。「
だ
れ
と
朝
飯
が
喰
い

た
い
、
わ
し
と
か
、
そ
れ
と
も
犬
ど
も
や
猫
ど
も
と
か
」。
マ
リ
ー
ア
い
わ
く
「
犬
や
猫
と
一
緒
で
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
」。
す
る
と

彼
女
は
彼
と
コ
ー
ヒ
ー
と
甘
い
乳ラ
ー
ム脂
を（

（（
（

飲
む
こ
と
に
な
っ
た
。
マ
リ
ー
ア
が
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
と
、
テ
ュ
ル
シ
ェ
マ
ン
は
ぶ
つ
ぶ
つ
言

っ
た
。「
ど
っ
ち
の
門
か
ら
表
へ
出
た
い
、
黄
金
の
門
か
ら
か
、
そ
れ
と
も
瀝ピ
ッ
チ青
の
門
か
ら
か
」。
そ
こ
で
彼
女
は
「
黄
金
の
門
か
ら
出
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
返
辞
し
た
。
す
る
と
黄
金
の
門
か
ら
出
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
下
を
通
り
抜
け
る
時
、
テ
ュ
ル
シ
ェ
マ
ン
が
門
の
上

に
い
て
、
お
そ
ろ
し
く
乱
暴
に
揺
す
ぶ
っ
た
の
で
、
門
が
が
た
が
た
震
え
、
マ
リ
ー
ア
は
体
中
べ
た
一
面
黄
金
の
門
か
ら
落
ち
て
来
た
黄

金
だ
ら
け
に
な
っ
た
。

　

さ
て
マ
リ
ー
ア
が
家
路
を
辿
り
、
生
家
に
戻
っ
て
来
る
と
、
普
段
い
つ
も
彼
女
が
餌
を
や
っ
て
い
た
鶏
た
ち
が
飛
ん
だ
り
走
っ
た
り
し

て
喜
ん
で
お
出
迎
え
し
、
雄
鶏
が
こ
う
啼
い
た
。「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
、
黄
金
の
マ
リ
ー
ア
が
お
帰
り
だ
、
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
」。
す
る
と
母
親

が
階
段
を
下
り
て
来
て
、
こ
の
黄
金
づ
く
め
の
ご
婦
人
の
前
に
、
忝
く
も
ご
来
臨
た
ま
わ
っ
た
王
女
様
を
お
迎
え
す
る
み
た
い
に
恭
し
く

跪
い
た
。
で
も
マ
リ
ー
ア
は
こ
う
言
っ
た
。「
お
母
さ
ん
、
一
体
も
う
私
が
分
か
ら
な
い
の
。
私
、
あ
の
マ
リ
ー
ア
な
の
よ
」。

　

妹
も
や
っ
て
来
た
が
、
こ
れ
ま
た
母
親
同
様
に
び
っ
く
り
仰
天
、
な
ん
と
も
不
思
議
で
堪
ら
な
い
。
そ
し
て
二
人
と
も
羨
ま
し
く
て
羨

ま
し
く
て
。
で
、
マ
リ
ー
ア
は
、
ど
ん
な
素
晴
ら
し
い
こ
と
が
身
の
上
に
起
こ
っ
た
の
か
、
ど
う
し
て
黄
金
が
授
か
っ
た
の
か
、
し
ゃ
べ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　

そ
う
い
う
わ
け
で
、
母
親
は
ち
や
ほ
や
し
て
く
れ
て
、
前
よ
り
当
た
り
が
良
く
な
っ
た
。
そ
し
て
マ
リ
ー
ア
は
ど
ん
な
人
か
ら
も
尊
敬

さ
れ
愛
さ
れ
た
。
間
も
な
く
一
人
の
実
直
な
若
者
が
現
れ
、
マ
リ
ー
ア
を
奥
さ
ん
に
迎
え
取
り
、
と
も
ど
も
幸
せ
に
暮
ら
し
た
。

　

さ
あ
て
、
も
う
一
人
の
マ
リ
ー
ア
だ
け
ど
、
こ
っ
ち
は
胸
の
中
に
妬
み
、
や
っ
か
み
が
む
く
む
く
膨
れ
上
が
り
、
自
分
も
出
掛
け
て
行
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っ
て
、
体
に
黄
金
を
貼
り
付
け
て
帰
っ
て
来
よ
う
、
と
決
め
込
ん
だ
。
母
親
は
甘
い
お
菓
子
と
葡
萄
酒
を
旅
の
仕
度
に
持
た
せ
て
や
っ
た
。

マ
リ
ー
ア
が
そ
れ
を
食
べ
て
い
る
と
、
小
鳥
た
ち
が
お
相
伴
し
よ
う
と
飛
ん
で
来
た
が
、
こ
っ
ち
は
そ
れ
を
し
っ
し
っ
と
追
い
散
ら
し
た
。

で
も
そ
の
お
菓
子
は
知
ら
な
い
う
ち
に
灰
に
、
葡
萄
酒
は
ま
ず
う
い
水
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
夕
方
マ
リ
ー
ア
は
同
じ
よ
う
に
テ
ュ
ル

シ
ェ
マ
ン
の
屋
敷
の
二
つ
の
門
の
と
こ
ろ
に
辿
り
着
い
た
。
彼
女
は
威
張
っ
て
黄
金
の
門
か
ら
入
り
、
建
物
の
扉
を
叩
い
た
。
テ
ュ
ル
シ

ェ
マ
ン
が
扉
を
開
け
て
、
何
の
用
だ
、
と
訊
ね
る
と
、
彼
女
は
つ
ん
と
し
た
口
調
で
「
あ
た
し
、
あ
ん
た
ん
ち
に
泊
ま
り
た
い
の
」
と
言

っ
た
。
す
る
と
あ
ち
ら
は
「
入
れ
」
と
唸
る
よ
う
に
答
え
た
。
そ
れ
か
ら
や
は
り
こ
う
訊
い
た
。「
だ
れ
の
と
こ
ろ
で
眠
り
た
い
、
わ
し

の
と
こ
ろ
で
か
、
そ
れ
と
も
犬
や
猫
ど
も
の
と
こ
ろ
で
か
」。
マ
リ
ー
ア
は
急
い
で
答
え
た
。「
あ
ん
た
ん
と
こ
で
よ
、
テ
ュ
ル
シ
ェ
マ
ン

ど
ん
」。
で
も
相
手
は
彼
女
を
犬
ど
も
や
猫
ど
も
が
眠
っ
て
い
る
部
屋
に
連
れ
て
行

き
、
中
に
閉
め
込
ん
だ
。
朝
に
な
る
と
マ
リ
ー
ア
の
顔
は
見
る
も
無
残
に
引
っ
掻
き

傷
と
咬
み
傷
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
た
。
テ
ュ
ル
シ
ェ
マ
ン
は
ま
た
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ
た
。

「
だ
れ
と
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
み
た
い
、
わ
し
と
か
、
そ
れ
と
も
犬
ど
も
や
猫
ど
も
と
か
」。

「
あ
い
さ
、
あ
ん
た
と
だ
よ
」
と
彼
女
は
言
っ
た
。
そ
し
た
ら
こ
れ
ま
た
ま
さ
し
く

犬
ど
も
や
猫
ど
も
と
飲
む
羽
目
に
な
っ
た
。
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
と
、
テ
ュ
ル
シ
ェ

マ
ン
は
ま
た
し
て
も
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ
た
。「
ど
っ
ち
の
門
か
ら
表
へ
出
た
い
、
黄
金

の
門
か
ら
か
、
そ
れ
と
も
瀝ピ
ッ
チ青
の
門
か
ら
か
」。
そ
こ
で
彼
女
は
「
黄
金
の
門
か
ら

出
た
い
わ
よ
。
分
か
り
き
っ
た
こ
っ
た
」
と
返
辞
。
で
も
ね
、
こ
っ
ち
は
す
ぐ
さ
ま

閉
ま
っ
て
し
ま
い
、
彼
女
は
瀝ピ
ッ
チ青
の
門
か
ら
外
へ
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

そ
う
し
て
テ
ュ
ル
シ
ェ
マ
ン
が
門
の
上
に
い
て
、
が
た
が
た
ゆ
さ
ゆ
さ
揺
す
ぶ
っ
た
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の
で
、
門
は
ぐ
ら
ぐ
ら
ぐ
ら
つ
い
て
、
マ
リ
ー
ア
の
上
に
ど
っ
さ
り
瀝ピ
ッ
チ青
が
降
っ
て
来
た
も
の
だ
か
ら
、
彼
女
は
体
全
体
べ
っ
と
り
瀝ピ
ッ
チ青

だ
ら
け
に
な
っ
た
。

　

マ
リ
ー
ア
が
み
っ
と
も
な
い
恰か
っ
こ
う好
に
な
っ
た
の
に
む
し
ゃ
く
し
ゃ
し
て
家
に
戻
る
と
、
コ
ッ
コ
ッ
コ
の
雄
鶏
が
出
迎
え
て
啼
い
た
。

「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
、
瀝ピ
ッ
チ青
の
マ
リ
ー
ア
が
お
帰
り
だ
、
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
」。
母
親
は
す
っ
か
り
う
ん
ざ
り
で
娘
に
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
し
ま
い
、

こ
う
な
っ
て
は
、
み
っ
と
も
な
い
実
の
娘
を
人
目
に
曝さ
ら

す
わ
け
に
は
行
か
な
く
な
っ
た
。
娘
は
、
瀝ピ
ッ
チ青
で
く
っ
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
黄
金

を
欲
し
が
っ
た（

（（
（

の
で
、［
瀝ピ
ッ
チ青
を
く
っ
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
］
ひ
ど
い
罰
を
受
け
た
ま
ん
ま
だ
っ
た
。
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一
二　

名
付
け
親
に
な
っ
た
死　

　

昔
む
か
し
と
っ
て
も
貧
し
い
男
が
い
た
。
名
前
は
ク
ラ
ウ
ス
。
神
様
か
ら
ど
っ
さ
り
お
宝
を
授
か
っ
た
が
、
こ
れ
が
ク
ラ
ウ
ス
に
は
大

層
な
苦
の
種
。
つ
ま
り
子
宝
が
十
二
人
て
わ
け
。
そ
し
て
ち
ょ
こ
っ
と
し
た
ら
ま
た
ち
ょ
こ
っ
と
し
た
の
が
誕
生
。
こ
れ
す
な
わ
ち
十
三

番
目
。
貧
乏
な
こ
の
男
は
ど
う
し
た
ら
代パ
ー
テ父
が（

（（
（

調
達
で
き
よ
う
か
や
き
も
き
し
た
が
、
な
ん
と
し
て
も
当
て
が
な
い
。
な
に
し
ろ
親
戚
一

統
は
全
員
既
に
子
ど
も
た
ち
を
聖
水
盤（

（（
（

か
ら
取
り
上
げ
て
［
洗
礼
式
に
立
ち
会
っ
て
］
い
た
こ
と
だ
し
、
友
だ
ち
連
の
中
で
気
の
毒
が
っ

て
こ
の
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
ち
び
の
名
付
け
親
に
な
っ
て
く
れ
そ
う
な
の
が
見
つ
か
る
望
み
は
あ
り
っ
こ
な
い
の
で
。
そ
こ
で
思
い
付
い

た
の
が
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の
赤
の
他
人
に
縋す
が

る
こ
と
。
こ
と
に
知
人
の
だ
れ
か
れ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
似
た
よ
う
な
場
合
、
け
ん
も
ほ

ろ
ろ
に
お
断
り
を
喰く
ら

っ
た
り
し
た
も
の
だ
か
ら
。

　

そ
こ
で
憐
れ
な
父
親
は
、
最
初
に
出
逢
っ
た
御
仁
に
代
父
役
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
よ
う
頼
む
つ
も
り
で
街
道
ま
で
出
て
行
っ
た
。
す

る
と
ね
、
す
ぐ
に
出
逢
っ
た
の
は
立
派
な
風
采
で
、
姿
形
の
美
し
い
、
ま
こ
と
に
優
し
そ
う
な
男
性
。
年
寄
り
で
も
な
く
若
く
も
な
く
、

柔
和
で
善
良
な
顔
つ
き
を
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
貧
乏
人
に
は
、
そ
の
辺
の
木
も
花
も
草
や
穀
物
の
茎
も
皆
、
こ
の
ひ
と
の
前
で
身
を
屈

め
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
で
、
ク
ラ
ウ
ス
は
、
こ
り
ゃ
あ
神
様
に
違
い
な
い
、
と
思
っ
た
の
で
、
お
ん
ぼ
ろ
の
縁
無
し
帽
を
脱
ぎ
、

両
手
を
組
み
合
わ
せ
て
、
主フ
ァ
ー
タ
ー
・
ウ
ン
ザ
ー

の
禱
り
を（

（（
（

唱
え
た
。
こ
の
御
方
は
や
っ
ぱ
り
神
様
で
、
ク
ラ
ウ
ス
が
口
に
出
さ
な
い
う
ち
に
そ
の
望
み
が

分
か
り
、
こ
う
の
た
も
う
た
。「
そ
な
た
は
赤
児
の
た
め
に
代
父
を
探
し
て
い
る
ね
。
よ
し
よ
し
、
洗
礼
式
で
子
ど
も
を
取
り
上
げ
て
し

ん
ぜ
よ
う
。
わ
た
し
、
神
様
が
ね
」。

　
「
な
ん
と
も
は
や
ご
親
切
な
こ
っ
て
、
神
様
」
と
ク
ラ
ウ
ス
は
お
ず
お
ず
と
言
葉
を
返
し
た
。「
し
た
が
、
け
っ
こ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
な
た
様
は
、
も
う
持
っ
て
る
連
中
に
そ
の
上
お
や
ん
な
さ
る
。
あ
っ
ち
に
ゃ
財
産
、
こ
っ
ち
に
ゃ
餓が

き鬼
ど
も
を
の
う
。
だ
も
ん
で
ど
っ
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ち
も
う
ま
く
行
か
ね
え
こ
と
が
た
び
た
び
で
さ
。
金
持
ち
ゃ
た
ら

ふ
く
、
貧
乏
人
は
腹
空
く（

（（
（

、
っ
て
ね
」。
こ
う
言
わ
れ
て
主し
ゅ

は
く

る
り
と
向
き
直
り
、
も
う
見
え
な
く
な
っ
た
。
ク
ラ
ウ
ス
は
歩
き

続
け
、
暫
く
行
く
と
、
あ
っ
ち
か
ら
一
人
の
男
が
や
っ
て
来
た
。

こ
や
つ
、
悪
魔
の
よ
う
な
恰か
っ
こ
う好
だ
っ
た
が
、
実
の
と
こ
ろ
や
っ
ぱ

り
悪
魔
だ
っ
た
。
そ
し
て
ク
ラ
ウ
ス
に
、
だ
れ
を
探
し
て
る
、
と

訊
い
た
も
の
。
─
─
赤
児
の
た
め
に
代
父
を
探
し
て
る
、
が
答
え
。

─
─
「
お
や
、
そ
ん
な
ら
お
い
ら
に
し
な
。
お
い
ら
、
そ
の
子
を

金
持
ち
に
し
て
や
る
」。
─
─
「
お
ぬ
し
は
だ
れ
だ
い
」。
─
─

「
お
い
ら
は
悪
魔
さ
」。
─
─
「
悪
魔
だ
っ
て
え
」。
ク
ラ
ウ
ス
は

そ
う
叫
ん
で
、
こ
の
男
を
角
か
ら
馬
の
脚
ま
で（

（（
（

つ
ら
つ
ら
検
分
し
、

そ
れ
か
ら
い
わ
く
「
失
礼
な
が
ら
、
あ
ん
た
と
あ
ん
た
の
祖ば

あ母
様

ん
と
こ
へ（

（（
（

お
帰
ん
な
せ
え
。
わ
し
は
あ
ん
た
な
ん
ぞ
名
付
け
親
に

は
し
ね
え
。
あ
ん
た
は
こ
の
上
な
く
邪
よ
こ
し
ま

な
代
物
だ
あ
よ
。
う
え

え
、
忌
忌
し
い
」。

　

す
る
と
悪
魔
は
く
る
り
と
方
向
転
換
、
ク
ラ
ウ
ス
に
お
ぞ
ま
し

い
顰し
か

め
っ
面つ
ら

を
一
つ
や
ら
か
す
と
、
空
気
を
硫
黄
の
悪
臭
で
満
た

し
て
消
え
失
せ
た
。
そ
れ
か
ら
ま
た
し
て
も
父
親
に
行
き
逢
っ
た
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の
は
葎ホ
ッ
プ穂
の（

（（
（

蔓
を
這
わ
せ
る
支
柱
み
た
い
に
が
り
が
り
の
背
高
の
っ
ぽ
で
、
あ
ん
ま
り
痩
せ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
骨
が
か
た
か
た
鳴
る
始

末
。
こ
れ
も
「
あ
ん
た
は
だ
れ
を
探
し
て
い
る
」
と
訊
き
、
子
ど
も
の
代
父
に
な
っ
て
あ
げ
よ
う
、
と
申
し
出
た
。「
あ
な
た
は
ど
な
た

で
」
と
ク
ラ
ウ
ス
が
訊
ね
る
。「
わ
た
し
は
死
だ
よ
」
と
相
手
は
ひ
ど
く
嗄し
ゃ
が

れ
た
声
で
名
乗
っ
た
。
─
─
死
と
面
と
向
か
っ
た
の
に
は
び

っ
く
り
仰
天
し
た
ク
ラ
ウ
ス
だ
が
、
気
を
取
り
直
し
て
こ
う
考
え
た
。「
こ
れ
な
ら
わ
し
の
十
三
番
目
の
子
の
洗
礼
の
証
人
に
は
持
っ
て

来
い
か
も
な
」
と
。
そ
こ
で
い
わ
く
「
あ
な
た
な
ら
願
っ
て
も
ね
え
こ
っ
て
。
貧
し
か
ろ
う
と
金
持
ち
だ
ろ
う
と
、
あ
な
た
は
分
け
隔
て

を
な
さ
ら
ね
え
。
よ
し
き
た
、
決
ま
り
だ
。
わ
し
ん
と
こ
の
名
付
け
親
に
な
っ
て
く
れ
さ
っ
し
ゃ
い
。
し
か
る
べ
き
時
刻
に
出
て
ら
し
て

く
だ
せ
え
。
洗
礼
式
は
今
度
の
日
曜
に
や
る
だ
で
。」。

　

で
、
日
曜
日
に
な
る
と
死
は
本
当
に
や
っ
て
来
て
、
正
式
ド
ー
ト（

（（
（

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
嬰
児
の
名
付
け
の
父
親
の
こ
と
。
さ
あ
て
子
ど

も
は
ご
く
ご
く
元
気
に
生
い
育
っ
た
。
人
間
が
将
来
飯
を
食
う
た
め
に
何
か
生た
つ
き計
の
道
を
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
齢
に
な
る
と
、
丁

度
う
ま
い
具
合
に
代
父
が
や
っ
て
来
て
、
一
緒
に
と
あ
る
小お

暗ぐ
ら

い
森
に
行
く
よ
う
指
図
し
た
。
そ
こ
に
は
あ
ら
ゆ
る
薬
草
が
生
え
て
い
た
。

死
は
こ
う
言
っ
た
。「
さ
て
、
わ
た
し
の
名パ

ー

ト

付
け
子
や（

（（
（

、
お
ま
え
の
洗
礼
の
贈
り
物（

（（
（

を
受
け
取
る
が
よ
い
。
お
ま
え
を
ど
ん
な
医く
す
し師
よ
り

優
る
医く
す
し師
に
し
て
進
ぜ
る
。
こ
れ
か
ら
教
え
る
薬
草
の
効
用
で
の
う
。
さ
り
な
が
ら
、
わ
た
し
が
言
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
お
ま

え
が
患
者
の
と
こ
ろ
に
呼
ば
れ
る
と
、
い
つ
も
わ
た
し
の
姿
を
目
に
す
る
だ
ろ
う
。

　

わ
た
し
が
病
人
の
枕
許
に
立
っ
て
い
た
ら（

（（
（

、
治
し
て
み
せ
ま
す
、
と
請
け
合
っ
て
、
薬
を
服の

ま
せ
て
や
っ
て
よ
ろ
し
い
。
し
た
が
、
土

を
噛
ま
に
ゃ
［
死
な
な
き
ゃ
］
な
ら
ん
場
合
に
は（

（（
（

、
わ
た
し
は
そ
の
足
許
に
立
っ
て
お
る
。
そ
の
場
合
は
た
だ
こ
う
言
う
の
だ
よ
。
か
よ

う
な
ご
容
態
で
は
お
助
け
で
き
る
医
者
は
こ
の
世
に
は
お
り
ま
せ
ぬ
、
こ
の
そ
れ
が
し
と
て
も
同
様
で
ご
ざ
い
ま
す
、
と
な
。
し
て
、
わ

た
し
の
強
力
な
意
志
に
逆
ら
っ
て
薬
を
用
い
る
で
な
い
ぞ
。
さ
よ
う
い
た
せ
ば
由
由
し
い
事
態
に
な
ろ
う
ぞ
」。

　

そ
う
言
っ
て
死
は
立
ち
去
り
、
若
者
は
旅
修
行
に
出
た
。
そ
し
て
ろ
く
す
っ
ぽ
経
た
な
い
う
ち
に
評
判
に
な
っ
た
。
そ
れ
も
こ
の
世
で
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一
番
偉
い
お
医
者
だ
、
と
の
評
判
が
。
な
に
し
ろ
、
患
者
を
じ
い
っ
と
見
る
な
り
、
生
き
る
か
死
ぬ
か
分
か
る
、
と
い
う
話
だ
っ
た
の
で
。

こ
の
医
者
は
死
が
病
人
の
足
許
に
い
る
の
を
目
に
す
る
と
、
溜
め
息
を
つ
い
て
、
臨
終
の
人
に
対
す
る
祈
禱
を
唱
え
、
死
の
姿
が
枕
許
に

見
え
る
と
、
薬
草
か
ら
抽
出
し
た
液
体
を
幾
滴
か
服
ま
せ
、
そ
し
て
病
人
は
恢か
い
ふ
く復
す
る
の
だ
っ
た
。
と
い
う
し
だ
い
で
そ
の
名
声
は
日
毎

い
や
ま
し
に
高
ま
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
の
奇
蹟
の
お
医
者
が
あ
る
国
に
赴
い
た
。
そ
こ
の
国
王
は
重
い
病
の
床
に
臥
せ
っ
て
い
た
。
御ご

典て
ん

医い

の
面
面
は
、
王
様
が
持

ち
直
さ
れ
る
望
み
は
ご
ざ
ら
ぬ
、
と
諦
め
て
い
た
。
さ
は
さ
り
な
が
ら
、
国
王
た
ち
だ
っ
て
一
向
死
に
た
く
は
な
い
。
そ
こ
で
老
王
は
、

ま
だ
奇
蹟
に
巡
り
合
え
る
か
も
、
つ
ま
り
、
奇
蹟
の
医く
す
し師
に
治
し
て
も
ら
え
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
思
い
、
呼
び
に
や
ら
せ
て
、
ご
く
大

枚
の
報
酬
を
約
束
し
た
。
さ
て
国
王
に
は
王
女
が
一
人
あ
り
、
な
ん
と
も
麗
し
く
上
品
で
、
さ
な
が
ら
天
使
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

王
の
部
屋
に
入
っ
た
医
者
が
そ
の
臥ふ
し

床ど

の
傍
ら
に
見
た
の
は
二
つ
の
姿
。
枕
許
に
は
綺
麗
な
泣
き
濡
れ
た
お
姫
様
、
足
許
に
は
冷
や
や

か
な
死
だ
っ
た
。
そ
し
て
王
女
は
、
大
事
な
父
上
を
お
救
い
く
だ
さ
い
、
と
涙
ぐ
ま
し
く
懇
願
し
た
が
、
陰
鬱
な
名
付
け
親
は
が
ん
と
し

て
そ
こ
を
動
か
な
い
。
そ
こ
で
医く
す
し師
は
一
計
を
案
じ
た
。
機
敏
な
侍
僕
た
ち
に
命
じ
て
王
の
寝
台
を
素
早
く
回
転
さ
せ
、
急
い
で
薬
液
を

一
滴
与
え
た
も
の
だ
か
ら
、
死
は
騙だ
ま

く
ら
か
さ
れ
て
、
国
王
は
助
か
っ
た
。
死
は
腹
を
立
て
て
退
散
し
た
が
、
骨
に
な
っ
て
い
る
長
い
人

差
し
指
を
挙
げ
て
名
付
け
子
を
脅
か
し
た
。

　

こ
ち
ら
は
魅
惑
溢
れ
る
姫
君
へ
の
恋
に
燃
え
、
相
手
の
方
も
深
い
感
謝
の
念
か
ら
そ
の
心
を
捧
げ
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
後
す
ぐ
に
王
女

は
激
烈
な
重
病
に
罹か
か

っ
た
。
何
に
も
ま
し
て
息
女
を
愛
し
て
い
た
国
王
は
、
姫
を
健
や
か
に
で
き
る
医
者
は
そ
の
婿
に
迎
え
、
い
ず
れ
国

王
と
す
る
旨
の
お
布ふ

れ令
を
出
し
た
。
大
い
な
る
希
望
が
胸
に
燃
え
上
が
っ
た
若
者
は
、
病
人
の
と
こ
ろ
に
駆
け
つ
け
た
。
─
─
が
、
死
が

立
っ
て
い
る
の
は
そ
の
足
許
だ
っ
た
。
医
者
は
、
場
所
を
変
え
て
少
し
上
手
の
方
へ
、
で
き
れ
ば
病
人
の
枕
許
ま
で
動
い
て
く
だ
さ
い
な
、

と
哀
願
の
眼
差
し
を
代
父
に
投
げ
掛
け
た
け
れ
ど
も
無
駄
。
死
は
が
ん
と
し
て
動
か
な
い
。
病
気
の
姫
君
は
今
に
も
息
を
引
き
取
り
そ
う
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な
様
子
。
そ
れ
で
も
彼
女
は
、
命
を
助
け
て
、
と
ば
か
り
切

切
と
若
者
を
見
詰
め
る
。
そ
こ
で
死
の
名
付
け
子
は
も
う
一

度
計
略
を
実
行
、
王
女
の
寝
台
を
素
早
く
回
転
さ
せ
、
急
い

で
薬
液
を
数
滴
与
え
た
。
す
る
と
彼
女
は
蘇
生
し
て
、
感
謝

を
籠
め
て
い
と
し
い
人
に
微
笑
み
か
け
た
。
け
れ
ど
も
死
の

方
は
、
殺
し
て
や
り
た
い
、
と
ば
か
り
憎
憎
し
い
目
で
睨
み

付
け
、
氷
の
よ
う
に
冷
た
く
仮か

借し
ゃ
く

な
い
手
で
医
者
を
ぎ
ゅ

っ
と
摑
み
、
そ
の
場
か
ら
引
き
離
し
、
広
大
な
地
下
の
洞
窟

へ
連
れ
て
行
っ
た
。
洞
窟
の
中
に
は
何
千
何
万
も
の
蠟ろ
う

燭そ
く

が

灯と
も

っ
て
い
た
。
大
き
い
の
も
、
そ
の
半
分
く
ら
い
な
の
も
、

小
さ
い
の
も
、
ご
く
ち
っ
ぽ
け
な
の
も
さ
ま
ざ
ま
。
ぱ
っ
と

火
が
消
え
る
の
も
随
分
あ
る
し
、
火
が
点
く
の
も
多
い
。
す

る
と
死
が
名
付
け
子
に
こ
う
言
っ
た
。「
見
ろ
、
こ
こ
に
燃

え
て
い
る
の
は
人
間
め
い
め
い
の
命
の
灯と
も
し
び火
だ
。
大
き
い
の

は
子
ど
も
た
ち
、
半
分
く
ら
い
な
の
は
壮
年
の
連
中
、
小
さ

い
の
は
爺じ
い

さ
ん
婆ば
あ

さ
ん
て
わ
け
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
で
も
も

う
す
ぐ
消
え
て
し
ま
う
命
の
灯
火
の
持
ち
主
な
こ
と
が
け
っ

こ
う
あ
る
」。
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「
ど
う
か
あ
た
く
し
の
は
ど
れ
だ
か
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
医
者
は
死
に
頼
ん
だ
。
す
る
と
死
が
示
し
た
の
は
と
て
も
小
さ
な
燃
え
さ

し
で
、
こ
れ
は
今
に
も
消
え
て
し
ま
い
そ
う
。「
あ
あ
、
お
願
い
で
す
、
名
付
け
親
さ
ん
」
と
若
者
。「
あ
た
く
し
の
を
新
し
く
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
あ
の
綺
麗
な
許
嫁
に
、
王
女
様
に
求
婚
し
て
、
お
婿
さ
ん
に
な
っ
て
、
い
ず
れ
王
様
の
位
に
も
就
け
ま
す
」。
─

─
「
そ
う
い
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
」
と
冷
や
や
か
に
死
は
応
え
た
。「
ま
ず
な
、
一
つ
が
燃
え
切
っ
ち
ま
っ
た
ら
、
そ
の
上
に
新
し
い

の
を
接つ

い
で
、
火
を
点
け
る
の
だ
」。

　
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
す
ぐ
に
、
そ
の
古
い
や
つ
を
新
し
い
の
の
上
に
載
っ
け
て
く
だ
さ
い
な
」
と
医
者
が
言
う
と
、
死
い
わ
く
「
そ
う
し
て

み
よ
う
」。
で
、
死
は
長
い
蠟
燭
を
取
り
、
接
い
で
み
せ
る
よ
う
な
ふ
り
を
し
た
が
、
わ
ざ
と
手
を
滑
ら
せ
て
ち
び
た
蠟
燭
を
突
き
倒
し

た
の
で
、
こ
れ
は
ぱ
っ
と
消
え
た
。
そ
の
瞬
間
医
者
は
よ
ろ
よ
ろ
っ
と
倒
れ
て
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

死
ん
じ
ゃ
っ
た
の
に
効
く
薬
草
な
ん
ぞ
、
ど
こ
に
も
生
え
て
っ
こ
な
い
よ
ね
。

　

訳
注

　

ま
え
が
き

（
1
）
ま
え
が
き　

ほ
ぼ
同
文
を
「
Ｌ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
『
ゼ
リ
ン
デ
』
訳
・
注
・
解
題
」（「
人
文
学
会
雑
誌
」
第
三
九
巻
第
三
号
〈
比
較
文
化
特
集
号
〉、
二
〇
〇
八
・
一

月
」
の
「
解
題
」
と
し
て
既
に
発
表
し
た
が
、
Ｄ
Ｂ
Ｍ
（
一
八
五
七
）
の
一
連
の
訳
・
注
・
解
題
の
掲
載
に
当
た
り
、
こ
れ
ら
を
初
め
て
読
ま
れ
る
方
の
た
め
に
あ
え
て

付
け
加
え
た
。

（
2
）
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト　

A
rnstadt.　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
豪
族
の
一
つ
だ
っ
た
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
＝
ゾ
ン
ダ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
家
の
か
つ
て
の
城
下
町
。
ほ
ど
ほ

ど
の
産
業
基
盤
を
持
ち
、
伝
統
あ
る
文
化
の
中
心
で
、
保
養
地
で
も
あ
る
。
十
九
世
紀
の
人
口
は
一
八
一
四
年
四
千
余
、
一
八
九
〇
年
一
万
三
千
弱
。
二
〇
〇
八
年
約

二
万
五
千
。
古
く
は
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
家
の
代
官
と
し
て
ケ
ー
フ
ェ
ル
ン
ブ
ル
ク
伯
爵
家
が
治
め
て
い
た
が
、
一
三
〇
六
年
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
爵
家
の
手
に
渡
り
、

同
家
は
一
七
〇
六
年
ま
で
こ
こ
に
宮
廷
を
開
い
て
い
た
。

（
3
）
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン  M

einingen.　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
森
ヴ
ァ
ル
ト

に
接
し
、
ヴ
ェ
ラ
川
に
沿
う
都
市
。
十
九
世
紀
の
人
口
は
一
八
三
三
年
五
千
六
百
強
、
一
八
九
〇
年

一
万
二
千
ほ
ど
。
二
〇
〇
八
年
約
二
万
。
公
爵
家
の
居
城
だ
っ
た
エ
リ
ザ
ベ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
城
の
他
、
宮
殿
、
教
会
、
幾
つ
も
の
高
等
教
育
機
関
が
あ
り
、
産
業
に
も
事
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欠
か
な
い
。
一
六
八
〇
年
以
降
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
時
ま
で
ザ
ク
セ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
公
国
の
首
邑
。

（
4
）
ル
イ
・
ユ
ベ
ー
ル
・
デ
ュ
ポ
ン
ト
ロ
ー　

Louis H
ubert D

upontreau.　

未
詳
。

（
5
）
ヨ
ハ
ン
ナ
・
ド
ロ
テ
ー
ア
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン　

Johanna D
orothea Bechstein.　

一
七
七
五
─
一
八
四
七
年
。

（
6
）
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク　

A
ltenburg.　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
東
部
（
オ
ス
タ
ー
ラ
ン
ト
）
の
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
公
国
の
首
邑
。
十
九
世
紀
の
人
口
は
、

一
八
三
一
年
一
万
三
千
弱
、
一
九
〇
〇
年
三
万
七
千
余
。
二
〇
〇
八
年
約
三
万
。

（
7
）
ヨ
ー
ハ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン　

Johann W
ilhelm

 Bechstein.　

公
国
宗
教
局
使
丁
長Fürstlicher K

onsistorialbotenm
eister 

だ
っ
た
。

（
8
）
ヴ
ァ
ン
デ
地
方　

V
endée.　

フ
ラ
ン
ス
西
部
。
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
時
王
党
派
が
蜂
起
し
た
地
方
の
一
つ
。
こ
こ
で
の
革
命
政
府
軍
と
の
闘
争
を
主
題
と
し
た
フ
ラ
ン

ス
文
学
に
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
長
編
小
説
『
九
十
三
年
』
な
ど
が
あ
る
。

（
9
）
フ
ォ
ン
ト
ネ
イ
・
ル
・
コ
ン
ト　

Fontenay-le-Com
te.　

ヴ
ァ
ン
デ
川
に
沿
う
小
都
市
。
こ
こ
か
ら
舟
航
可
能
。

（
10
）
里
子
に
出
さ
れ　
「
わ
た
し
は
父
の
い
な
い
可
哀
そ
う
な
子
だ
っ
た
。
母
は
い
と
も
い
と
け
な
い
年
齢
の
わ
た
し
を
報
酬
目
当
て
の
人
間
の
許
へ
里
子
に
出
し
た
…
」„

Ich w
ar ein arm

es K
ind, das keinen V

ater hatte, und das die M
utter in zartester Jugend in M

iethlingshände gab...,

“（
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
未
完

の
自
伝
的
小
品
『
とズ
ン
マ
・
ズ
マ
ー
ル
ム

ど
の
つ
ま
り
は
』Sum

m
a Sum

m
arum

に
拠
る
）。

（
11
）
ヨ
ー
ハ
ン
・
マ
テ
ー
ウ
ス
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン　

Johann M
athäus Bechstein.　

 

一
七
五
七
─
一
八
二
二
年
。
動
物
学
者
、
植
物
学
者
に
し
て
著
述
家
。
マ
イ
ニ

ン
ゲ
ン
近
郊
の
ド
ラ
イ
ス
ィ
ヒ
ア
カ
ー
林
学
講ア
カ
デ
ミ
ー

習
所
所
長
の
地
位
に
あ
っ
た
彼
は
一
八
二
二
年
林
学
＝
狩
猟
学
協
会
を
設
立
。
大
部
の
著
作
が
あ
る
。

（
12
）
バ
ー
ト
・
ザ
ル
ツ
ン
ゲ
ン　

Bad Salzungen.　

マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
近
郊
の
小
都
市
。
十
九
世
紀
の
人
口
は
一
八
三
三
年
二
千
八
百
余
、
一
八
九
〇
年
四
千
余
。

二
〇
〇
八
年
約
一
万
七
千
弱
。
ヴ
ェ
ラ
川
と
ザ
ル
ツ
ン
グ
湖
の
畔
に
あ
る
極
め
て
古
い
保
養
地
。

（
13
）
ザ
ク
セ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
公
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
エ
ー
リ
ヒ
・
フ
ロ
イ
ン
ト　

Bernhard Erich Freund, H
erzog von Sachsen=M

einingen.　

 

一
八
〇
〇
─

八
二
年
。
ザ
ク
セ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
公
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
二
世
（
在
位
一
八
〇
三
─
六
六
）。
歴
史
的
に
は
毀き

よ誉
褒ほ
う
へ
ん貶
相
半
ば
す
る
人
物
。
端
麗
な
容
貌
で
、
あ
ら
ゆ
る

階
層
の
人
間
と
親
し
み
、
そ
れ
ゆ
え
臣
民
に
は
愛
さ
れ
、「
臣
民
の
友
フ
ロ
イ
ン
ト

」Freund seiner U
ntertanen 

と
呼
ば
れ
た
。
し
か
し
、
彼
の
政
治
的
決
定
は
し
ば
し
ば

軽
率
か
つ
失
敗
だ
っ
た
。

（
14
）『
十ゾ

ネ

ッ

テ

四
行
詩
の
環
』Sonettenkränze.  

一
八
二
八
年
復オ
ー
ス
タ
ー
メ
ッ
セ

活
祭
市
の
折
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
出
版
さ
れ
た
。「
子
ど
も
時
代
の
ま
め
や
か
な
養
母
に
」
と
し
て
、
当
時

既
に
夫
に
死
別
し
て
い
た
枢
密
顧
問
官
夫
人
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
15
）
一
八
二
三
年
『
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
民
話
』
…
…
と
題
す
る
創
作
集
を
発
表
し
た　

Ｃ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
と
い
う
筆
名
で
。
自
力
で
刊
行
し
た
最
初
の
著
作
で
あ
る
。

（
16
）「
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
古
代
研
究
協
会
」der H

ennebergische altertum
sforschende V

erein.　

ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
は
十
六
世
紀
後
半
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
を
支
配
し
た
君
侯

家
。
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（
17
）
カ
ロ
リ
ー
ネ
・
ヴ
ィ
ス
ケ
マ
ン　

Caroline W
iskem

ann.　

一
八
〇
八
─
一
八
三
四
年
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
タ
ー
ル
・
ア
ン
・
デ
ア
・
ヴ
ェ
ラ
出
身
。

（
18
）
テ
レ
ー
ゼ
・
シ
ュ
ル
ツ　

T
herese Schulz.　

生
没
年
未
詳
。
ウ
ン
タ
ー
マ
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
出
身
。

（
19
）
ゲ
オ
ル
ク　

Georg.　

 

一
八
二
六
─
一
九
一
四
年
。
後
の
ザ
ク
セ
ン
＝
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
公
ゲ
オ
ル
ク
二
世
。
一
八
六
六
年
父
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
二
世
の
退
位
後
、
公
位
を

継
ぐ
。
芸
術
、
特
に
演
劇
の
振
興
に
貢
献
し
た
の
で
、「
演
劇
公
」T

heaterherzog

と
の
添
え
名
が
あ
る
。

（
20
）
ホ
ル
バ
イ
ン　

H
olbein.　

 

小
ハ
ン
ス
・
ホ
ル
バ
イ
ンH

ans H
olbein, der Jüngere

（
一
四
九
七
／
九
八
─
一
五
四
三
）。
父
大
ハ
ン
ス
・
ホ
ル
バ
イ
ン
や
、
兄
ア

ン
ブ
ロ
ジ
ウ
ス
・
ホ
ル
バ
イ
ン
と
と
も
に
有
名
な
画
家
。
三
者
の
う
ち
で
最
も
傑
出
し
た
存
在
、
と
さ
れ
る
。
骸
骨
姿
の
死
が
、
教
皇
・
皇
帝
・
王
侯
か
ら
下
下
に
至
る

ま
で
の
男
女
と
手
に
手
を
取
っ
て
踊
り
つ
つ
、
こ
の
世
か
ら
連
れ
出
し
て
行
く
さ
ま
を
描
い
た
一
連
の
図
「
死ト
ー
テ
ン
タ
ン
ツ

の
舞
踏
」
は
最
も
有
名
。

（
21
）
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ヒ
タ
ー　

Ludw
ig Richter.  

ア
ー
ド
リ
ア
ン
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ヒ
タ
ーA

drian Ludw
ig Richter

（
一
八
〇
三
─
八
四
）。
画
家
。
図
案

家
。
ま
ず
銅
版
画
家
で
あ
る
父
カ
ー
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
リ
ヒ
タ
ー
の
弟
子
と
な
っ
た
が
、
次
い
で
、
十
八
世
紀
後
半
の
市
民
芸
術
に
お
け
る
著
名
な
画
家
に
し
て
銅
版

画
家
ダ
ニ
エ
ル
・
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ホ
ド
ヴ
ィ
エ
ツ
キ
イD

aniel N
ikolaus Chodow

iecki

（
一
七
二
六
─
一
八
〇
一
）
の
腐エ

ッ

チ

ン

グ

蝕
銅
版
画
技
法
を
手
本
と
し
た
。

一
八
二
三
─
二
六
年
イ
タ
リ
ア
、
特
に
ロ
ー
マ
に
滞
在
。
一
八
二
八
─
三
六
年
マ
イ
セ
ン
図
案
学
校
の
教
員
、
そ
の
後
一
八
七
六
年
ま
で
ド
レ
ス
デ
ン
美ア

カ

デ

ミ

ー

術
専
門
学
校
教

授
を
務
め
た
。
ド
レ
ス
デ
ン
で
は
間
も
な
く
木
版
画
を
始
め
、
こ
れ
が
次
第
に
彼
の
芸
術
活
動
の
主
流
と
な
り
、
民
衆
に
目
を
向
け
さ
せ
た
。
ド
イ
ツ
の
日
常
生
活
の
の

ん
び
り
と
し
た
叙
景
、
愛
す
べ
き
諧フ
モ
ー
ル謔
、
豊
か
な
空フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

想
力
に
よ
り
、
挿
絵
画
家
と
し
て
一
世
を
風
靡
す
る
活
躍
を
し
た
。
ド
イ
ツ
の
木
版
画
を
大
い
に
振
興
す
る
の
に
役

立
っ
た
こ
れ
ら
挿
絵
が
飾
っ
た
書
籍
と
し
て
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ラ
ー
の
『
鐘
の
歌
』、
ヨ
ー
ハ
ン
・
ペ
ー
タ
ー
・
ヘ
ー
ベ
ル
の
『
ア
レ
マ
ン
詩
集
』、
ム
ゼ
ー
ウ
ス
の

『
ド
イ
ツ
人
の
民
話
』、
Ｄ
Ｍ
Ｂ
（
一
八
五
七
）
な
ど
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
22
）
ル
ツ
・
レ
ー
リ
ヒ
教
授　

Prof. D
r. Lutz Röhrich.  

一
九
二
二
─
二
〇
〇
六
年
。
多
年
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
民
俗
学
科
主
任
の
要
職
に
あ
っ
た
。
膨
大
な
業
績
が
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
極
め
て
聡
明
、
明
朗
な
ひ
と
と
な
り
で
、
か
つ
諧フ
モ
ー
ル謔
を
愛
し
た
。

（
23
）
世
紀
転
換
期
頃
…
…
に
貢
献
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る　

Bis um
 die Jahrhundertw

ende erfreuten sich Bechsteins M
ärchenbücher einer größeren 

Beliebtheit und w
eiteren V

erbreitung als die Grim
m

schen K
H

M
, w

obei zum
 großen Erfolg sicher auch die Illustrationen durch Ludw

ig 
Richter beigetragen haben. 

　

出
典
。
ル
ツ
・
レ
ー
リ
ヒ
著
『
そ
し
て
彼
ら
は
死
ん
で
は
い
な
い
か
ら
…
…
』Lutz Röhrich: „und w

eil sie nicht gestorben sind ... “  Böhlau V
erlag. K

öln / 
W

eim
ar / W

ien 2002. 

三
六
四
ペ
ー
ジ
。

（
24
）
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
シ
エ
ル
フ　

W
alter Scherf.　

一
九
二
〇
年
マ
イ
ン
ツ
に
生
ま
れ
る
。
児
童
文
学
・
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
研
究
家
。
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一　

勇
敢
な
小
男
の
仕
立
て
屋
の
話

（
25
）
小
男
の
仕
立
屋　

Schneiderlein.　

–lein

は
ド
イ
ツ
語
の
縮
小
語
尾
。
こ
こ
で
は
、
大
い
に
機
転
が
利
い
て
敏
捷
、
か
つ
、
事
実
勇
敢
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
仕
立
屋

七
人
で
男
一
匹
」
な
ど
と
不
当
な
悪
口
を
被
る
こ
と
も
あ
る
く
ら
い
、
大
体
が
温
和
な
小
男
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。
寡
欲
で
親
切
、
か
つ
控
え
め
な
人
物
と
い
う
設
定
の
Ｋ

Ｈ
Ｍ
一
八
二
「
小
さ
い
人
人
の
贈
り
物
」D

ie Geschenke des kleinen V
olkes

も
あ
る
。

（
26
）
ロ
マ
ー
デ
ィ
ア　

Rom
adia.　

 

該
当
す
る
町
は
ド
イ
ツ
語
圏
に
は
あ
る
ま
い
。
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
で
は
人
名
・
地
名
な
ど
固
有
名
詞
は
必
要
な
い
の
だ
が
。

（
27
）
布ヘ

レ

地
入
れ　

H
ölle.　

こ
の
綴
り
で
は
「
地
獄
」
の
意
。
普
通
は
音
の
良
く
似
た H

elle

で
あ
る
。
仕
立
屋
の
裁
ち
台
の
下
の
箱
で
、
仕
立
屋
が
端
切
れ
を
溜
め
る
と

こ
ろ
。
こ
れ
を
役
得
と
し
て
客
に
返
還
せ
ず
く
す
ね
て
し
ま
う
の
が
─
─
他
の
稼
業
の
や
っ
か
み
に
よ
る
誹
謗
も
あ
ろ
う
が
─
─
仕
立
屋
の
常
習
で
あ
る
、
と
さ
れ
た
。

（
28
）
一
打
ち
で
七
つ　

Sieben auf einen Streich.　

sieben 

は
七
と
い
う
数
詞
に
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
、
単
位
名
詞
は
憶
測
に
お
任
せ
、
と
あ
い
な
る
。
仕
立
屋
さ
ん

と
し
て
は
全
く
底
意
は
無
か
っ
た
、
と
存
ず
る
が
。

（
29
）
宿
舎
・
居
室　

Losam
ent und Zim

m
er.　

一
語
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。Losam

ent 

は
フ
ラ
ン
ス
語
「
ロ
ジ
ュ
マ
ン
」logem

ent

（
住
ま
い
・
住
宅
・
居
室
・
貸

し
部
屋
）
か
ら
の
借
用
語
。
十
六
・
七
世
紀
に
ド
イ
ツ
で
流
行
語
と
な
っ
た
。

（
30
）
短
上
着　

Röckchen.

（
31
）
巨
人　

Riese.　

 

北
欧
神
話
に
あ
っ
て
は
、
灼
熱
と
寒
冷
か
ら
原
初
の
巨
人
ユ
ミ
ル
（
両
性
具
有
か
）
が
作
ら
れ
、
彼
／
彼
女
の
養
母
的
存
在
で
あ
る
ア
ウ
ズ
フ
ム
ラ

と
い
う
牝
牛
が
舐
め
た
塩
辛
い
霜
の
石
か
ら
ブ
ー
リ
と
い
う
男
が
出
現
し
た
。
ユ
ミ
ル
か
ら
は
ま
た
「
霜
の
巨
人
」
と
い
う
種
族
が
生
ま
れ
た
（
単
性
生
殖
）。
ブ
ー
リ

の
息
子
ボ
ル
が
巨
人
ボ
ル
ソ
ル
ン
の
娘
ペ
ス
ト
ラ
を
妻
と
し
て
も
う
け
た
の
が
、
オ
ー
デ
ィ
ン
、
ヴ
ィ
リ
、
ヴ
ェ
ー
な
る
三
柱
の
兄
弟
神
で
あ
る
。
オ
ー
デ
ィ
ン
ら
は
や

が
て
天
と
地
の
創
造
に
関
わ
る
が
、
巨
人
一
族
の
方
が
神
話
で
は
先
に
生
成
し
た
わ
け
。
ユ
ミ
ル
（
こ
の
屍
骸
か
ら
神
神
に
よ
っ
て
日
月
星
辰
、
陸
地
、
大
海
原
な
ど
世

界
が
作
ら
れ
る
）
が
オ
ー
デ
ィ
ン
ら
に
殺
さ
れ
る
と
、
霜
の
巨
人
た
ち
は
一
組
を
除
き
、
ユ
ミ
ル
の
血
の
中
で
溺
れ
死
ん
だ
が
、
滅
亡
を
免
れ
た
巨
人
夫
妻
か
ら
新
た
な

巨
人
族
が
生
じ
、
彼
ら
は
神
神
と
人
間
た
ち
を
相
手
に
い
ず
れ
雌
雄
を
決
す
る
べ
く
、
人
間
の
居
住
地
ミ
ッ
ド
ガ
ル
ド
を
取
り
巻
く
荒
れ
地
、
山
岳
、
海
洋
、
ま
た
ヨ
ツ

ン
ヘ
イ
ム
と
い
う
巨
人
の
国
に
住
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
巨
人
は
本
質
的
に
は
神
神
に
敵
対
す
る
偉
大
な
存
在
。
し
か
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
民
話
に
あ
っ
て
は
、

外
見
は
と
も
か
く
中
身
は
卑
小
化
さ
れ
、
稀
に
人
間
を
喰
う
が
、
本
質
的
に
は
邪
悪
で
は
な
く
、
知
識
を
蓄
え
て
い
る
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
こ
と
は
あ

る
が
、
陰
険
で
愚
か
な
悪
党
程
度
と
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
。
一
般
に
は
、
体
は
巨
大
だ
が
、
さ
ほ
ど
頭
が
良
く
な
い
と
い
っ
た
役
回
り
で
あ
ろ
う
。

（
32
）
一ユ
ニ
コ
ー
ン

角
獣　

Einhorn.　

ギ
リ
シ
ア
語
「
モ
ノ
ケ
ロ
ス
」m

onokeros 

、
ラ
テ
ン
語
「
ウ
ニ
コ
ル
ニ
ス
」unicornis

（
一
本
角
）
か
ら
の
借
用
語
。
頭
に
一
本
の
長
い
ね

じ
れ
た
鋭
い
角
が
あ
り
、
山
羊
の
顎あ
ご

髯ひ
げ

、
獅
子
の
尾
、
牡
鹿
の
足
を
持
つ
馬
に
似
た
伝
説
上
の
動
物
。
イ
ン
ド
な
い
し
ア
フ
リ
カ
に
棲
息
す
る
、
と
言
わ
れ
、
処
女
で
な

け
れ
ば
捕
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
さ
れ
た
。
従
っ
て
純
潔
・
清
純
の
象
徴
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
家
の
紋
章
で
も
あ
る
。
伝
承
は
古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
の

浮レ

リ

ー

フ

き
彫
り
に
見
ら
れ
る
オ
リ
ッ
ク
ス
（
ア
ラ
ビ
ア
・
オ
リ
ッ
ク
スO

lyx leucoryx 

。
偶
蹄
目
牛
科
オ
リ
ッ
ク
ス
属
）
の
図
に
由
来
す
る
の
か
（
現
在
は
こ
れ
が
通
説
）。
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中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
犀さ
い

や
一い
っ
か
く角
（
鯨
目
一
角
科
の
海
獣
。
海い
る
か豚
に
似
て
い
る
。
体
長
五
メ
ー
タ
ー
。
雄
の
上
顎
の
門
歯
の
一
個
は
前
方
に
伸
び
、
長
さ
二
・
五
メ
ー
タ

ー
に
達
す
る
。
北
氷
洋
産
）
の
「
角
」
が
一
角
獣
の
角
と
し
て
蒐
集
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
俗
信
は
十
九
世
紀
初
頭
ま
で
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
存
在
し
た
よ
う
だ
。
中
国
の

伝
承
で
、
聖
人
が
出
る
前
に
現
れ
る
、
と
さ
れ
る
瑞
獣
「
麒き

麟り
ん

」
が
こ
れ
に
相
応
す
る
。

（
33
）
魚　

Fischen.　

Fisch 

の
複
数
三
格
。
一
角
獣
が
王
の
魚
（
養
魚
池
か
何
か
の
？
）
に
ど
う
い
う
害
を
与
え
る
の
か
未
詳
。
そ
れ
と
も
「
こ
れ
が
余
の
魚
や
ら
臣
民

や
ら
に
大
層
害
を
与
え
て
い
る
」
と
訳
し
た
原
文 „..., das ihm

 sehr großen Schaden tue an Fischen und Leuten; “ 

のFischen und Leuten

（
＝Fische 

und Leute
）
は
慣
用
句
か
。

（
34
）
贖し
ょ
く

宥ゆ
う　

A
blaß.　

カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
、
犯
し
た
罪
の
懺
悔
を
し
た
あ
と
聖
職
者
か
ら
赦
免
を
受
け
る
が
、
そ
の
際
、
罪
に
相
当
す
る
（
、
と
聖
職
者
が
判
断
す
る
）

贖あ
が
な

い
を
課
さ
れ
る
。

（
35
）
盾
持
ち　

W
affenträger.　

 

従
士
と
も
。
騎
士
の
従
者
。
騎
士
の
身
の
回
り
の
世
話
を
す
る
他
、
騎
士
の
使
用
す
る
盾
や
槍
な
ど
の
武
具
を
保
管
し
て
供
を
す
る
。

騎
士
見
習
い
の
家
柄
の
し
か
る
べ
き
少
年
が
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
平
民
出
の
頑
強
な
兵
士
が
こ
れ
に
当
た
る
こ
と
も
普
通
。

　

解
題

　

原
題V

om
 tapferrn Schneiderlein.

　

Ａ
Ｔ
Ｕ
一
六
四
〇
「
勇
敢
な
仕
立
て
屋
」（
一
打
ち
で
七
つ
）T

he Brave T
ailor. （Seven w

ith one stroke.

）

　
　

こ
れ
は
笑
い
話
で
あ
る
。

　
　

な
お
、
三
世
紀
の
仏
教
説
話
か
ら
近
東
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
流
布
、
と
ス
テ
ィ
ス
・
ト
ン
プ
ソ
ン
著
『
民
間
説
話
』（Stith T

hom
pson: T

he Folktale. 

荒
木
博
之
・

石
原
綏
代
訳
、
社
会
思
想
社
、
昭
和
五
二
）
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
訳
者
は
当
該
仏
教
説
話
（
こ
れ
は
数
数
の
「
譬ひ

喩ゆ

経ぎ
ょ
う

」
を
指
し
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
）
を
ま
だ

発
見
し
て
い
な
い
。

　

五　

魔
法
に
掛
け
ら
れ
た
お
姫
様

（
36
）
と
ん
ま
の
弟
と
も
ど
も　

sam
t dem

 dum
m

en Bruder.　
「
弟
」
と
訳
し
た
が Bruder 

は
も
と
よ
り
「
兄
弟
」
の
意
に
過
ぎ
な
い
。
ド
イ
ツ
の
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
で
は
兄
弟

姉
妹
の
う
ち
最
年
少
の
者
が
主
人
公
と
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
こ
こ
で
も
「
弟
」
と
し
た
。

（
37
）
上
げ
下
げ
窓　

Schiebefenster.　

上
げ
下
ろ
し
窓
。
引
き
違
い
式
窓
。
下
を
上
げ
れ
ば
、
上
も
下
が
る
二
枚
の
窓
か
ら
成
る
。

（
38
）
蜘く

も蛛
の
巣
色
の　

spinnw
ebfarbig.　

さ
て
ど
ん
な
色
や
ら
。
薄
い
灰
色
か
。
ど
な
た
か
ご
高
教
を
。

（
39
）
亜あ

麻ま

仁に　

Leinsam
en.　

亜
麻
の
種
。
卵
円
形
で
扁
平
。
黄
色
ま
た
は
褐
色
。
塗
料
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
使
わ
れ
る
亜
麻
仁
油
の
原
料
。

（
40
）
瀝ピ
ッ
チ青
と
硫
黄　

Pech und Schw
efel.　

地
獄
に
は
こ
れ
が
付
き
物
で
、
龍
（
＝
悪
魔
）
は
地
獄
の
住
人
で
あ
る
。
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解
題

　

原
題 D

ie verzauberte Prinzessin.
　

Ａ
Ｔ
Ｕ
五
五
四
「
恩
を
返
す
動
物
た
ち
」T

he Grateful A
nim

als.
　
　

動
物
た
ち
の
援
助
に
よ
り
主
人
公
が
難
題
を
達
成
す
る
主モ
テ
ィ
ー
フ題
は
極
め
て
多
い
。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
七
「
白
蛇
」W

eiße Schlange

な
ど
。
ム
ゼ
ー
ウ
ス
の
「
三
姉
妹
物
語
」

（
鈴
木
滿
訳
『
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ァ
ー
ル
の
物
語　

ド
イ
ツ
人
の
民
話
』
所
収
）
解
題
参
照
。

　
　

悪
い
兄
の
ヘ
ル
メ
リ
ヒ
は
こ
こ
で
は
あ
っ
さ
り
地
獄
へ
落
と
さ
れ
た
よ
う
で
、
と
に
か
く
そ
れ
っ
き
り
出
て
来
な
い
が
、
こ
れ
が
善
い
弟
の
ハ
ン
ス
に
救
わ
れ
、
そ
の

恩
も
忘
れ
て
王
女
を
我
が
物
に
し
よ
う
と
し
、
結
局
こ
れ
に
も
失
敗
し
て
今
度
は
本
当
に
破
滅
す
る
、
と
い
う
話
が
く
っ
つ
い
て
い
て
も
よ
ろ
し
い
。

　

六　

悪
魔
が
お
っ
放ぱ
な

さ
れ
た
［
さ
あ
、
こ
と
だ
］、
あ
る
い
は
、
悪
魔
が
火
ブ
ラ
ン
ト
ヴ
ァ
イ
ン
酒
を
発
明
し
た
話

（
41
）
火ひ

男お
と
こ　

feurige M
änner.　

単
数
形
は feuriger M

ann 

。
た
だ
し
、
Ｈ
ｄ
Ａ
の
見
出
し
語
と
し
て
は Feuerm

ann 

。
こ
の
「
火
フ
ォ
イ
ア
ー
マ
ン
男
」
お
よ
び
類
似
の
名
称

で
ド
イ
ツ
語
圏
の
伝
承
で
は
周
知
の
存
在
で
あ
る
。（
煉
獄
で
）
生
前
犯
し
た
罪
業
を
償
っ
て
い
る
彷
徨
え
る
死
者
と
さ
れ
る
。
俗
信
に
よ
れ
ば
、「
煉
獄
」、
す
な
わ
ち
、

「
浄
罪
界
」
で
は
火
で
罪
を
浄
め
る
と
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
世
に
出
て
来
る
そ
う
し
た
亡
霊
が
か
っ
か
と
燃
え
盛
っ
て
い
て
も
当
然
な
わ
け
。「
火
フ
ォ
イ
ア
ー
マ
ン
男
」
は
、
内
部
か

ら
焔
が
噴
き
出
し
て
い
る
骸
骨
、
焔
の
噴
き
出
る
鉛
の
外
套
を
纏
っ
た
鉛
の
男
、
高
く
幅
の
広
い
火
の
柱
の
中
に
い
る
黒
い
男
、
小
脇
に
頭
を
抱
え
た
頭
無
し
の
黒
い
男
、

火
の
よ
う
な
目
を
し
た
黒
い
男
な
ど
と
い
っ
た
人
間
の
よ
う
な
形
状
、
も
し
く
は
、
不
定
形
（
と
は
申
せ
、
こ
れ
も
さ
ま
ざ
ま
）
の
火
と
し
て
描
写
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
罰
を
受
け
る
の
は
と
り
わ
け
、
土
地
の
境
界
標
石
を
動
か
し
た
罪
、
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
42
）
だム

シ

ェ

ー

な
さ
ん　

M
usjö.　

フ
ラ
ン
ス
語
「
旦ム
ッ
シ
ュ
ー那
」m

onsieur 

の
訛
り
。

（
43
）
あ
ん
た
の
祖ば

あ母
様
に
掛
け
て　

bei deiner Großm
utter.　

 
「
悪
魔
の
お
祖
母
さ
ん
」die Großm

utter des T
eufels

な
る
存
在
は
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
二
九
「
三
本
の
黄

金
の
髪
の
毛
を
持
っ
た
悪
魔
」D

er T
eufel m

it den drei goldenen H
aaren 

で
は
（
悪
魔
の
）「
大お
お

お
っ
か
あ
」Ellerm

utter

─
─
つ
ま
り
「
歳
を
取
っ
た
方
の
お

っ
か
さ
ん
」ältere M

utter

＝
「
祖
母
さ
ん
」
─
─
な
る
単
語
で 
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
二
五
「
悪
魔
と
悪
魔
の
お
祖
母
さ
ん
」D

er T
eufel und seine Großm

utter 

で
は

そ
の
ま
ま
「
祖
母
」Großm

utter

と
し
て
登
場
。
ど
ち
ら
の
話
で
も
人
間
に
優
し
い
。
神
学
的
に
そ
ん
な
も
の
が
い
よ
う
は
ず
は
な
い
が
、
民
間
伝
承
で
は
ま
た
別
。

と
に
か
く
悪
魔
に
と
っ
て
は
大
切
な
尊
属
だ
か
ら
、
こ
れ
に
掛
け
て
の
誓
言
は
、
な
る
ほ
ど
、
い
か
な
悪
魔
で
も
破
る
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
な
お
、des T

eufels 
Großm

uter 

と
か seine M

utter 

は T
eufel 

関
係
の
慣
用
句
に
か
な
り
登
場
す
る
。

（
44
）
天
涯
孤
独
・
独
り
ぼ
っ
ち
・
孤
影
悄
然
て
な
あ
り
さ
ま　

M
aus-M

utter-Stern-allein. 
m

ausseelenallein, m
utterseelenallein, sternseelenallein 

は
い
ず
れ

も allein

（
独
り
で
）
の
強
調
。
こ
れ
か
ら Seele 

を
抜
く
と
こ
う
し
た
言
い
方
と
な
る
。
な
に
し
ろ Seele 

（
魂
）
を
使
い
た
く
て
も
、
悪
魔
に
は
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
持

ち
合
わ
せ
が
な
い
の
だ
か
ら
い
た
し
か
た
な
い
。
そ
り
ゃ
分
か
る
ん
で
す
が
、
日
本
語
に
は
う
ま
く
移
せ
ま
せ
ん
な
。
な
お
、
Ｄ
Ｍ
Ｂ
（
一
八
五
七
）
一
七
「
心
臓
の
無
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い
男
」D

er M
ann ohne H

erz 

で
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は m

utterseelensternallein 

な
る
表
現
を
用
い
て
い
る
。

（
45
）
火
ブ
ラ
ン
ト
ヴ
ァ
イ
ン
酒　

Branntw
ein.　

桃
・
梅
・
杏
・
梨
・
苺
な
ど
の
果
実
や
、
穀
類
、
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
を
原
料
と
す
る
蒸
留
酒
。
シ
ュ
ナ
ッ
プ
スSchnapps 

。
コ
ル
ン

K
orn

。
た
だ
し
コ
ル
ン
は
正
確
に
は
穀
類
、
じ
ゃ
が
い
も
か
ら
の
蒸
留
酒
を
指
す
。

（
46
） 
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン　

N
ordhausen.　

ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
・
ア
ム
・
ハ
ル
ツ
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
北
部
ハ
ル
ツ
山
地
南
縁
の
ツ
ォ
ル
ゲ
河
畔
に
あ
る
中
都
市
。

二
〇
〇
八
年
の
人
口
四
万
五
千
弱
。
一
八
〇
二
年
ま
で
は
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
と
と
も
に
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
二
つ
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
直
属
都
市
だ
っ
た
。
ロ
マ
ネ
ス

ク
＝
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
に
起
源
を
持
つ
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
聖ド
ー
ム
・
ツ
ー
ム
・
ハ
イ
リ
ゲ
ン
・
ク
ロ
イ
ツ

十
字
架
大
聖
堂
で
も
有
名
だ
が
、
も
う
一
つ
、
こ
の
町
の
名
が
知
れ
渡
っ
て
い
る
の
は
、
蒸
留
酒
（
た
と

え
ば
「
ノ
ル
ト
ホ
イ
ゼ
ナ
ー
・
ド
ッ
ペ
ル
コ
ル
ン
」N

ordhäusener D
oppelkorn

）
製
造
の
た
め
。
製
造
起
源
は
少
な
く
と
も
十
六
世
紀
初
頭
に
ま
で
遡
る
。

　

解
題

　

原
題D

er T
eufel ist los oder das M

ärlein, w
ie der T

eufel den Branntw
ein erfand. 

　

Ａ
Ｔ
Ｕ
該
当
な
し
。

　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
地
方
の
口
承
と
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
地
方
の
伝
説
群
と
伝
説
圏
』D

er Sagenschatz und die Sagenkreise der 
T

hüringerlandes.4 Bde. K
esselring ’sche H

ofbuchhandlung. M
einigen und H

ildburgshausen 1835-38.

に
拠
る
。

　

こ
れ
は
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
で
は
な
く
、
こ
っ
そ
り
動
か
さ
れ
た
境
界
標
石
と
火
男
に
関
す
る
夥
し
い
伝
説
の
一
つ
、
お
よ
び
悪
魔
伝
説
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
悪
魔
伝
説
は
ま
た
、

火
ブ
ラ
ン
ト
ヴ
ァ
イ
ン
酒
の
起
源
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
の
火シ
ュ
ナ
ッ
プ
ス酒
醸
造
業
者
た
ち
を
や
っ
つ
け
て
い
る
わ
け
。

（
47
）
お
い
ら
の
魂
な
ん
ぞ
悪
魔
に
く
れ
て
や
ら
あ
、
て
な
罵
り
や
誓
い　

fluchten und schw
uren ihre Seele zum

 T
eufel. 　

た
と
え
ば
、
あ
る
事
が
真
実
で
あ
る

こ
と
を
強
調
す
る
際
、「（
こ
れ
が
嘘
だ
っ
た
ら
）
お
い
ら
を
悪
魔
が
攫
う
が
い
い
」D

er T
eufel soll m

ich holen! 

な
ど
と
誓
っ
た
。
偽
誓
者
は
悪
魔
に
連
れ
て
行
か

れ
る
、
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
。

（
48
）
悪
魔
が
お
っ
放
さ
れ
た
［
さ
あ
、
こ
と
だ
］　D

er T
eufel ist los!　

慣
用
句
。「
喧
嘩
、
口
論
、
ど
た
ば
た
騒
ぎ
で
大
変
」
く
ら
い
の
意
味
。
あ
る
い
は
、
身
の
上
に

一
度
に
た
く
さ
ん
の
災
い
が
降
り
掛
か
っ
た
人
間
は
絶
望
し
て
、「
今
日
び
は
一
体
悪
魔
が
皆
お
っ
放
さ
れ
た
の
か
よ
」Sind denn heute alle T

eufel los? 

と
首
を

か
し
げ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
新
約
聖
書
「
彼
は
龍
、
す
な
は
ち
悪
魔
た
り
サ
タ
ン
た
る
古
き
蛇
を
捕
へ
て
之
を
千
年
の
あ
ひ
だ
繋
ぎ
お
き
、
底
な
き
所
に
投
げ
入
れ

閉
じ
込
め
、
そ
の
上
に
封
印
し
、
千
年
の
終
る
ま
で
は
諸
国
の
民
を
惑
す
こ
と
勿な
か

ら
し
む
。
そ
の
後
、
暫し
ば
し時
の
あ
ひ
だ
解
き
放
さ
る
べ
し
。」（
黙
示
録
二
十
章
二
─
三

節
）「
千
年
終
り
て
後
サ
タ
ン
は
其
の
檻
よ
り
解
き
放
た
れ
」（
同
七
節
）
に
基
づ
く
。
悪
魔
は
本
来
地
獄
に
幽
閉
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
ダ
ン
テ
の

『

神
デ
ィ
ヴ
ィ
ナ
・
コ
メ
デ
ィ
ア

曲

』
で
も
「
地
獄
の
王
ル
チ
フ
ェ
ロ
」
は
地
獄
の
ど
ん
底
で
そ
の
巨
大
な
体
の
胸
か
ら
下
を
氷
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
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七　

ユ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
の
鍛
冶
屋

（
49
）
ユ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク  Jüterbogk. 　

現
在
の
綴
り
は Jüterbog 

。
現
代
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
に
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
の
人
口
一
万
三
千
ほ
ど
。
小
さ
い
町
だ
が
、

ド
イ
ツ
史
に
は
た
び
た
び
登
場
。

（
50
）
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世　

K
aiser Friedrich II.  

ド
イ
ツ
王
（
在
位
一
二
一
二
─
五
〇
）・
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
（
在
位
一
二
二
〇
─
五
〇
）
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二

世
。
シ
チ
リ
ア
王
（
シ
チ
リ
ア
島
と
南
イ
タ
リ
ア
を
支
配
）
も
兼
ね
る
。
ホ
ー
エ
ン
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
朝
。
赤
デ
ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト
髯
（=

バ
ル
バ
ロ
ッ
サBarbarossa

）
と
添
え
名

の
あ
る
ド
イ
ツ
王
（
在
位
一
一
五
二
─
九
〇
）・
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
（
在
位
一
一
五
五
─
九
〇
）
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
孫
。
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
九
世
、
イ
ノ
ケ

ン
テ
ィ
ウ
ス
四
世
と
た
び
た
び
対
立
。
北
部
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
諸
都
市
の
蜂
起
に
も
苦
し
ん
だ
。

（
51
）
ミ
ラ
ノ　

M
ailand.　

北
イ
タ
リ
ア
有
数
の
都
市
。
北
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
の
連
合
体
で
あ
る
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
都
市
同
盟
（
一
〇
九
三
成
立
）
の
一
員
。
当
時
北
イ
タ

リ
ア
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
領
だ
っ
た
が
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
都
市
同
盟
は
し
ば
し
ば
皇
帝
と
争
っ
た
。

（
52
）
プ
リ
ア　

A
pulien.　

イ
タ
リ
ア
語
の
綴
り
で
は Puglia

。
現
在
イ
タ
リ
ア
共
和
国
の
州
の
一
つ
。
イ
タ
リ
ア
の
南
東
部
に
あ
る
地
方
。
い
わ
ゆ
る
「
イ
タ
リ
ア
の
長

靴
」
の
踵
の
部
分
。

（
53
）
都
市
同
盟
軍
の
本
営
用
輜し

重ち
ょ
う

車し
ゃ　

H
err- und  Bannerw

agen der Stadt.　

直
訳
「
都
市
同
盟
軍
の
司
令
官
な
ら
び
に
旗
手
の
車
輛
」。
こ
れ
に
は
、
一
個
軍
の
軍

用
金
、
お
よ
び
、
司
令
官
・
幕
僚
専
用
の
高
価
な
武
具
・
馬
具
、
金
銀
の
食
器
類
、
装
身
具
な
ど
な
ど
が
さ
ぞ
や
た
っ
ぷ
り
積
ま
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

（
54
）
ペ
ー
タ
ー　

Peter.　

こ
れ
が
鍛
冶
屋
の
名
前
だ
が
、
聖
ペ
ー
タ
ー
（
ペ
ト
ル
ス
、
ペ
テ
ロ
）
に
因
ん
で
い
る
。
聖
ペ
テ
ロ
の
祝
日
は
殉
教
し
た
日
で
あ
る
六
月

二
十
九
日
。
鍛
冶
屋
の
ペ
ー
タ
ー
親
方
は
こ
の
日
に
生
ま
れ
た
の
で
、
そ
う
命
名
さ
れ
た
も
の
。
従
っ
て
親
方
の
守
護
聖
人
は
聖
ペ
テ
ロ
（
ペ
ト
ル
ス
聖
者
）
な
の
で
あ

る
。

（
55
）
ウ
ー
リ
ア
ン
殿　

H
err U

rian.　

悪ト
イ
フ
ェ
ル
魔T

eufel

を
名
指
し
し
た
く
な
い
時
に
用
い
る
婉
曲
な
表
現
。

（
56
）
ペ
ト
ル
ス
聖
者　

der heilige Petrus.　

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
二
使
徒
筆
頭
。
口
承
文
芸
で
は
主し
ゅ

イ
エ
ス
と
と
も
に
、
あ
る
い
は
単
独
で
地
上
を
遍
歴
す
る
こ
と

が
あ
る
。

（
57
）
浄
福　

die Seligkeit.　
（
天
国
の
）
至
福
。
極
楽
往
生
。

（
58
）
キ
フ
ホ
イ
ザ
ー　

K
iffhäuser.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
が
、
普
通
は K

yffhäuser 

で
あ
る
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
と
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ

ル
ト
州
の
州
境
に
沿
う
黄デ
ィ
ー
・
ゴ
ル
デ
ネ
・
ア
ウ
エ

金
の
沃
野
と
下ウ
ン
タ
ー
・
ハ
ル
ツ

ハ
ル
ツ
山
地
の
南
東
に
あ
る
山
の
尾
根
。
Ｄ
Ｓ
二
三
「
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
赤
髯
帝
」Friedrich Rotbart 

auf dem
 K

yffhäuser

に
よ
れ
ば
、
皇
帝
は
死
ん
だ
の
で
は
な
く
、
最
後
の
審
判
の
日
ま
で
こ
の
山
中
の
洞
窟
で
、
石
の
円
卓
に
向
か
っ
て
座
っ
て
い
る
、
と
の
こ
と
。

眠
っ
て
い
る
の
だ
が
、
と
き
た
ま
目
覚
め
る
こ
と
も
。
あ
る
羊
飼
い
が
、
皇
帝
お
付
き
の
小
人
に
案
内
さ
れ
て
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
許
に
行
っ
た
話
で
は
、
赤
髯
帝
は
、
鴉

ど
も
が
ま
だ
山
の
周
囲
を
飛
ん
で
い
る
か
、
と
羊
飼
い
に
訊
き
、
羊
飼
い
が
頷
く
と
、
そ
れ
で
は
あ
と
百
年
眠
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
言
っ
た
そ
う
な
。
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こ
の
伝
説
は
十
九
世
紀
に
は
強
力
な
君
主
の
下
で
ド
イ
ツ
諸
邦
の
統
一
を
目
指
す
政
治
運
動
と
と
り
わ
け
結
び
付
け
ら
れ
た
。
伝
説
を
素
材
と
し
た
作
品
の
う
ち
で
最

も
有
名
な
も
の
の
一
つ
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
リ
ュ
ッ
カ
ー
ト
（
一
七
八
八
─
一
八
六
六
）
の
詩
「
老
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
」D

er alte Barbarossa 

（
一
八
一
七
）
で
あ
る
。

な
お
、
一
八
七
一
年
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
主
導
に
よ
り
ド
イ
ツ
統
一
が
成
し
遂
げ
ら
れ
、
ド
イ
ツ
帝
国
が
誕
生
す
る
と
、
一
八
九
〇
年
か
ら
九
六
年
の
間
に
、
キ
ュ
フ
ホ

イ
ザ
ー
ブ
ル
ク
山ベ
ル
ク

山
頂
の
か
つ
て
の
キ
ュ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
城
の
廃
墟
に
「
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
記デ
ン
ク
マ
ー
ル

念
碑
」
と
も
呼
ば
れ
る
「
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
記デ
ン
ク
マ
ー
ル

念
碑
」K

yffhäuserdenkm
al

が
建
立
さ
れ
た
。

（
59
）
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ　

K
aiser　

Friedrich.　

 

赤
デ
ア
・
ロ
ー
ト
バ
ル
ト
髯
（=

バ
ル
バ
ロ
ッ
サBarbarossa

）
と
添
え
名
さ
れ
た
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
。

前
掲
訳
注
「
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
」
参
照
。
物
語
冒
頭
、
鍛
冶
屋
の
ペ
ー
タ
ー
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
に
武
具
師
と
し
て
仕
え
た
、
と
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
赤

髯
帝
が
主
君
な
わ
け
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
民
話
な
ん
て
こ
ん
な
も
の
だ
か
ら
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
百
も
承
知
で
記
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
60
）
ラ
ー
ツ
フ
ェ
ル
ト　

Rathsfeld.　

バ
ー
ト
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
と
「
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
記デ
ン
ク
マ
ー
ル

念
碑
」
の
間
に
広
が
る
キ
ュ
フ
ホ
イ
ザ
ー
森
ヴ
ァ
ル
ト

に
あ
る
開
墾
地
。
Ｄ

Ｓ
二
四
「
ヴ
ァ
ル
ザ
ー
フ
ェ
ル
ト
の
梨
の
木
」D

er Birnbaum
 auf dem

 W
alserfeld

の
内
容
は
、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
が
述
べ
て
い
る
梨
の
木
云
云
と
同
工
異
曲
。
た

だ
し
、
ヴ
ァ
ル
ザ
ー
フ
ェ
ル
ト
は
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
近
郊
の
地
名
で
あ
る
。

　

解
題

　

原
題 D

er Schim
ied von Jüterbogk.

　

Ａ
Ｔ
Ｕ
三
三
〇
「
鍛
冶
屋
と
悪
魔
」T

he Sm
ith and the D

evil 

。

　

一
〇　

老
魔
法
使
い
と
子
ど
も
た
ち

（
61
）
魔
物
に　

dem
 Bösen.　

「
邪
悪
な
る
も
の
」
に
、
つ
ま
り
、「
悪
魔
に
」。

（
62
）
妹
に　

zur Schw
ester.　

実
は
年
齢
に
つ
い
て
は
原
文
か
ら
は
分
か
ら
な
い
。
少
年
と
少
女
の
は
ら
か
ら
が
主
人
公
と
な
る
ド
イ
ツ
の
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
を
訳
す
場
合
、
我
が
国

で
は
伝
統
的
に
少
年
を
年
長
、
つ
ま
り
「
兄
」
と
し
、
少
女
を
年
少
、
つ
ま
り
「
妹
」
と
し
て
い
る
─
─
た
と
え
ば
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
一
「
小
さ
い
兄
と
小
さ
い
妹
」 

Brüderchen und Schw
esterchen 

や 

Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
五
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」 Hänsel und Gretel 

に
お
い
て
─
─
の
で
、
こ
れ
に
従
っ
た
。

（
63
）
打
穀
場　

T
enne.　

土
に
石
灰
、
水
な
ど
を
加
え
て
よ
く
捏
ね
た
も
の
を
塗
っ
て
叩
き
固
め
て
仕
上
げ
た
土
間
で
、
百
姓
屋
敷
の
納
屋
の
中
に
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
、

収
穫
し
た
穀
物
の
穂
を
こ
こ
に
広
げ
て
殻か
ら

竿ざ
お

な
ど
で
打
ち
、
穀
粒
を
穂
か
ら
取
り
離
し
た
。

　

解
題

　

原
題 D

er alte Zauberer und seine K
inder.



ルートヴィヒ・ベヒシュタイン編著『ドイツ昔話集』（一八五七）試訳（その一）　鈴木滿訳・注・解題

89

　

Ａ
Ｔ
Ｕ
三
一
三
Ａ
『
呪
術
的
逃
走
』T

he M
agic Flight.

　

一
一　

黄き

ん金
の
マ
リ
ー
ア
と
瀝ピ
ッ
チ青
の
マ
リ
ー
ア

（
64
）
円ト

ル

テ

形
飾
り
菓
子　

T
orte.　

大
き
な
円
形
の
ケ
ー
キ
で
、
小
麦
粉
、
バ
タ
ー
、
卵
、
砂
糖
な
ど
を
混
ぜ
て
天
火
で
焼
き
上
げ
た
ケ
ー
キ
台
の
上
に
、
生
や
砂
糖
煮
の
果

物
（
桜
桃
、
苺
な
ど
）、
メ
レ
ン
ゲ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
生
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
た
っ
ぷ
り
飾
り
付
け
た
も
の
。
メ
レ
ン
ゲ
で
飾
る
な
ら
一
緒
に
天
火
で
焼
く
。

（
65
）
瀝ピ
ッ
チ青　

Pech.　

チ
ャ
ン
。
中
近
東
な
ど
今
日
の
油
田
地
帯
に
古
代
か
ら
天
然
に
産
出
し
た
ほ
か
、
原
油
や
石
炭
、
木
材
を
乾
溜
す
る
際
に
で
き
る
黒
く
ど
ろ
り
と
し

た
液
体
残
留
物
で
あ
る
タ
ー
ル
、
あ
る
い
は
タ
ー
ル
を
蒸
留
す
る
と
残
る
残
滓
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
近
世
に
至
る
ま
で
木
炭
を
焼
い
て
い
た
の
で
、
そ
の
副
産
物
と
し
て

あ
り
ふ
れ
た
物
質
だ
っ
た
。
船
板
や
船
舶
用
の
綱
に
塗
る
防
腐
剤
と
し
て
使
わ
れ
た
。
現
代
人
に
は
普
通
原
油
精
製
の
副
産
物
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
い
が
、
石
油
・
石
炭

の
使
用
が
一
般
的
に
な
る
前
か
ら
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
二
一
「
灰
か
ぶ
り
」A

schenputtel 

、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
二
四
「
ホ
レ
の
お
ば
さ
ん
」Frau H

olle

に
も
出
て

来
る
。

（
66
）
テ
ュ
ル
シ
ェ
マ
ン　

T
hürschem

ann.　

未
詳
。

（
67
）
乳ラ
ー
ム脂　

Rahm
.　

ド
イ
ツ
語
圏
南
部
で
は
ク
リ
ー
ム
（「
ザ
ー
ネ
」Sahne

）
を
こ
う
言
う
。

（
68
）
瀝ピ
ッ
チ青
で
く
っ
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
黄
金
を
欲
し
が
っ
た　

auf Gold erpicht.　

普
通
は auf Geld erpicht （
金
の
亡
者
で
あ
る
、
拝
金
主
義
の
）。

　

解
題

　

原
題 D

ie G
oldm

aria und Pechm
aria.

　

Ａ
Ｔ
Ｕ
四
八
〇
「
親
切
な
少
女
と
意
地
悪
な
少
女
」T

he K
ind and U

nkind Girls. 

（
Ａ
Ｔ
四
八
〇
「
泉
の
傍
の
糸
紡
ぎ
女
。
親
切
な
少
女
と
意
地
悪
な
少
女
」T

he 
Spinning-W

om
en by the Spring. T

he K
ind and U

nkind Girls.

）。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
二
四
「
ホ
レ
の
お
ば
さ
ん
」Frau H

olle 

。

　

一
二　

名
付
け
親
に
な
っ
た
死

（
69
）
代パ
ー
テ父 Pate.　

キ
リ
ス
ト
教
の
幼
児
洗
礼
に
立
ち
会
っ
て
、
洗
礼
を
受
け
る
者
の
神
に
対
す
る
約
束
の
証
人
と
な
る
大
切
な
存
在
。
男
で
あ
れ
ば
代パ
ー
テ父
（
名ゲ
フ
ァ
ッ
タ
ー

付
け
の
父
）、

女
で
あ
れ
ば
代パ
ー
テ
ィ
ン母Patin

（
名ゲ
フ
ァ
ッ
テ
リ
ン

付
け
の
母
）。
名
付
け
親
は
当
の
嬰
児
に
と
っ
て
は
将
来
と
も
に
両
親
同
様
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
頼
り
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
に
貧
乏

人
の
子
ど
も
の
名
付
け
親
に
な
る
の
は
あ
り
が
た
い
話
で
は
な
い
。
立
ち
会
う
時
に
必
ず
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
洗
礼
の
贈
り
物
（
装
飾
品
と
か
金
銀
の
貨
幣
と

か
）
か
ら
し
て
出
費
だ
し
、
子
ど
も
の
親
か
ら
相
応
の
見
返
り
を
期
待
で
き
な
い
と
な
れ
ば
。

（
70
）
聖
水
盤　

T
aufe.　

カ
ト
リ
ッ
ク
や
英ア
ン
グ
リ
カ
ン

国
国
教
会
の
教
会
の
出
入
り
口
付
近
に
あ
る
聖
水
（
司
祭
・
牧
師
に
よ
っ
て
清
め
ら
れ
た
水
）
を
満
た
し
た
容
器
。

（
71
）
主フ
ァ
ー
タ
ー
・
ウ
ン
ザ
ー

の
禱
り　

V
aterr U

nser.　

ド
イ
ツ
語
で
は
「
天フ
ァ
ー
タ
ー
・
ウ
ン
ザ
ー
・
イ
ン
・
デ
ム
・
ヒ
ン
メ
ル

に
い
ま
す
我
ら
の
父
よ
」V

ater unser in dem
 H

im
m

el

で
始
ま
る
。
イ
エ
ス
が
弟
子
た
ち
に
教
え
た
模
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範
の
祈
禱
。
新
約
聖
書
マ
タ
イ
伝
六
章
九
─
一
〇
節
、
お
よ
び
ル
カ
伝
十
一
章
二
─
四
節
に
あ
る
。

（
72
）
金
持
ち
ゃ
た
ら
ふ
く
、
貧
乏
人
は
腹
空
く　

der Reiche schw
elgt, der A

rm
e hunngert.　

「
裕
福
な
者
は
贅
沢
三
昧
、
貧
し
い
者
は
飢
え
る
」。

（
73
）
角
か
ら
馬
の
脚
ま
で　

vom
 H

orn bis zum
 Pferdefuß.　

悪
魔
は
、
牡
山
羊
の
角
を
頭
に
生
や
し
、
蝙
蝠
の
翼
を
背
中
に
付
け
、（
少
な
く
と
も
片
方
は
）
馬
の
脚

を
し
て
い
る
（
た
だ
し
蹄
は
二
つ
に
割
れ
て
い
て
、
馬
の
蹄
と
は
異
な
る
）、
と
相
場
が
決
ま
っ
て
い
る
。
従
っ
て
ク
ラ
ウ
ス
は
、
悪
魔
の
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
足
の
爪

先
ま
で
じ
ろ
じ
ろ
眺
め
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
74
）
あ
ん
た
の
祖ば

あ母
様
ん
と
こ
へ　

zu deiner Großm
utter.　

「
悪
魔
の
祖
母
」
な
る
不
可
解
な
存
在
は
し
ば
し
ば
ド
イ
ツ
語
圏
の
昔メ
ル
ヒ
ェ
ン話
に
登
場
す
る
。
Ｄ
Ｍ
Ｂ

（
一
八
五
七
）
六
「
悪
魔
が
お
っ
放ぱ
な

さ
れ
た
」D

er T
eufel ist los 

訳
注
「
あ
ん
た
の
祖ば

あ母
様
に
掛
け
て
」
参
照
。

（
75
）
葎ホ
ッ
プ穂　

H
opfen.　

麻
科
の
多
年
生
蔓
草
。
蔓
の
高
さ
は
七
～
一
二
メ
ー
タ
ー
に
も
達
す
る
。
夏
黄
緑
色
の
花
を
開
き
、
楕
円
形
ま
た
は
広
卵
形
・
松ま
つ
か
さ毬
状
の
果
実
を

結
ぶ
。
芳
香
と
苦
味
が
あ
り
、
健
胃
剤
と
し
、
ま
た
ビ
ー
ル
に
香
味
を
付
け
る
の
に
用
い
る
。

（
76
）
正
式
ド
ー
ト　

ordentlicher D
ot.　

D
ot 

と
い
う
単
語
は
『
グ
リ
ム
ド
イ
ツ
語
辞
典
』D

eutsches W
örterbuch von Jacob G

rim
m

 und W
ilhelm

 G
rim

m

に

も
載
っ
て
い
な
い
。

（
77
）
名パ

ー

ト

付
け
子　

Pat.　

本
来
は
代パ
ー
テ父Pate

と
同
じ
だ
が
、
こ
の
場
合
は
名パ
ー
テ
ン
キ
ン
ト

付
け
子
、
教き
ょ
う

子し

。

（
78
）
洗
礼
の
贈
り
物　

Patengeschenk.　

前
掲
訳
注
「
代パ
ー
テ父
」
参
照
。

（
79
）
病
人
の
枕
許
に
立
っ
て
い
た
ら　

Stehe ich zu H
äupten des K

ranken.　

こ
の
物
語
で
は
、
枕
許
の
死
は
治
癒
す
る
病
気
を
、
足
許
の
死
は
死
病
を
意
味
す
る
。

Ｋ
Ｈ
Ｍ
四
四
「
死
神
の
名
付
け
親
」GevatterT

od
で
も
同
じ
。
し
か
し
、六
代
目
三
遊
亭
圓
生
演
ず
る
「
死
神
」
で
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。
三
代
目
三
遊
亭
圓
遊
（「
鼻

の
圓
遊
」）
の
「
全
快
（
誉ほ
ま

れ
の
幇た
い
こ間
）」（
暉て
る

峻お
か

康
隆
・
興
津
要か
な
め

編
集
・
解
説
『
口
演
速
記
明
治
大
正
落
語
集
成
』
第
六
巻
、
講
談
社
、
昭
和
五
五
）
は
大
層
陽
気
な
噺

で
、
医
者
が
死
神
を
騙
し
き
っ
て
出
世
す
る
、
ド
イ
ツ
に
も
あ
る
類
話
と
同
類
項
の
筋
立
て
で
興
味
を
惹
か
れ
る
。
売
れ
な
い
幇ほ
う
か
ん間
（
太
鼓
持
ち
）
が
死
神
と
知
り
合
い

に
な
っ
て
活
躍
す
る
が
、
こ
こ
で
も
、
病
人
の
布
団
の
裾
の
方
に
死
神
が
座
っ
て
い
れ
ば
、「
エ
ヘ
ン
」
と
咳
払
い
を
す
る
だ
け
で
全
快
す
る
、
と
し
て
い
る
。

　

解
題

　

原
題G

evatter T
od.

　

Ａ
Ｔ
Ｕ
三
三
二
「
死
神
の
名
付
け
親
」Godfather D

eath.

　
　

な
お
、
訳
注
「
病
人
の
枕
許
に
立
っ
て
い
た
ら
」
で
言
及
し
た
「
死
神
」
な
る
落
語
は
、
明
治
中
頃
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
「
靴
直
し
ク
レ
ス
ピ
ー
ノ
」
を
素
材
と
し
て

作
ら
れ
た
、
と
の
説
（「
対
談　

死
神
」
─
─
『
圓
生
全
集
』
第
四
巻
、
青
蛙
房
、
昭
和
四
二
─
─
で
飯
島
友
治
東
大
教
授
。
今
村
信
雄
の
考
証
に
も
）
が
も
っ
ぱ
ら
行

わ
れ
て
お
り
、
事
実
と
看
做
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
に
は
誤
認
が
あ
る
の
で
、
も
っ
と
正
確
に
伝
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
関
係
者
は
少
な
か
ら
ず
伝
聞
で
発

言
し
て
い
た
き
ら
い
が
あ
る
。
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「
靴
直
し
ク
レ
ス
ピ
ー
ノ
」
と
い
う
題
名
の
オ
ペ
ラ
は
な
い
。
該
当
す
る
の
は
「
ク
リ
ス
ピ
ー
ノ
と
代
母
（
＝
名
付
け
の
母
）、
ま
た
の
名
、
医
者
と
死
」Crispino e 

la com
are ossia il m

edico e la m
orte 

（
ナ
ポ
リ
生
ま
れ
の
作
曲
家
ル
イ
ー
ジ
〈
一
八
〇
五
─
五
九
〉
と
フ
ェ
デ
リ
ー
コ
〈
一
八
〇
九
─
七
七
〉
の
リ
ッ
チ
兄
弟

Luigi e Federico Ricci

共
作
の
四オ
ペ
ラ
・
ブ
ッ
フ
ァ

幕
喜
歌
劇
。
一
八
五
〇
年
作
曲
。
同
年
二
月
二
十
八
日
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
ベ
ネ
デ
ッ
ト
劇テ
ア
ト
ロ場
で
初
演
）
で
あ
る
。
貧
し
い
靴

屋
（「
靴
直
し
」
で
も
よ
い
が
）
ク
リ
ス
ピ
ー
ノ
は
絶
望
し
て
井
戸
に
身
を
投
げ
て
自
殺
し
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
へ
一
人
の
女
が
現
れ
、
医
者
に
な
る
よ
う
勧
め
る
。
自

分
が
病
人
の
傍
に
立
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
病
人
は
助
か
る
か
ら
、
と
言
い
残
し
て
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
女
は
ク
リ
ス
ピ
ー
ノ
の
代
母
で
あ
り
、
か
つ
死
（
イ
タ

リ
ア
語
の
「
死
」、
す
な
わ
ち
、「
ラ
・
モ
ル
テ
」la m

orte

は
女
性
名
詞
な
の
で
、
名
付
け
親
も
女
の
名
付
け
親
＝
代
母
で
あ
る
「
コ
マ
ー
レ
」com

are

と
な
る
わ
け
。

な
お
代
父
は
「
コ
ン
パ
ー
レ
」com

pare

。）
な
の
で
あ
る
。
名
医
と
評
判
を
取
り
、
か
つ
大
儲
け
を
し
た
ク
リ
ス
ピ
ー
ノ
は
や
が
て
ひ
ど
く
傲
慢
に
な
る
が
、
結
局
は

死
に
臨
ん
で
改
心
し
、
お
蔭
で
甦
り
も
す
る
。

　
　

明
治
期
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
こ
れ
を
観
た
日
本
人
が
、
帰
国
後
そ
の
粗
筋
を
圓
朝
に
語
り
、
芸
熱
心
な
圓
朝
が
翻
案
し
て
噺
を
作
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ

る
か
ら
、
そ
れ
は
よ
い
。
そ
れ
は
よ
い
が
…
…
。
現
行
の
落
語
「
死
神
」
の
粗
筋
は
こ
の
喜
歌
劇
と
は
相
違
し
て
お
り
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
四
四
と
は
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
ド
イ
ツ
語
の
「
死
」、
す
な
わ
ち
「
デ
ア
・
ト
ー
ト
」der T

od 

は
男
性
名
詞
な
の
で
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
四
四
で
は
名
付
け
親
は
男
、
つ
ま
り
代
父
で
あ
る
「
ゲ
フ
ァ

ッ
タ
ー
」Gevatter 

と
な
っ
て
い
る
。
六
代
目
圓
生
の
演
出
で
も
「
死
神
」
は
男
性
。
な
お
、
前
記
三
代
目
三
遊
亭
圓
遊
の
「
全
快
」
で
も
同
じ
く
は
っ
き
り
男
性
。

　
　

前
記
「
対
談
」
で
圓
生
自
身
は
「
明
治
二
十
年
代
に
、
名
人
の
圓
朝
が
作
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
が
、
高
座
で
演や

り
だ
し
た
の
は
、
初
代
の
圓え
ん

左さ

〔
圓
朝
の
弟
子
。

初
め
二
代
目
鯉
朝
。
後
改
め
て
圓
左
〕
さ
ん
で
す
ね
」（
ふ
り
が
な
は
訳
者
）
と
応
じ
て
い
る
。
勉
強
家
の
六
代
目
圓
生
が
、
圓
朝
作
で
あ
る
こ
と
は
あ
え
て
否
定
し
て

い
な
い
け
れ
ど
も
、
彼
が
演
じ
た
こ
と
は
否
定
し
て
い
る
。

　
　

と
こ
ろ
が
、
矢
野
誠
一
は
、「
死
神
」
は
初
代
三
遊
亭
圓
朝
の
作
品
と
さ
れ
て
お
り
、
定
本
の
春
陽
堂
版
『
圓
朝
全
集
』
に
も
ち
ゃ
ん
と
収
録
さ
れ
て
い
る
、
と
明
言

─
─
江
國
滋
・
大
西
信
行
・
永
井
啓
夫
・
矢
野
誠
一
・
三
田
純
一
責
任
編
集
『
古
典
落
語
大
系
』
第
二
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七
三
─
─
し
て
い
る
。
し
か
し
、
管
見
に

よ
れ
ば
、
圓
朝
の
口
演
落
語
が
入
っ
て
い
る
そ
の
十
三
巻
（
鈴
木
行
三
校
訂
編
纂
『
圓
朝
全
集
』、
春
陽
堂
、
昭
和
三
）
で
は
「
死
神
」
は
発
見
し
え
な
か
っ
た
し
、
同

巻
の
「
索
引
（
外
題
）」
に
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、「
死
神
」
は
圓
朝
作
か
も
知
れ
な
い
が
、
彼
が
高
座
に
掛
け
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
口
演
落
語
に
収
録

さ
れ
て
い
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
　

童
話
作
家
北
村
正
裕
氏
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
詳
細
な
論
文
「
死
神
の
メ
ル
ヘ
ン
」（「
駿
台
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
一
八
号
、
二
〇
〇
〇
・
八
月
）
を
発
表
、「
死
神
」
は
Ｋ
Ｈ

Ｍ
四
四
を
基
に
し
て
い
る
、
と
い
う
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
四
四
を
圓
朝
に
伝
え
た
の
は
福
地
櫻
痴
（
一
八
四
一
─
一
九
〇
六
）
が
有
力
な
候
補
だ
、
と

お
考
え
で
あ
る
。

（
80
）
し
た
が
、
土
を
噛
ま
に
ゃ
［
死
な
な
き
ゃ
］
な
ら
ん
場
合
に
は　

原
文
は w

enn er aber Erde kauen m
uß

で
あ
る
。「
土
を
噛
む
」Erde kauen 

と
い
う
慣
用

句
は
、
ル
ツ
・
レ
ー
リ
ヒ
編
著
『
諺
的
慣
用
句
事
典
』Lutz Röhrich: Lexikon der sprichw

örterlichen R
edensarten.4 Bde. H

erder. Freiburg / Basel / 
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に
も
載
っ
て
い
な
い
。 


